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序　文

　本書は、2005 年度から 2006 年度（平成 17 年～ 18 年）に実施した一般国道 137 号河口 2期

バイパス建設工事に伴う富士河口湖町滝沢遺跡・疱橋遺跡・谷抜遺跡の発掘調査成果をまとめた

報告書です。

　調査を行った遺跡は、富士山北麓にあたる御坂山地の御坂山・三ツ峠山の南麓で、河口湖北東

部の緩斜面にあります。また遺跡が所在する富士河口湖町河口地区は古代官道の通過するところ

でもあり、平安時代の法典『延喜式』に記載された甲斐国三駅の１つ「河口」駅が置かれた地と

推定されています。

　滝沢遺跡は平安時代の竪穴住居跡 15軒、土坑５基、竪穴状遺構１基、古墳時代の溝状遺構１条、

時期不明の土坑 13 基、ピット２基を検出しました。平安時代の遺物は、土器片の他、刀子や紡

錘車などの鉄製品が出土しました。また、土製の錘で漁労具として使用したと考えられる土錘も

住居内からまとまって出土しており、付近の川や河口湖などで漁をしていた様子が窺えます。

　疱橋遺跡は調査区北側部分において、古墳時代前期、弥生時代後期、縄文時代晩期～弥生時代

初頭の各遺物包含層を検出しました。遺構は確認できなかったものの、前述の各時期の土器片が

出土し、特に、弥生時代後期の土器は、河口湖方面において資料が乏しい状況にあり、貴重な発

見となりました。また、本遺跡周辺では峠のふもとにおける祭祀が行われた可能性や古代の道の

存在が推測されることから、本遺跡一帯は注目される場所です。

　谷抜遺跡は中・近世の掘立柱建物跡の他、平安時代の土坑や柱穴・溝状遺構、縄文時代早期・

後期の土坑や柱穴が発見されました。特に縄文時代早期の土坑には底面が赤く焼けた炉穴が見つ

かり、当時の人々の生活の様子を窺うことができます。

　富士河口湖町では富士山の火山活動の影響によって遺跡の存在は明確ではありませんでした

が、この度、様々な生活痕跡が明らかとなり、富士河口湖町の歴史を考えるうえで、新たな資料

が提供されたことになります。各遺跡はさらに広く周辺に広がっているものと想定され、今後の

周辺地域の調査研究にも期待したいと思います。本報告書が多くの方々の研究資料としてご利用

いただければ幸いです。

　最後に、調査にあたって御協力いただいた関係者、関係機関並びに調査、整理作業に従事され

た方々にお礼を申し上げます。

2007 年８月

山梨県埋蔵文化財センター

所　長　末木　健



例　言

１　本書は、山梨県南都留郡富士河口湖町河口に存在する滝沢遺跡・疱橋遺跡・谷抜遺跡の発掘

調査報告書である。

２　調査は、一般国道 137 号河口 2期バイパス建設に伴う事前調査であり、山梨県土木部より

山梨県教育委員会が委託を受け、山梨県埋蔵文化財センターが発掘調査・整理作業・報告書

作成を実施したものである。

３　発掘調査は滝沢遺跡・疱橋遺跡を平成 17 年（2005 年）5月 11 日から同年 10 月 28 日、谷

抜遺跡を平成18年（2006年）5月 11日から同年8月 11日の期間で実施した。また、整理作業・

報告書作成については平成 17 年（2005 年）9月１日から平成 19 年（2007 年）6月 19 日ま

で実施した。

４　本書の執筆・編集は当センターの正木季洋が行った。なお、自然科学分析についてはパリノ・

サーヴェイ株式会社に委託し、その報告原稿を第 6章に掲載した。

５　遺跡における遺構等の写真については、滝沢遺跡・疱橋遺跡は依田幸浩・正木季洋が、谷抜

遺跡は山本茂樹・正木季洋が撮影した。

６　遺跡の鳥瞰写真等航空写真および谷抜遺跡の調査区全体図については株式会社コウソクに委

託した。

７　発掘調査に係る国土座標測量・基準標高測量は昭和測量株式会社に委託した。

８　炭化材同定・獣骨同定、土壌分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

９　鉄器の保存処理・レントゲン写真については（財）帝京大学山梨文化財研究所に委託した。

10　本書に掲載した谷抜遺跡出土石器の実測・トレース・観察表作成・写真撮影は株式会社ア

ルカに委託した。

11　本報告書に関わる記録図面、写真、出土遺物等は山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

12　発掘調査や整理作業にあたっては以下の諸氏、諸機関のご教示・ご協力を賜った。記して

謝意を表する。（順不同、所属・敬称略）

今福利恵　駒谷義教　流石昇　杉本悠樹　高根望　高根みち子　中村義朗　新田真也　平

川南　三田村美彦　富士河口湖町教育委員会　河口地区自治会連合会　富士河口湖町文化

財審議委員会



凡　例

１　遺構・遺物図面の縮尺は原則として以下の通りである。

　　〔遺構〕

竪穴住居・竪穴状遺構・柵列－ 1/60、竃－ 1/30

溝状遺構－ 1/40、土坑・ピット・集石－ 1/30

　　〔遺物〕

土器－ 1/3、石製品・土製品・鉄製品－ 1/2、大型石製品－ 1/4

２　住居跡や土坑などの遺構番号は、各遺跡においてそれぞれ順次付したものである。

３　遺跡全体におけるＸ・Ｙ座標は、日本測地形平面直角座標第Ⅷ系のＸ＝－ 36,200.000、Ｙ

＝ 18,100.000（北緯 35 度 40 分 24 秒、統計 138 度 42 分 00 秒）を基点（Ｘ＝ 0、Ｙ＝ 0）

とした座標値である。調査区は国土座標軸によって設定しており、全体図中におけるグリッ

ド名と別に付した数値は座標線の数値である。よって南北のグリッド線および図中の北印は

真北を指す。なお、真北方向角は 0度 7分 00 秒となる。

３　遺構平面図中のドットマークの番号はそれぞれ遺構ごとの遺物図版の番号と対応している。

また、遺構平面図中に用いたスクリーントーンは次の通りである。

	 	 灰集中		 	 焼土	 	 	 炭化材集中

	 	 貼り床		 	 流路	 	 	 撹乱

４　遺構断面図中のレベルポイント部分に当たる数字は標高（単位はｍ）を示す。

５　遺物実測図中のスクリーントーンは次の通りである。

　　〔器面〕

	 	 黒色処理	 	 赤色処理

　　〔断面〕

	 	 須恵器		 	 灰釉陶器	 	 繊維

６　遺物観察表中の括弧付き数値は推定値である。

７　本書で用いた地図は、国土地理院発行の地形図（1:25,000）「河口湖東部」「河口湖西部」である。
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第１章　調査の経緯・経過と概要

第１節　調査に至る経緯と調査経過

　滝沢遺跡・疱橋遺跡・谷抜遺跡の発掘調査は、山梨県土木部による南都留郡富士河口湖町（旧河口湖町）河口

地区内の「一般国道 �37 号河口 2 期バイパス建設事業」に伴い実施された。河口 2 期バイパス道路は、河口地

区内を通過している国道 �37 号を東に迂回し、同地区内の交通混雑の緩和を目的とした延長 3.2㎞の 2 車線道路

である。

　バイパスの建設に先立ち、平成 �4（2002）年 �� 月に河口湖大橋北側の延長約 2.5㎞部分が最初の試掘調査と

して着手された。その結果、すでに周知の遺跡であった滝沢遺跡の範囲追加部分と、新たに塚越遺跡・炭焼遺跡・

井坪遺跡の計 4 遺跡が確認された。その結果を受け、翌平成 �5（2003）年 6 月から井坪遺跡・炭焼遺跡、平成

�6（2004）年 6 月から炭焼遺跡の前年度未調査部分と塚越遺跡の発掘調査を行い、平成 �7（2005）年 3 月に

塚越遺跡・炭焼遺跡・井坪遺跡の発掘調査報告書を刊行した。

　平成 �7 年 3 月には北端部分の延長約 50 ｍの試掘調査を行った結果、表土から 3 ～ 5 ｍの深さまで堆積する

盛土層の下から縄文時代の土器片を包含する黒褐色土層を発見し、新規発見の遺跡として疱橋遺跡と命名した。

平成 �7 年 5 月からは滝沢遺跡の発掘調査に着手し、滝沢遺跡発掘調査期間中の平成 �7 年 6 月に、平成 �7 年 3

月の試掘調査部分の南側、延長 80 ｍの試掘調査を行った結果、疱橋遺跡の範囲が南西側に広がることが確認さ

れた。この結果を受け、平成 �7 年 7 月に山梨県埋蔵文化財センター・県学術文化財課・県土木部で協議を行い、

盛土が厚く堆積し、建設工法により遺物包含層に破壊が及ばない疱橋遺跡北東側部分については現状保存とし、

破壊が及ぶ南西部分については発掘調査を行うこととなった。また、建設工事工程の関係から、滝沢遺跡の発掘

調査を一時中断し、8 月から疱橋遺跡の発掘調査に着手、疱橋遺跡調査終了後の 9 月から �� 月まで滝沢遺跡の

調査を行うこととなった。また、平成 �7 年 2 月に河口浅間神社南東側、延長約 �70 ｍの地点において行った試

掘調査の結果、谷抜遺跡が新たに発見され、平成 �8（2006）年 5 月から 3 ヶ月の期間で発掘調査を行った。

　なお、本調査における事務手続きは次のとおりである。

〈平成 17 年度　滝沢遺跡・疱橋遺跡（発掘調査）〉

・平成 �7 年 5 月 �0 日　文化財保護法第 99 条に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 94 号）（滝沢遺跡）

・平成 �7 年 8 月 4 日　文化財保護法第 99 条に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 286 号）（疱橋遺跡）

・平成 �7 年 9 月 7 日　文化財保護法第 �00 条第 2 項に基づく発見通知を富士吉田警察署に提出（教埋文 322 号）（疱橋遺跡）

・平成 �7 年 �� 月 � 日　文化財保護法第 �00 条第 2 項に基づく発見通知を富士吉田警察署に提出（教埋文 438 号）（滝沢遺跡）

・平成 �7 年 �� 月 4 日　発掘調査の終了報告を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 448 号）

・平成 �8 年 3 月 �0 日　発掘調査実績報告書を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 674 号）

〈平成 18 年度　谷抜遺跡（発掘調査）〉

・平成 �8 年 5 月 22 日　文化財保護法 99 条に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 ��8 号）

・平成 �8 年 8 月 23 日　文化財保護法第 �00 条第 2 項に基づく埋蔵文化財発見通知を富士吉田署に提出（教埋文第 ��8 号 -�）

・平成 �8 年 8 月 23 日　発掘調査の終了報告を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 378 号）

・平成 �9 年 3 月 �4 日　発掘調査実績報告書を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 897 号）

〈平成 18 年度　滝沢遺跡・疱橋遺跡・谷抜遺跡（整理作業）〉

・平成 �9 年 3 月 �4 日　実績報告書を山梨県教育委員会教育長に提出（教埋文第 897 号）

〈平成 19 年度　滝沢遺跡・疱橋遺跡・谷抜遺跡（報告書作成）〉

・平成 20 年 3 月末　　 実績報告書を山梨県教育委員会教育長に提出（予定）
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第２節　調査の概要と調査組織

第 1項　調査の概要

滝沢遺跡　滝沢遺跡は、遺跡のすぐ東側が山地となる標高約 842 ｍの緩斜面地で、試掘調査では、地表下約 �m

で平安時代の竪穴住居跡が数軒確認されていた。発掘調査の結果、平安時代の竪穴住居跡が �5 軒、土坑 5 基、

竪穴状遺構 � 基、古墳時代の溝状遺構 � 条、時期不明土坑 �3 基、ピット 2 基が発見された。平安時代の遺物は、

土器片の他、刀子や紡錘車などの鉄製品が出土した。また、土製の錘で漁労具として使用したと考えられる土錘

も住居内からまとまって出土しており、付近の川や河口湖などで漁をしていた様子が窺える。また、平安時代の

遺構が掘り込まれている層の下に弥生時代・古墳時代の遺物包含層を確認し、弥生時代中期～後期、古墳時代前

期～中期の土器片が出土している。

疱橋遺跡　疱橋遺跡は、北側山地の斜面部から調査区南側を流れる西川沿いの傾斜面部への地形転換部分、標高

約 880 ｍの地点に位置している。調査区の大半は西川の旧河道であるため砂礫が堆積していたが、調査区北側

部分の山地の斜面部は砂礫による侵食は受けず、古墳時代前期、弥生時代後期、縄文時代晩期～弥生時代初頭の

各遺物包含層を検出した。遺構は確認されなかったが包含層からは前述の各時期の土器片が出土し、特に弥生時

代後期の土器は、河口湖方面において資料が乏しい状況にあり、貴重な発見となった。

　なお、本遺跡の周辺からは、古墳時代前期（4 世紀末～ 5 世紀頃）の土器も発見されており、古代の道として

すでに 4 世紀代から甲府盆地と駿河地方を結ぶ重要な交通網が存在したことや、峠のふもとにおいての祭祀が

行われていた可能性もあり、本遺跡一体は注目される場所である。

谷抜遺跡　谷抜遺跡は、南北を山地にはさまれた斜面地、標高約 870 ｍの地点にある。試掘調査では地表下 0.3

～ 0.5 ｍ程に平安時代と思われる土坑や中・近世の掘立柱建物跡、その下層の地表下 � ｍ程で縄文時代早期の遺

物包含層が確認されていた。

　本調査の結果、掘立柱建物跡 3 軒（内中世 � 軒、近世 2 軒）、土坑 49 基（内縄文時代早期 7 基、縄文時代後期 � 基、

平安時代 24 基、中世 � 基、近世 � 基）、溝状遺構 4 条、柱穴 �58 基（内縄文時代早期 54 基、縄文時代後期 �3

基）が発見された。縄文時代では南北に長い調査区中央部を東西にのびる谷状の地形が確認され、谷に面する北

側斜面では縄文時代早期後半から中期中葉にかけての遺物包含層と早期後半の土坑や柱穴などの遺構が、南側斜

面では縄文時代中期末から後期中葉の遺物包含層と後期中葉の柱穴・焼土跡が確認された。縄文時代早期の土坑

7 基の内、3 基の底面には焼土の痕跡が残る「炉穴」であり、料理に使用されたと考えられる。

　平安時代では、縄文時代に見られた谷状地形がほぼみられなくなり、調査区のほぼ全域に土坑や柱穴などの遺

構が分布するようになる。土坑からは約 30cm 大の平石が出土し、柱などを立てた礎石である可能性が考えられ

るほか、土坑内に土を突き固めた版築の痕跡が残るものも存在する。

第２項　調査組織

調査主体　山梨県教育委員会

調査機関　山梨県埋蔵文化財センター

調査担当者　平成 �7 年度　依田幸浩（主任・文化財主事）・正木季洋（非常勤嘱託）

　　　　　　平成 �8 年度　山本茂樹（主査・文化財主事）・正木季洋（非常勤嘱託）

整理作業　　平成 �7 年度　依田幸浩（主任・文化財主事）・正木季洋（非常勤嘱託）

　　　　　　平成 �8 年度　山本茂樹（主査・文化財主事）・正木季洋（非常勤嘱託）

報告書作成　平成 �9 年度　正木季洋（非常勤嘱託）

発掘作業員　天野智子、天野日出夫、伊藤たけ子、後藤明美、杉本悠樹、薗廣明、中村明美、中村かつ子、中村

文子、額谷いち子、日向治子、古屋生代、古屋和盛、古屋幸子、堀内知子、山脇鈴子

整理作業員　猪股順子、小池美保子、小林順子、平川涼子、三好美智、望月和佳子　（平成 �7 年度～平成 �9 年度）
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第２章　遺跡周辺の環境と歴史

　滝沢遺跡・疱橋遺跡・谷抜遺跡のある富士河口湖町は、富士五湖のうち、河口湖、西湖、精進湖、本栖湖を有

する町で、平成 �5 年 �� 月 �5 日に、河口湖町、勝山村、足和田村の３町村が合併して誕生し、平成 �8 年 3 月

には上九一色村が分村合併した。富士河口湖町は、南側の富士山傾斜地、北側の御坂山系に挟まれた高原地帯で

あり、河口湖や西湖とともに国の特別名勝である富士山を望む観光地として国内外から多くの人々が訪れている。

　本遺跡群のある河口地区は、旧河口湖町にあり、昭和 3� 年 9 月の合併により、旧河口村から河口湖町大字河

口となった。河口村は、河口湖をとりまく船津村、浅川村、小立村、勝山村、長浜村、大石村、河口村のうち、

船津、浅川、小立、大石、河口の５村が合併してできた河口地区の旧村名であり、河口湖の北東部にある。

　かつて八代郡に属したこともある河口村は、中世までは「河口」と表していたが、近世は「川口」が多く使わ

れていた。しかし、「河口」とも混用されており、明治 5 年から「河口」を正字とするようになった。村の南側

は河口湖で、南東は産屋ヶ崎をもって浅川村との境となり、南西は馬乗石をもって大石村との境となる。北側は

山々を連ねた地形で、村界も産屋ヶ崎から滝沢山までは富士河口湖町浅川、滝沢山から柏尾山、入会山、木撫山、

三ッ峠までは富士吉田市新倉・上暮地、西桂町下暮地との境となる。三ッ峠から茶臼山にかけては、都留市大幡、

大月市黒野田との境となり、茶臼山、八丁金窪山、黒岳にわたって笛吹市御坂町藤野木と接し、黒岳から広瀬山、

馬乗石までは富士河口湖町大石との境となる。

　河口地区が河口湖の南側と大きく違うところは、南側が溶岩におおわれ河川が全くないのに対して、鯉の水川、

山神川、六首川、寺川、疱川、梨川の６河川が湖水に注いでいることである。これらの河川のうち天神沢が天神

社前から六首と名を変えて湖水に注いでいた六首川は、耕地および河川整備によって下流で寺川と合流しており、

疱川は疱橋川とも言われ、疱瘡神社前を通ることから名付けられた川であるが、現在は西川を正称としている。

この西川は、河口湖に注ぐ全河川中最長の川である。

　この河口地内には、古代の官道が通過していたとされ、平安時代の法典である『延喜式』「巻 28 兵部省諸国

駅伝馬条」で、甲斐国に３つあったとされる駅のうちの１つ、「河口」の駅が河口地区内に置かれていたと推定

されている。平安時代には官道の 30 里（約 �6㎞）ごとに、常時伝馬をおいておくための「駅」という施設が設

置されていた。官道は平安時代には甲斐路または御坂路とも呼ばれ、鎌倉時代になると鎌倉街道と呼ばれるよう

になるが、当時の河口地区が中央政府と甲斐国の中心地をつなぐ交通の要地であったことは間違いない。また、

河口地内には『甲斐国志』にも詳しく記載されている河口浅間（せんげん）神社があり、貞観６年（864 年）に

起こった富士山の大噴火（貞観の噴火）の鎮祭を行うために、貞観７年（865 年）に創建されたとされる。

　河口湖周辺では、縄文から平安時代まで各時代の遺物散布地がいくつか確認されており、数多くの遺跡が存在

していると考えられるが、昭和 20 年代後半から同 40 年代に鵜の島遺跡、平成 �5 年から �6 年にかけて塚越遺跡・

炭焼遺跡・井坪遺跡の調査が行われた以外に、本格的な発掘調査が行われたことがほとんどなく、詳細は今だ不

明の部分が多い。

　河口湖の湖中に浮かぶ鵜の島で発見された鵜の島遺跡は、山梨県の遺跡の中でも古くから存在が注目され、昭

和 20 年代後半から同 40 年代に行われた発掘調査および調査により、弥生時代初期の遺跡として全国に広く知

られるようになった遺跡である。鵜の島遺跡で発見された遺物は、縄文時代早期の茅山式、前期初頭の花積下層

式、中期の勝坂式、晩期の氷Ⅰ式、弥生時代前期～中期初頭の条痕文土器など多岐にわたるが、特に縄文時代晩

期から弥生時代前期の遺物は、本県の縄文時代から弥生時代への移行を考える上でも貴重な資料である。

　河口湖北東部にある塚越遺跡・炭焼遺跡・井坪遺跡は、河口 2 期バイパス建設事業に伴い調査が行われた。い

ずれも縄文時代から近世までの遺跡であり、塚越遺跡からは地表下約 2 ～ 3 ｍの地点で縄文時代後期の柄鏡形

敷石住居跡、晩期の竪穴住居跡、弥生時代中期初頭の土器集中や焼土跡が、井坪遺跡においては地表下約 2 ｍ

の黒色火山灰純層下から縄文時代後期後葉の土器片集中区が確認されるなど、河川堆積物や火山灰などにより厚

く堆積した土壌下に縄文時代・弥生時代を中心とした遺構や遺物が存在することが明らかになっている。
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第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡（S= １／ 25,000）
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第 3章　滝沢遺跡

第 � 節　調査の方法と基本層序

第 1項　調査の方法

　滝沢遺跡は周知の遺跡であったが、平成 �4 年に行われた試掘調査により、新たに範囲が追加され、平安時代

の竪穴住居跡と土坑が数基発見されていた。本調査は平成 �7 年度に行われ、当初約 5 ヶ月間の調査日程が計画

された。しかし、本調査において予想より多くの遺構・遺物が発見され、また疱橋遺跡の緊急調査を実施したこ

とから当初の予定期間を延長し、最終的には 2 遺跡あわせて約 6 ヶ月間の調査となった。また、調査区域が河

川や道路で分断されているため、南側からⅠ区～Ⅲ区にわけて調査を行った。

　本調査は、試掘調査時に確認された遺構の検出面まで油圧ショベルを用いて土砂を平坦に取り除き、その後は

人力による掘り下げ、精査、および遺構・遺物の検出、記録を行った。

　調査区内のグリッドは南から北に �23．．．、西から東に ABC．．．とグリッド番号を振り分けた。

第 2項　基本層序

　滝沢遺跡ではⅠ区：�6 層、Ⅱ区：�0 層、Ⅲ区 8 層の細別層の堆積が確認された。各区の土層は、A 層：表土層、

B 層：A 層下の遺物を含まない自然堆積層、C 層：弥生時代～平安時代の遺物包含層と、その下部に堆積する無

遺物自然堆積層、D 層：火山灰純層とその下部の遺物を含まない自然堆積層の 4 つに大別することができるが、

詳細な堆積状況は各区によって様相が異なるため、区毎に基本土層の設定を行う。

Ⅰ区基本土層（第 3 図土層 A-A’、第 7 図Ⅰ区 3 号住居跡土層）

　滝沢遺跡Ⅰ区では �6 層の土層の堆積がみられた。�6 層はⅠ A 層、Ⅰ B 層、Ⅰ C 層、Ⅰ D 層の 4 つに大別さ

れる。各土層の詳細は以下のとおりである。

Ⅰ A層　耕作土・盛土層で以下の 3 層の細別層がある。

Ⅰ A� 層：盛土層。調査区南西側におけるトンネル工事の際、遺物包含層を保護するために敷かれた砕石層。

Ⅰ A2 層：灰褐色シルト質土層。耕作土。

Ⅰ A3 層：黒褐色砂礫層。斜面地に土を盛った整地層。

Ⅰ B層　Ⅰ A 層下の無遺物自然堆積層。Ⅰ区調査区中央部より南西部に堆積し、以下の 4 層の細別層がある。

Ⅰ B １層：暗褐色土層。径約 3㎝以下の礫を多量、径約 5㎜以下の橙色スコリアを多量含む。

Ⅰ B ２層：暗褐色シルト質土層。径約 2㎝以下の礫をやや多量、径約 5㎜以下の橙色スコリアを少量含む。

Ⅰ B ３層：砂礫層。径約 4cm 以下の砂礫を主体とする。河川氾濫による堆積層。

Ⅰ B ４層：黄褐色土層。径約 3㎝以下の礫を多量含み、地点によって径約 �5㎝大の礫を含む部分もある。

Ⅰ C層　古墳時代～平安時代の遺物包含層。Ⅰ区中央部より南西側に堆積する。上下 2 層に分かれるが、上下

の層ともに平安・古墳時代両方の遺物の出土が確認されている。

Ⅰ C １層：暗褐色スコリア質土層。径約 �㎝以下の礫を多量に含む。平安時代・古墳時代遺物包含層。

Ⅰ C ２層：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下の礫を多量に含む。平安時代・古墳時代遺物包含層。

Ⅰ D層　Ⅰ C 層下の遺物を含まない自然堆積層で以下の 6 層の細別層からなる。

Ⅰ D １層：黒色スコリア純層。

Ⅰ D ２層：砂礫層。径約 �㎝以下の礫を主体とする。

Ⅰ D ３層：暗褐色砂質土層。径約 2㎝以下の礫を多量に含む。

Ⅰ D ４層：砂礫層。径約 4㎝以下の礫を主体とする。

Ⅰ D ５層：褐色シルト質土層。径約 �㎝以下の礫を少量含む。
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Ⅰ D ６層：砂礫層。径約 5cm 以下の礫を主体とする。

Ⅰ D ７層：明褐色シルト質土層。

　このうちⅠ D� ～ 4 層はⅠ C 層と同じく中央部より南西側にのみ堆積がみとめられる。

Ⅱ・Ⅱ ́ 区基本土層（第 3 図土層 B-B’、第 3� 図Ⅱ区 4 号住居跡土層、第 37 図Ⅱ区 � 号竪穴土層）

　Ⅱ区・Ⅱ ́ 区では �0 層の細別層があり、Ⅱ A 層、Ⅱ B 層、Ⅱ C 層、Ⅱ D 層の 4 つに大別される。各土層の

詳細は以下のとおりである。

Ⅱ A層　褐色土。径約 5㎝以下の礫を多量に含み、径約 3㎜以下の橙色スコリアを少量含む。耕作土。

Ⅱ B層　Ⅱ A 層下の遺物を含まない自然堆積層で調査区北東部に堆積し、以下の 2 層の細別層からなる。

Ⅱ B １層：暗褐色シルト質土層。径約 �㎝以下の礫を少量含む。

Ⅱ B ２層：暗褐色土層。径約 5㎝以下の礫をやや多量、径約 3㎜以下橙色スコリアを少量含む。

Ⅱ C層　弥生・古墳・平安時代の遺物包含層とその下に堆積する無遺物層で、以下の 4 つの細別層からなる。

Ⅱ C １層：暗褐色土層。暗褐色土層。径約 2㎝以下の礫少量、径約 2㎜以下の橙色スコリアを少量含む。平

安時代・古墳時代包含層。

Ⅱ C ２層：黒褐色土。径約 5㎝以下の礫を多量、径約 2㎝以下の暗褐色土粒を多量、径約 2㎜の橙色スコリ

アを少量含む。弥生時代遺物包含層。

Ⅱ C ３層：黄褐色土層。径約 2㎝以下の礫を多量に含む。

Ⅱ C ４層：暗褐色土層。径約 �㎝以下の礫を少量含む。

　Ⅱ C� 層は調査区南西部、Ⅱ C2 層は中央部から南西部にかけて堆積する。

Ⅱ D層　Ⅱ C 層下の火山灰純層とその下に堆積する遺物を含まない自然堆積層。3 層の細別層からなり、詳細

は以下のとおりである。

Ⅱ D １層：黒色スコリア純層。

Ⅱ D ２層：暗黄褐色土層。径 �㎝以下の礫を少量含む。

Ⅱ D ３層：褐色砂礫層。径約 5㎝以下の礫を主体とする。

　Ⅱ D ３層はⅡ区南西部に堆積しており（第 33 図Ⅱ区 5 号住居跡土層 A ‐ A’）、Ⅰ区とⅡ区の間を流れる旧

流路跡の可能性がある。Ⅱ D １層との上下関係は不明である。

Ⅲ区基本土層（第 3 図土層 C-C’、第 60 図Ⅲ区 � 号土坑土層 A ‐ A’）

　8 層の細別層があり、Ⅲ A 層、Ⅲ B 層、Ⅲ D 層の 3 つに大別される。各土層の詳細は以下のとおりである。

Ⅲ A層　以下の 2 層からなり、盛土・耕作土で調査区全体に堆積する。

Ⅲ A １層：盛土層。トンネル工事の際、遺物包含層を保護するために敷かれた砕石層。

Ⅲ A ２層：灰褐色土層。耕作土。

Ⅲ B層　Ⅱ A 層下の遺物を含まない自然堆積層で 5 層の細別層があり、調査区全体に堆積する。

Ⅲ B １層：黒褐色土層。径約 �㎝以下の礫を少量、径約 2㎜以下の橙色スコリアを少量含む。

Ⅲ B ２層：褐色シルト質土層。径約 2㎜以下のスコリアを少量含む。

Ⅲ B ３層：黄褐色シルト質土層。径約 5㎜以下の礫を少量、径約 3㎜以下の橙色スコリアを少量、径約 �㎝

以下の炭化物を微量含む。礫をきわめて多量に含む箇所もある（Ⅲ B ３（礫）層）。

Ⅲ B ４層：黒褐色シルト質土層。径約 �㎝以下の礫微量、径約 3㎜以下の橙色スコリアを微量に含む。

Ⅲ B ５層：黄褐色土層。径約 �㎝の礫を少量。径約 2㎜の橙色スコリア少量含む。

Ⅲ D層　黒色スコリア純層。

　各区の基本土層の対応関係は、耕作土のⅠ A ２層とⅡ A 層とⅢ A ２層、古墳・平安時代遺物包含層のⅠ

C １・２層とⅡ C １層、火山灰純層のⅠ D １層とⅡ D １層とⅢ D １層に認められる。
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第２図　滝沢遺跡周辺の地形
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第３図　滝沢遺跡遺構配置図・グリッド配置図・基本土層図

滝沢遺跡
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第 2 節　Ⅰ区の遺構と遺物

　Ⅰ区からは竪穴住居跡５軒、土坑 3 基、集石 1 基、焼土遺構 1 基が検出されている。遺物は平安時代の土器

が遺構内から出土しているほか、馬の頭骨が2号住居跡内から検出されている。遺構外からは弥生時代・古墳時代・

平安時代の遺物が出土している。

第 1項　竪穴住居跡

1 号住居跡（遺構 第 5 図、第 6 図、第 7 図／遺物 第 15 図、第 16 図、第 25 図）

〔位置〕H・G-8 グリッド。Ⅰ区北東側、北西向きの緩斜面上にある。南側を試掘トレンチに切られ、北東側で 2

号住居跡・1 号土坑を切る。

〔形状〕南壁を失っているが、隅丸方形を呈すると考えられる。東西 4.0m ×南北不明。

〔覆土〕暗褐色土主体で、深さ 35㎝ほどある。

〔壁〕北壁では高さ約 12㎝、東壁は約 30㎝、西壁は約 20㎝で、南壁はない。

〔床の状態〕西側半分に貼床がある。

〔柱穴〕なし。

〔カマド〕北東コーナーにあり、溶岩を用いた袖石が両側に残る。カマド南側の住居床面にはカマド構築礫と思

われる 40㎝大の板状の溶岩が出土している。燃焼部は深さ 10㎝ほどの掘り込みが見られ、掘り込み奥側に支脚

がある。

〔遺物の出土状態〕カマドがある北東側からやや集中して出土している。土師器坏（1 ～ 3、1 は線刻土器）・ロ

クロ小甕（5）・小甕（6）・甕（7・�・10）・羽釜（8・11）、須恵器甕（12）のほか、刀子（鉄 1）・紡錘車（鉄 �）・

斧（鉄 7）などの鉄製品と砥石（石 1）がある。カマド内からはロクロ甕（5）、羽釜 (11)、甕（�）、線刻が施さ

れた坏（1）、紡錘車（鉄 �）のほか桃あるいはクルミと思われる植物種子出土している。斧（鉄 7）は北壁際覆土中、

砥石（石１）は北西側床面から出土している。

〔時期〕10 世紀第 2 四半期頃。

2 号住居跡（遺構 第 5 図、第 6 図、第 7 図／遺物 第 16 図、第 17 図）

〔位置〕H・Ⅰ -8・� グリッド。Ⅰ区北東側、緩やかな北西向きの斜面上にある。南西側で 1 号住居跡に切られ、

1 号土坑に切られる。

〔形状〕東西 3.2m ×南北 3.3m の隅丸方形。

〔覆土〕暗褐色土主体で、深さ 30㎝ほどある。住居中央部の覆土下部では、径約 1.5㎝以下の炭化材が多量に含

まれる。

〔壁〕北壁では高さ約 25㎝、東壁は約 25㎝、南壁は約 20㎝、西壁は約 13㎝でややゆるやかに立ち上がる。

〔床の状態〕しっかりしている。中央部から南西部にかけて、東西 125㎝、南北 5�㎝、深さ 5.�㎝の長円形の掘

り込みが確認された（２住内土坑）。

〔柱穴〕住居外で 7 基確認された。南西部は 1 住・1 土の重複により確認されなかったが、北側では 1 ～ 2m の

間隔で 7 本の柱穴が配置されている。確認面からの深さは、pit1-28.4㎝、pit2-16.1㎝、pit3-11.�㎝、pit4-16.7㎝、

pit5-�.6㎝、pit6-13.0㎝、pit7-13.4㎝となる。

〔カマド〕北壁中央よりやや東寄りにあり、黄褐色の粘土と礫によって構築された袖部が両側に残る。構築礫は

一部溶岩が用いられる。燃焼部はわずかに住居壁を掘り込み、火床面は奥部にある支脚までは平坦面が続くが、

支脚より奥側は次第に高く傾斜し、奥壁部はほぼ垂直に立ち上がる。

〔その他の施設〕南西部床面で馬の頭骨とその周辺に多数の炭化材が検出された。頭骨・炭化材を取り上げ、床

面を精査したところ、東西 125cm・南北 5�㎝、深さ 5.�㎝の長円形の掘り込みが確認された（２住内土坑）。

1･2 号住居土層断面の観察では明確な掘り込みは確認できなかったが、馬骨より約 20㎝上部から 10 世紀後半の

土師器坏（6）が出土しており、2 号住居跡廃絶後に構築された馬の埋葬施設と考えられる。
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　また頭骨周辺で検出された炭化材について自然科学分析をおこなったところ、住居構築材には適さないヤナギ

属であることがわかり、馬頭骨に伴う可能性がある（第 6 章）。

〔遺物の出土状態〕カマド周辺から北東コーナーにかけて集中して出土し、土師器坏（1 ～ 6、4・5 は墨書土器）・皿（7

～ 14、� ～ 14 は墨書土器）・内黒高台付皿（15）・小甕（16）がある。カマド西側脇には「夲人」と墨書された

土師器皿（�・12）が 2 枚並んで検出された。カマド東側から北東コーナーでは、土師器坏（１）、内黒高台付皿（15）、

小甕（16）などが出土している。

〔時期〕� 世紀後半頃。

3 号住居跡（遺構 第 7 図、第 8 図／遺物 第 18 図、第 1� 図）

〔位置〕C・D-5・6 グリッド。Ⅰ区中央部にあり、緩やかな西向きの斜面上にある。

〔形状〕住居北側が調査区外となり、形状・南北方向の規模は不明である。東西 3.3m。

〔覆土〕暗褐色土を主体とし、レンズ状に堆積する。深さは 50㎝ほどある。覆土上には黄褐色土のⅠ B4 層が堆

積する。

〔壁〕北壁は調査区外で不明であるが、東壁は高さ約 45㎝、南壁は約 35㎝、西壁は約 30㎝で斜めに立ち上がる。

〔床の状態〕中央部に貼床が検出された。

〔柱穴〕なし。

〔カマド〕東壁中央よりやや南よりにある。燃焼部は約 50 × 50㎝の掘り方をもち、北側袖に溶岩の袖石が残る。

〔その他の施設〕北東コーナーに約 100 × 85㎝、床面からの深さ約 3㎝の掘り込みをもち、南西コーナーには

80 × 35㎝の規模を持つ棚状の施設がみられ、床面からの高さは 16.7㎝となる。また、西側の調査区際では、床

面から約 12㎝の高さで焼土が検出された。

〔遺物の出土状態〕土師器坏（1 ～ 6、3・5 は墨書土器）・皿（7 ～ �）・小甕（10・11・14・15）・甕（12・13・

16・18）・置き竈（18）・須恵器壷または甕（1�）がある。住居全体から出土しているが、特にカマド周辺で比

較的多く出土し、カマド北側から北東コーナーにかけては「矢」「丈」と墨書された土師器坏（3）などが出土

している。中央部貼床上からは「ｲ」と墨書された土師器坏（5・6）とともに武蔵型小甕（15）が出土している。

また西側の調査区際で確認された焼土上からは土師器皿（7）が出土している。

〔時期〕� 世紀末～ 10 世紀初頭。

4 号住居跡（遺構 第 � 図、第 10 図／遺物 第 20 図、第 21 図、第 25 図）

〔位置〕D・E-3･4 グリッド。Ⅰ区南側、西向きの緩斜面上にある。南西側を自然流路に切られる。

〔形状〕南西部を自然流路に切られるが、隅丸方形と考えられる。東西 2.85m ×南北 3.26m。

〔覆土〕暗褐色土を主体としたレンズ状堆積で、深さ 30㎝ほどある。覆土上部は人頭大の礫を多量に含むⅠ B4

層が堆積する。

〔壁〕北壁では高さ約 37㎝、東壁は約 2�㎝、南壁は約 14㎝、西壁は約 26㎝で、まっすぐ立ち上がる。

〔床の状態〕しっかりしている。カマド西側には張り床がみられる。

〔柱穴〕なし。

〔カマド〕東壁中央にあり、袖石が両側に残る。カマド構築礫と思われる溶岩がカマド上部・前面、住居址中央

部より出土している。燃焼部は約 70 × 70㎝、床面からの深さ約 10㎝の掘り込みをもち、奥壁をわずかに掘り

込んで構築される。

〔遺物の出土状態〕南東コーナー、南西部、カマド前面に集中して出土している。土師器坏（1 ～ 5）・小甕（6 ～ 8）・

甕（� ～ 12）、須恵器甕（13 ～ 18）のほか、紡錘車（鉄 10）・鎌（鉄 8）・釘（鉄 6）などの鉄製品がある。こ

のうち南東コーナーでは土師器坏（3）・甕（� ～ 12）が、住居南西部で須恵器甕（13 ～ 18）がまとまって出土

し、14・17・18 は住居外包含層中出土のものと接合する。カマド前面では床面に正位に置かれた土師器小甕（7）

内に土師器坏（1）と径約 5㎝の礫が埋納された状態で出土した。覆土中からは流れ込みと思われる古墳時代の
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Ｓ字状口縁台付甕の口縁部が出土している。

〔時期〕� 世紀末～ 10 世紀初頭。

5 号住居跡（遺構　第 10 図、第 11 図、第 12 図／遺物 第 22 図、第 23 図、第 25 図）

〔位置〕F・G-5・6 グリッド。Ⅰ区中央部、緩やかな北向きの斜面上にある。

〔形状〕東西 4.8�m ×南北 4.61m の隅丸方形。

〔覆土〕暗褐色土を主体としたレンズ状堆積で、深さ 50㎝ほどある。4 号住居跡同様、覆土上部は人頭大の礫を

多量に含むⅠ B4 層が堆積する。

〔壁〕北壁では高さ約 25㎝、東壁は約 25㎝、南壁は約 20㎝、西壁は約 13㎝でややゆるやかに立ち上がる。

〔床の状態〕しっかりしている。

〔柱穴〕なし。

〔カマド〕東壁中央よりやや南寄りにあり、黄褐色の粘土と礫によって構築された袖部が両側に残り、天井石 1

枚が元位置を保つ。構築礫のほとんどは溶岩が用いられる。燃焼部の掘り込みは見られず、奥部にある支脚まで

は平坦面が続くが、支脚より奥側はゆるやかに傾斜して立ち上がる。カマド前面では天井石に使用されていたと

思われる河原石がカマドを封鎖するように検出された。

〔遺物の出土状態〕平安時代の土師器坏（2）・皿（1）・蓋（4）・小甕（�）・甕（6 ～ 8）、須恵器坏（12）・壷（10・

13）・長頸壷（11）・甕（14）、刀子（鉄 2）のほか、古墳時代の黒色坏（3）・甕（15）がある。出土量は少なく

住居全体に散在して出土している。カマド脇からは土師器甕（6）の破片がまとまって出土している。また、古

墳時代の甕（15）は人頭大の礫とともにⅠ B4 層中から出土し、河川堆積による流れ込みと考えられる。

〔時期〕� 世紀後半頃。

第 2項　土坑

1 号土坑（遺構 第 5 図、第 7 図／遺物 第 23 図、第 25 図）

〔位置〕H-8 グリッドにあり、1 号住居跡・2 号住居跡と重複する。

〔形状〕1 号住居跡・2 号住居跡との重複のため不明な部分が多い。検出された箇所で東西 106㎝、深さは 26㎝

を測る。

〔遺物の出土状態〕「#」と線刻された土師器坏（1）、刀子（鉄 4）、釘？（鉄 5）が覆土中より出土した。

〔時期〕� 世紀末～ 10 世紀初頭頃。

2 号土坑（遺構 第 12 図／遺物 第 23 図）

〔位置〕C-4 グリッドにある。

〔形状〕長軸 71㎝、短軸 64㎝、深さ 16㎝の楕円形で、断面形は鍋底状となる。

〔遺物の出土状態〕底面で集石が検出された。集石は径約 5 ～ 15㎝の礫からなり、集石上部において土師器坏（1）、

下部において土師器坏（2）が出土した。

〔時期〕� 世紀後半頃。

3 号土坑（遺構 第 12 図）

〔位置〕C-4 グリッド、2 号土坑から南に約 70㎝の地点にある。

〔形状〕東西に長い長楕円形で長軸 71㎝、短軸 51㎝、深さ 23㎝となり、断面形は鍋底状となる。

〔遺物の出土状態〕なし。

〔時期〕遺物は出土していないが、Ⅰ区で確認されたほとんどの遺構が平安時代に属しており、3 号土坑も平安

時代に属する可能性がある。
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第 3項　その他の遺構（遺構 第 �・12 図）

　その他の遺構として、焼土遺構 1 基、集石遺構 1 基がある。両者とも時期を決定する遺物の出土は乏しいが、

周辺の遺構・遺物の状況から平安時代に属すると思われる。

1 号焼土遺構（遺構 第 � 図）

〔位置〕D-4 グリッド、4 号住居跡から北に約 60㎝の地点にある。

〔形状〕東西 36㎝、南北 28㎝の範囲となる。

〔遺物の出土状態〕なし。

〔時期〕遺物は出土していないが、周囲から平安時代の遺物が出土しており、平安時代に属すると思われる。

1 号集石（遺構 第 12 図）

〔位置〕D・E-8 グリッド。

〔形状〕東西 1.88m、南北 1.15m の範囲に径約 5 ～ 15㎝の礫が検出された。掘り込みは確認されなかった。

〔遺物の出土状態〕平安時代の土師器甕の口縁部が出土したが、小破片のため図示できない。器面に磨耗はなく、

河川堆積などによる集石の可能性は低い。

〔時期〕平安時代。

第 4項　遺構外出土遺物（遺構 第 13・14 図 / 遺物 第 23 ～ 25 図）

　遺構外からは多数の遺物が出土している（第 23 図、第 24 図、第 25 図）。時期別にみると弥生時代（1 ～ 3、石 2）、

古墳時代（4 ～ 16）、平安時代（17 ～ 30、土錘 1・2、鉄 3）がある。

弥生時代の土器（1 ～ 3）は調査区中央から北側で出土している。いずれも弥生時代中期に位置づけられる条痕

が施された壷・甕の小破片である。

　古墳時代の遺物は C・D・E-4・5・6 グリッドに集中しており、Ⅰ C1・Ⅰ C2 層中から出土している。坏（4）、

短頸壷（6・8）、甕（5）、Ｓ字状口縁台付甕（11・12・13）などがある。F-7 グリッドから出土した台付甕（14）

は口縁部と胴部・台部の約半分を欠くが横転した状態で出土した。

平安時代の遺物は古墳時代と同じく C・D・E-4・5・6 グリッドに集中し、Ⅰ C1・Ⅰ C2 層中から出土している。

土師器内黒坏（17）・皿（18）・内黒高台付皿（1�・21）、須恵器壷・甕（23 ～ 30）、灰釉陶器坏（22）のほか

に土錘（土錘 1・2）、刀子（鉄 3）が出土している。

　遺物の詳細なデータについては第 3 ～ 6 表を参照されたい。

第 1表　滝沢遺跡Ⅰ区住居跡一覧
住居名 図 位置 時期 形態 南北軸方向 南北軸長 (m) 東西軸長 (m) 竃構造 竃位置 柱穴 備考

1 号住居 5･6 H・G-8 10c 第 2 四半期 隅丸方形？ N-23°-W − 4.0 石組み 北東コーナー なし 2 号住居・1 号土坑と重複。

2 号住居 5 ～ 7 H・Ⅰ-8・� �C 後半 隅丸方形 N-2°-E 3.3 3.2 石組み 北壁中央東寄り 住居外 7 本 1 号住居・1 号土坑と重複。床面で馬骨検出。

3 号住居 7･8 C・D-5・6 �C 末 -10C 初頭 隅丸方形？ N-10°-W − 3.3 石組み？ 東壁中央南寄り なし

4 号住居 �･10 D・E-3・4 �C 末 -10C 初頭 隅丸長方形 N-12°-W 3.26 2.85 石組み 東壁中央 なし

5 号住居 10-12 F・G-5・6 �C 後半 隅丸方形 N-1�°-W 4.61 4.8� 石組み 東壁中央南寄り なし

第２表　滝沢遺跡Ⅰ区土坑一覧表
番号 図 位置 時期 平面形 断面形 南北軸・東西軸・深さ (m) 備考

1 号土坑 5･7 H-8 �C 末～ 10C 初頭 − 鍋底形？ −・1.06・0.26 土師器坏（線刻土器「#」）・刀子・釘？出土。

2 号土坑 12 C-4 �C 後半 楕円形 鍋底形 0.71・0.64・0.16 底面で集石検出。土師器坏出土。

3 号土坑 12 C-4 平安？ 長楕円形 鍋底形 0.71・0.51・0.23
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Ⅰ区 1住・2住・1土坑（1～4層：1住、5～8層：2住、9～11 層：1号土坑）
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下の礫多量、径約 5㎜以下の炭化材少量、径約 3㎜以下の橙色スコリア少量。
２：暗褐色土層。径約 2㎝以下の礫多量、径約 1㎝以下の焼土粒、径約 2㎝以下の炭化材多量。
３：暗褐色土層。径約 3㎝以下の礫多量、径約 1㎝以下の褐色土粒少量。
４：褐色土層。径約 2㎝以下の礫少量、径約 1㎝以下の暗褐色土粒少量。
５：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫多量、径約 1.5㎝以下炭化材多量、径約 3㎜以下橙色スコリア少量。
６：褐色土層。径約 1㎝以下礫多量、径約 2㎜以下橙色スコリア多量。
７：褐色土層。径約 1㎝以下礫多量、径約 1㎝以下炭化材多量、径約 5㎜以下橙色スコリア少量。
８：暗褐色土層。径約 5㎜以下礫少量、径約 1-5㎝炭化材多量、径約 3㎜以下橙色スコリア少量。
９：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫多量。径約 1㎝以下炭化材・焼土粒少量。
10：暗褐色土層。径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
11：暗褐色土層。径約 1㎝以下の礫・炭化材少量。
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第５図　滝沢遺跡Ⅰ区１号住居跡（1）・２号住居跡（1）・１号土坑
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1 住カマド
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下の礫多量、径約 3㎜以下の焼土粒・炭化材やや多量。
２：暗褐色土層。径約 5㎜以下焼土粒・炭化材多量。
３：灰白色土層。径約 1㎝以下の焼土粒・炭化材きわめて多量。
４：暗褐色土層。径約 5㎜以下焼土粒多量、径約 3㎜以下の炭化材やや多量。
５：褐色土層。径約 1㎝以下の焼土粒・炭化材きわめて多量。
６：焼土層。
７：暗褐色土。径約 5㎜以下の焼土粒きわめて多量、径約 1㎝以下の黄褐色土粒多量。
８：褐色土。径約 5㎜以下焼土粒少量。
９：暗褐色土層。径約 1㎝以下の焼土粒・炭化材多量、径約 1㎝以下の黄褐色土粒少量。

2 住カマド
１：褐色土層。径約 5㎜以下の灰褐色土粒多量、径約 2㎜以下の焼土粒、径約 3㎜以下の炭化材少量。
２：褐色土層。径約 5㎜以下の焼土粒、径約 3㎜以下の炭化材粒多量。
３：褐色土層。径約 1㎝以下の礫、径約 3㎜以下の橙色スコリア少量。
４：褐色土層。径約 2㎜以下の焼土粒・炭化材少量。
５：暗褐色土層。径約 3㎜以下の橙色スコリア、径約 5㎜以下の炭化材少量。
６：暗褐色土層。径約 5㎜以下灰白色土粒、径約 1㎝以下炭化材少量。
７：黒褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒・炭化材多量。
８：暗褐色土層。径約 3㎜以下の焼土粒・炭化材少量。
９：褐色土層。径約 5㎜以下の焼土粒多量、径約 3㎜以下の炭化材少量。
10：灰白色土層。
11：褐色土層。径約 1㎝以下の焼土粒きわめて多量。
12：褐色土層。径約 3㎜以下の灰白色土粒、径約 5㎜以下の炭化材少量。
13：暗褐色土層。径約 5㎜以下の焼土粒・炭化材少量。
14：黄褐色土層。径約 1㎝以下の焼土粒多量。
15：暗褐色土層。径約 5㎜以下の灰白色土粒多量、径約 2㎜以下の焼土粒・炭化材少量。
16：褐色土層。径約 3㎜以下の焼土粒・炭化材少量。
17：焼土層。
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３住
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下の礫多量、径約 1㎝以下の炭
化材やや多量、径約 3㎜以下の橙色スコリア少量。

２：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下の黄褐色土粒、径約 2㎜ 以
下の炭化材多量。

３：暗褐色土層。径約 5㎝以下の礫多量、径約 5㎜ 以下の
炭化材少量。

４：暗褐色土層。径約 1㎝以下の礫、径約 1.5㎝以下の炭化
物少量。

５：暗黄褐色土層。径約 1㎝以下の礫、径約 3㎜ 以下の炭
化材少量。

６：褐色土層。径約 1㎝以下の礫、径約 2㎜ 以下の橙色ス
コリア少量。

７：褐色土層。径約 2㎝以下の灰白色土粒少量。
８：暗褐色砂質土層。径約 5㎝以下礫多量。
９：暗褐色土層。径約 2㎝以下の礫やや多量。
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A
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焼土

焼土

３住カマド
１：褐色土層。径約 5㎜以下灰白色土粒多量。
２：黒褐色土層。径約 5㎜ 以下焼土粒、径約 1㎝以下炭化
材少量。

３：褐色土層。径約 2㎝以下灰白色土粒多量、径約 3㎜ 以
下焼土粒少量。

４：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。
５：褐色土層。径約 2㎜以下焼土粒・炭化材少量。
６：黄褐色土層。径約 5㎝以下礫多量。
７：焼土層。
８：褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒多量、径約 5㎜ 以下炭
化材少量。

９：焼土層。
10：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量、径約 1㎝以下炭化材
少量。
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焼土

５住カマド
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量、径約 3㎜以下焼土粒、径約 5㎜以下炭化材少量。
２：褐色土層。径約 5㎜以下焼土粒・炭化材少量。
３：褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒、径約 3㎜以下焼土粒多量、径約 5㎜以下炭化材少量。
４：暗褐色土層。径約 5㎜以下灰白色土粒多量。径約 1㎝以下焼土粒・炭化材多量。
５：褐色土層。径約 3㎜以下の焼土粒きわめて多量。
６：暗褐色土層。径約 2㎜以下の黄褐色土粒、径約 1㎝以下焼土粒少量。
７：褐色土層。径約 5㎜以下の灰白色土粒、径約 3㎜以下焼土粒、径約 5㎜以下炭化材少量。
８：暗褐色土層。径約 5㎜以下の焼土粒、径約 3㎜以下の炭化材少量。
９：褐色土層。径約 1㎝以下の灰白色土粒多量、径約 5㎜以下の焼土粒、径約 3㎜以下の炭化材少量。
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２号土坑
１：暗褐色土層。径約 5㎝以下礫少量。径約 3㎜以下黄褐
色土粒・炭化材少量。

３号土坑
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。径約 8㎜以下炭化
材少量。
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2
1

1
5

4
住

4
住

3
,5

9
須

恵
器

壷
o
r
甕

―
･―

･
残

1
1
.5

―
灰

黄
褐

色
白

･
黒

色
粒

良
外

:タ
タ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
4

住
南

東
隅

2
1

1
6

4
住

4
住

3
9
,D

4
一

括
須

恵
器

壷
o
r
甕

―
･―

･
残

4
.0

―
灰

赤
色

白
･

黒
色

粒
良

外
:横

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

4
住

覆
土

,D
4

包
含

層

2
1

1
7

4
住

4
住

5
,一

括
,D

5
№

1
7

須
恵

器
壷

o
r
甕

―
･―

･
残

2
.6

―
暗

灰
黄

色
白

･
黒

色
粒

良
外

:タ
タ

キ
,内

:タ
タ

キ
破

片
外

面
自

然
釉

4
住

覆
土

,D
5

包
含

層

2
1

1
8

4
住

4
住

4
2
,5

3
,
一

括
,D

4
№

1
5

須
恵

器
壷

o
r
甕

―
･―

･
残

9
.5

―
灰

黄
褐

色
白

･
黒

色
粒

良
外

:タ
タ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
4

住
南

東
隅

,
覆

土
,
包

含
層

2
1

1
9

4
住

4
住

5
1

古
墳

S
字

状
口

縁
台

付
甕

(1
8
.0

)･
―

･
残

2
.8

―
暗

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:指

頭
痕

破
片

反
転

実
測

4
住

覆
土

4
c

第
3

四
半

期

2
2

1
5

住
5

住
4
7

土
師

器
皿

―
･(

5
.0

)･
残

1
.8

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,内
:暗

文
,底

:回
転

ヘ
ラ

削
り

約
1
/3

外
体

部
～

底
部

墨
書

？
反

転
実

測
5

住
覆

土
9
c

後
半

2
2

2
5

住
5

住
3
0
,3

2
,5

3
,一

括
土

師
器

坏
1
0
.4

･5
.5

･3
.8

5
2
.9

%
明

褐
色

赤
･

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,内
:花

弁
状

暗
文

,底
:回

転
糸

切
り

＋
ヘ

ラ
削

り
約

1
/3

歪
み

5
住

覆
土

9
c

後
半

2
2

3
5

住
5

住
1
5

古
墳

黒
色

坏
―

･(
4
.0

)･
残

1
.6

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:ミ
ガ

キ
,内

:ミ
ガ

キ
,底

:ミ
ガ

キ
破

片
反

転
実

測
5

住
覆

土
上

層

2
2

4
5

住
5

住
一

括
土

師
器

蓋
(1

6
.6

)･
―

･
残

2
.0

―
明

褐
色

赤
･

白
色

粒
良

内
:渦

状
暗

文
破

片
反

転
実

測
5

住
覆

土
9
c

後
半

第
3
表
　
滝
沢
遺
跡
Ⅰ
区
土
器
観
察
表
（
2
）
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図
番 号

遺
構

注
記

番
号

種
別

器
種

口
径

･
底

径
･

器
高

（
㎝

）
底

径
/

口
径

色
調

胎
土

焼
成

調
整

残
存

率
特

徴
備

考
出

土
位

置
時

期

2
2

5
5

住
5

住
1
6

古
墳

台
付

甕
―

･―
･

残
4
.8

―
褐

色
白

色
粒

良
外

:縦
ハ

ケ
後

ヘ
ラ

削
り

,内
:ミ

ガ
キ

破
片

5
住

覆
土

2
2

6
5

住
5

住
2
,1

9
,7

3
,カ

マ
ド

8
1
,

一
括

土
師

器
甕

2
7
.0

･―
･

残
5
.3

―
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

5
住

カ
マ

ド
上

9
c

後
半

2
2

7
5

住
5

住
6
6
,8

8
,8

9
土

師
器

甕
(2

6
.2

)･
―

･
残

5
.8

―
暗

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

5
住

カ
マ

ド
内

,覆
土

9
c

後
半

2
2

8
5

住
5

住
7
1
,カ

マ
ド

7
5

土
師

器
甕

(2
6
.0

)･
―

･
残

5
.8

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
9
c

後
半

2
2

9
5

住
5

住
2
5
,2

6
,8

2
,一

括
土

師
器

小
甕

(1
5
.0

)･
(7

.6
)･

1
0
.2

(5
0
.7

)%
褐

色
赤

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:縦
ハ

ケ
･

指
頭

痕
,内

:横
ハ

ケ
,底

:網
代

痕
？

約
1
/4

搬
入

品
か

？
,反

転
実

測
5

住
カ

マ
ド

内
･

周
辺

2
2

1
0

5
住

5
住

3
7
,3

8
,6

8
須

恵
器

高
台

付
坏

or
壷

―
･(

1
0
.0

)･
残

5
.7

―
に

ぶ
い

黄
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
底

:回
転

ヘ
ラ

削
り

破
片

反
転

実
測

5
住

覆
土

2
2

1
1

5
住

5
住

4
4
,6

7
,7

4
須

恵
器

長
頸

壷
―

･―
･

残
6
.8

―
黄

灰
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
内

面
自

然
釉

5
住

覆
土

2
2

1
2

5
住

5
住

3
1

須
恵

器
坏

―
･(

8
.0

)･
残

1
.1

―
灰

色
白

･
黒

色
粒

良
底

:回
転

糸
切

り
未

調
整

破
片

反
転

実
測

5
住

覆
土

2
2

1
3

5
住

5
住

9
須

恵
器

壷
―

･―
･

残
2
.2

―
灰

色
白

色
粒

,石
英

良
外

:タ
タ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
5

住
覆

土

2
3

1
4

5
住

5
住

4
3

須
恵

器
壷

o
r
甕

―
･―

･
残

1
7
.9

―
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:タ
タ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
5

住
覆

土

2
3

1
5

5
住

5
住

6
2

古
墳

甕
or

短
頸

壷
(1

7
.0

)･
―

･
残

1
.6

―
黒

褐
色

白
色

粒
,石

英
良

外
:縦

ハ
ケ

後
横

ナ
デ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

5
住

覆
土

上
層

4
c
第

3
四

半
期

？

2
3

1
1

土
1

土
1

土
師

器
坏

(1
2
.2

)･
(4

.0
)･

3
.9

(3
2
.8

)%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/4

内
体

部
墨

書
「

#
」

反
転

実
測

1
土

覆
土

9
c

末
-1

0
c

初
頭

2
3

1
2

土
2

土
1
,2

,4
土

師
器

坏
1
1
.0

･4
.6

･4
.5

4
1
.8

%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:放
射

状
暗

文
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

ほ
ぼ

完
形

歪
み

2
土

集
石

上
部

9
c

後
半

2
3

2
2

土
2

土
3
,5

土
師

器
坏

(1
0
.6

)･
―

･
残

3
.7

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:放
射

状
暗

文
約

1
/4

反
転

実
測

2
土

集
石

下
部

9
c

後
半

2
3

1
F
6

F
6

№
1

弥
生

土
器

壷
―

･―
･

残
4
.4

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
口

縁
下

突
帯

ヘ
ラ

状
工

具
に

よ
る

キ
ザ

ミ
包

含
層

弥
生

中
期

2
3

2
H

9
H

9
№

1
弥

生
土

器
甕

―
･―

･
残

5
.4

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
包

含
層

弥
生

中
期

2
3

3
H

9
H

9
№

3
弥

生
土

器
甕

―
･―

･
残

5
.4

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
包

含
層

弥
生

中
期

2
3

4
D

5
D

5
№

1
9
,一

括
古

墳
坏

(5
.7

)･
―

･
残

3
.0

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:横
ミ

ガ
キ

･
ヘ

ラ
削

り
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

反
転

実
測

包
含

層
6
c

2
3

5
C
5

C
5

№
3

古
墳

小
壷

o
r
甕

(1
3
.2

)･
―

･
残

5
.2

―
橙

色
白

･
黒

色
粒

良
外

:ヘ
ラ

削
り

,内
:ヘ

ラ
削

り
破

片
反

転
実

測
包

含
層

古
墳

前
期

2
3

6
C
4

C
4

№
2

古
墳

短
頸

壷
(1

2
.0

)･
―

･
残

6
.0

―
明

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

外
:縦

ハ
ケ

後
ヘ

ラ
削

り
･

横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ハ
ケ

後
ヘ

ラ
削

り
破

片
赤

彩
か

？
反

転
実

測
包

含
層

4
c

第
3

四
半

期

2
3

7
C
5

C
5

№
5

古
墳

台
付

甕
―

･(
9
.0

)･
残

5
.0

―
橙

色
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
外

:ヘ
ラ

削
り

,内
:指

頭
痕

破
片

反
転

実
測

包
含

層

2
3

8
D

5
D

5
№

2
8
,3

0
,一

括
古

墳
短

頸
壷

(1
3
.0

)･
―

･
残

4
.0

―
黒

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

包
含

層
4
c

第
3

四
半

期

2
3

9
D

4･
5 

E
6

3
住

カ
一

括
,D

4
№

1
7
,D

5
№

2
7
,2

9
,一

括
,E

6
一

括
古

墳
？

甕
？

―
･(

4
.0

)･
残

9
.0

―
に

ぶ
い

褐
色

白
･

黒
色

粒
稜

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ミ
ガ

キ
,底

:ハ
ケ

約
1
/4

反
転

実
測

包
含

層

2
3

1
0

F
5

F
5

一
括

古
墳

甕
or

短
頸

壷
(1

7
.6

)･
―

･
残

5
.2

―
黒

褐
色

白
色

粒
,石

英
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
反

転
実

測
包

含
層

2
4

1
1

D
6

D
6

№
7

古
墳

S
字

状
口

縁
台

付
甕

(1
5
.4

)･
―

･
残

5
.0

―
黒

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
外

:ハ
ケ

,内
:指

頭
痕

破
片

反
転

実
測

包
含

層
4
c

後
半

2
4

1
2

D
5

D
5

№
2
2
,一

括
古

墳
S

字
状

口
縁

台
付

甕
(1

2
.4

)･
―

･
残

4
.5

―
黒

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:指

頭
痕

破
片

反
転

実
測

包
含

層
4
c

第
3

四
半

期

2
4

1
3

E
4

E
4

№
1
-3

古
墳

S
字

状
口

縁
台

付
甕

(1
2
.6

)･
―

･
残

1
3
.0

―
黒

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:ハ

ケ
,内

:指
頭

痕
指

頭
痕

器
面

磨
耗

反
転

実
測

包
含

層
4
c

第
3

四
半

期

2
4

1
4

F
7

F
7

№
1

古
墳

台
付

甕
―

･(
9
.4

)･
残

1
8
.3

―
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や 良
外

:ヘ
ラ

削
り

,内
:横

ナ
デ

･
指

頭
痕

約
1
/3

反
転

実
測

包
含

層

2
4

1
5

E
4

E
4

№
3

古
墳

甕
―

･―
･

残
8
.5

―
黄

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

包
含

層

2
4

1
6

E
5･

6
E

5
№

4
,E

6
一

括
古

墳
高

台
坏

？
―

･―
･

残
5
.0

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:縦
ミ

ガ
キ

,内
:ヘ

ラ
削

り
破

片
透

か
し

反
転

実
測

包
含

層
4
c
第

3
四

半
期

？

2
4

1
7

D
6

D
6

№
1
0

土
師

器
内

黒
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第 3 節　Ⅱ区の遺構と遺物

　Ⅱ区からは竪穴住居跡 10 軒、竪穴状遺構 1 基、溝状遺構１条、土坑 4 基、焼土遺構 1 基が検出されている。

遺物は古墳時代・平安時代の土器が遺構内から出土したほか、遺構外から弥生時代から平安時代までの遺物が出

土している。

第 1項　竪穴住居跡

1 号住居跡（遺構 第 27 図、第 28 図／遺物 第 41 図、第 42 図、第 43 図、第 57 図）

〔位置〕Q・R-18・19 グリッド。Ⅱ区北東側、北向きの緩斜面上にある。北側をトレンチ、中央部を試掘トレン

チに切られ、北側で 1 号土坑を切る。西側に 2 号土坑があり、土層断面では切りあいは不明瞭であったが 2 号

土坑上には 1 号住居跡の張り床が確認できないことから、2 号土坑が新しいと考えられる。

〔形状〕北西コーナーをトレンチにより失っているが、隅丸方形を呈すると考えられる。東西 4.28m ×南北 4.1m。

〔覆土〕暗褐色土を主体としたレンズ状堆積で、深さ 40㎝ほどある。

〔壁〕確認面からの深さは北壁約 32㎝、東壁約 30㎝、南壁約 40㎝、西壁約 29㎝で斜めに立ち上がる。

〔床の状態〕中央からカマド周辺に貼床がある。

〔柱穴〕なし。

〔カマド〕東壁中央よりやや南にあり、奥壁を掘り込んで作られる。支脚と南側の袖石が残り、北側には袖石は

存在しないが、袖石を据えた痕跡が見られる。燃焼部は明確な掘り込みはなく、支脚までは平坦で、支脚より奥

側はゆるやかに立ち上がる。

〔遺物の出土状態〕住居南側、南東コーナーに集中して出土する。土師器坏（1 ～ 9、1･2・4・5 は墨書土器）・皿（10

～ 17、10 ～ 13・16 は墨書土器）・蓋（18）・小甕（19・20）・甕（21 ～ 23）、須恵器甕（24）のほか、土錘（土

錘 1 ～ 7）がある。墨書土器 9 点（1･2・4・5・10 ～ 13・16）は即天文字と思われる土師器皿 (13) 以外は「夲人」

であり、南側と南東コーナーより多く出土している。土錘は北側（土錘 1・3）と南側（土錘 4・5・7）からまとまっ

て出土した。また、流れ込みと考えられる弥生時代中期の甕の口縁部が覆土中より出土した。

〔時期〕9 世紀後半頃。

2 号住居跡（遺構 第 28 図、第 29 図／遺物 第 43 図、第 57 図）

〔位置〕P・Q-17・18 グリッド。Ⅱ区北東側、北西向きの緩斜面上にある。南東から北西に走る暗渠によって住

居中央部を切られる。

〔形状〕東西 4.11m ×南北 4.38m の隅丸方形を呈する。

〔覆土〕暗褐色土を主体とし、深さ 50㎝ほどある。

〔壁〕北壁約 49㎝、東壁約 42㎝、南壁約 48㎝、西壁約 33㎝の深さで斜めに立ち上がる。

〔床の状態〕中央から南東部に貼床がある。

〔柱穴〕住居外南側と東側に 2 基確認された。確認面からの深さは、pit1-23.4㎝、pit2-32.4㎝となる。

〔カマド〕東壁中央よりやや南にあり、奥壁を掘り込んで作られる。支脚と南側の袖石が残り、北側には袖石は

存在しないが、袖石を据えた痕跡が見られる。暗渠により破壊されており、全体形は不明であるが、構成礫と思

われる径約 10 ～ 15㎝の礫が周囲から出土している。礫には溶岩が少数含まれる。

〔遺物の出土状態〕遺物は少数で散在して出土した。土師器坏（1 ～ 7、6 は線刻土器）・皿（8）・蓋（9）・小甕（10）・

甕（11）のほか、床面より刀子（鉄 1）が出土している。

〔時期〕9 世紀第 2 四半期頃。

3 号住居跡（遺構 第 30 図、第 31 図／遺物 第 44 図、第 45 図、第 57 図）

　3 号住居跡はカマドや平面プラン、土層断面観察により 3 軒の竪穴住居跡の重複が考えられ、北東部を 3a 号
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住居跡、西部を 3b 号住居跡、南東部を 3c 号住居跡と呼称する。新旧関係は土層観察により、3b 号住居跡より

3a 号住居跡が新しい。3c 号住居跡は 3a 号住居跡のカマドの状況から 3c 号住居跡より 3a 号住居跡が新しいと

思われるが、3b 号住居跡住居跡との関係は不明である。

〔位置〕0・P-15・16 グリッド。Ⅱ区中央部の北向きの緩斜面上にある。北西部を試掘トレンチに、東部を暗渠

に切られる。

〔形状〕

3a 号住居跡：土層断面では東西 4.10m ×南北 2.83m の規模で、形状は隅丸方形になると思われる。

3b 号住居跡：東西 4.23m ×南北 3.71m の隅丸方形。

3c 号住居跡：推定規模で東西 3.5m ×南北 3.8m で、形状は隅丸方形になると思われる。

〔覆土〕暗褐色土を主体とし、深さ 45㎝ほどある。3b 号住居跡南壁際では黄褐色土層が壁面に沿って堆積する。

〔壁〕

3a号住居跡：深さは北側で約19cm、東側で約42㎝、南・西側は土層断面から南側約35㎝、西側約38㎝となり、

まっすぐ立ち上がる。 

3b号住居跡：まっすぐ立ち上がり、確認面からの深さは北側約19㎝、南側約35㎝、西側約26㎝で、3a・3c号住

居跡と重複する東側では残存約12㎝となる。

3c号住居跡：重複により北側・西側の状況は不明であるが、東側が約39㎝、南側が約39㎝の深さでまっすぐ立

ち上がる。 

〔床の状態〕3a・3c 号住居跡は不明であるが、3b 号住居跡北部と南部に貼床がある。

〔柱穴〕3a ～ 3c 号住居跡のいずれに属するか不明だが、3b 号住居跡南側で 1 基確認した。確認面からの深さは 5.2

㎝となる。

〔カマド〕

3a号住居跡：東壁にあり、暗渠により切られる。袖石と思われる礫が検出され、北側の礫は溶岩を用いる。カ

マド南側では落ち込みが確認されたが、北側では確認されなかった。カマド奥壁部は底面から約

15㎝まではまっすぐ立ち上がり、その上部は緩やかに立ち上がる。カマド前面で約20～25㎝大の

溶岩が確認されており、カマドの構築礫と思われる。

3b号住居跡：北壁中央よりやや西側に奥壁を掘り込んで作られる。カマド西側には溶岩を用いた袖石が確認さ

れたが、東側は重複する3a号住居跡によって破壊されている。燃焼部は南北約110㎝×東西約110

㎝の不整形の掘り方をもつ。

3c号住居跡：3c号住居跡推定範囲の西側において焼土が確認されており、カマドの可能性がある。礫・粘土な

どの構築材は確認されなかった。

〔その他の施設〕3c 号住南壁に沿って幅約 10 ～ 20㎝、床面からの深さ約 26㎝の棚状遺構が確認された。

〔遺物の出土状態〕遺物は全体に散在して出土しているが、3b 号住居跡カマド内で遺物の集中が見られる。遺物

の出土状況から 1 ～ 5 が 3a 号住居跡、6 ～ 15・鉄 6 が 3b 号住居跡、16・17 が 3c 号住居跡に帰属すると思われる。

また、3b 号住居跡カマド全面からは桃の種子が出土している（第 6 章）。

〔時期〕

3a 号住居跡：9 世紀後半頃。

3b 号住居跡：9 世紀第 1 四半期頃

3c 号住居跡：出土遺物量が少数であるが、9 世紀代と考えられる。

4 号住居跡（遺構 第 31 図、第 32 図／遺物 第 46 図、第 47 図、第 48 図、第 57 図）

〔位置〕N-16 グリッド。Ⅱ区中央部の調査区際、北向きの緩斜面上にある。

〔形状〕住居北側の約半分が調査区外にのびるが、隅丸方形となると考えられる。検出された箇所で南北 3.20m

の規模である。
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〔覆土〕Ⅱ C2 層上面から掘り込まれ、暗褐色土を主体とした層がレンズ状に堆積する。

〔壁〕北壁と西壁は調査区外にあるため、不明であるが、検出された箇所で深さは東壁が約 11㎝、南壁が約 25

㎝で斜めに立ち上がる。

〔床の状態〕北東部、中央部に貼床がある。

〔柱穴〕東側と南西部で 3 基確認された。確認面からの深さは、pit1-14.0㎝、pit2-4.4㎝、pit3-5.0㎝となる。

〔カマド〕東壁の南寄りにあり、奥壁を掘り込んで作られる。支脚と両側の袖石が残り、袖石には溶岩が見られる。

燃焼部は平坦で掘り方は確認されなかった。奥壁はゆるやかに立ち上がる。

〔遺物の出土状態〕住居調査範囲全体から多くの遺物が出土した。土師器坏（1 ～ 6、1・2・5 は墨書土器）・皿（7・8、

8 は墨書土器）・小甕（9・10）・甕（11 ～ 15・17 ～ 19）・羽釜（20・21）・置き竃（22）・鉢（16）のほか、鎌

（鉄 7）が出土している。このうちカマド内からは墨書された土師器坏（1）、小甕（9・10）、甕（12・13・17・

19）、羽釜（20・21）が出土している。置き竃（22）は南西部より出土した。カマド周辺より出土した№ 16 の

鉢は 1 号竪穴状遺構出土鉢と接合する。

〔時期〕10 世紀第 2 四半期。

5 号住居跡（遺構 第 33 図、第 34 図／遺物 第 48 図、第 49 図、第 50 図、第 57 図、第 58 図）

〔位置〕K・L-12・13 グリッド。Ⅱ区南西部の調査区際、北西向きの緩斜面上にある。

〔形状〕住居北西側が調査区外となり、北側を流路に切られることから全体形は判然としないが、隅丸方形とな

ると思われる。検出された箇所で東西 4.66m の規模である。

〔覆土〕暗褐色土を主体とし、深さ 50㎝ほどある。Ⅱ C1 層中から掘り込まれる。

〔壁〕北壁は調査区外にあり、流路によって切られるため不明であるが、検出された箇所で深さは東壁が約 30㎝、

南壁が約 19㎝、西壁が約 11㎝でまっすぐに立ち上がる。

〔床の状態〕中央部に貼床がある。

〔柱穴〕住居外の南西部で 3 基確認された。確認面からの深さは、pit1-18.9㎝、pit2-15.5㎝、pit3-24.1㎝となる。

pit3 は 5 号住居跡より離れた位置にあり、住居に付属しない可能性がある。

〔カマド〕東壁中央よりやや南側にあり、奥壁を掘り込んで作られる。両側の袖石が残り、袖石には溶岩が見られる。

燃焼部は平坦で掘り方は確認されなかった。奥壁は段をもち緩やかに立ち上がる。

〔遺物の出土状態〕住居調査範囲全体から多くの遺物が出土しており、特にカマド周辺、南東コーナーに集中する。

土師器坏（1・3 ～ 8、1・3 は墨書土器、8 は線刻土器）・皿（9 ～ 11、9・11 は墨書土器）・小甕（15）・甕（12

～ 14・16 ～ 18）・羽釜（19）・鉢（2）、須恵器長頸壷（20）・蓋（21）・甕（22）、刀子（鉄 2）・釘（鉄 4）・鎌（鉄

8）などの鉄製品のほかに、流れ込みと思われる弥生時代の壷（23）・石錐（石 2）がある。このうち「前」と墨

書された土師器坏（1）、「#」と線刻された土師器坏（8）、「#」と墨書された土師器皿（10）は土師器甕（13）、

須恵器蓋（21）などが南東コーナーから出土した。また、底部が穿孔された墨書土器「#」の土師器皿（11）は、

住居南側において立てられた状態で出土した。カマド内からは土師器坏（5）・小甕（15）・甕（12・16・17）な

どが出土している。

〔時期〕10 世紀第 2 四半期。

6 号住居跡（6a 号住居跡・6b 号住居跡）（遺構 第 34 図、第 35 図／遺物 第 51 図、第 52 図、第 53 図、第 57 図）

　2 軒の竪穴住居跡が重複しており、北部を 6a 号住居、南西部を 6b 号住居と呼称する。新旧関係は土層観察に

より、6b 号住居跡より 6a 号住居跡が新しい。

〔位置〕M・N-11・12 グリッド。Ⅱ区南部の北向きの緩斜面上にある。北東部は自然流路により覆土が削られる。

〔形状〕

6a 号住居跡：隅丸方形で東西 4.68m ×南北 3.91m の規模となる。

6b 号住居跡：北部は 6a 住と重複し、全体形は不明である。検出された箇所で東西 4.14m の規模である。
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〔覆土〕暗褐色土を主体としている。自然流路によって削られているが、残りの良い部分では深さ 25㎝ほどある。

〔壁〕

6a 号住居跡：深さは北側約 19cm、東側約 21㎝、南側約 23㎝、西側約 20㎝となり、まっすぐ立ち上がる。 

6b 号住居跡：6a 号住との重複や自然流路によって残りは悪いが、検出された箇所では深さは東側約 12㎝、南

側約 11㎝、西側約 21㎝で斜めに立ち上がる。

〔床の状態〕6a 号住居跡中央部に貼床がある。

〔柱穴〕なし。

〔カマド〕

6a 号住居跡：東壁に中央より南側で奥壁を若干掘り込んで作られる。袖石が両側に残り、燃焼部には東西約 85

㎝×南北約 83㎝の不整形な掘り方がある。

6b 号住居跡：東壁南側において奥壁を掘り込んで作られる。両側に袖石が確認された。燃焼部は北側で掘り方

と思われる段が確認されたが南側では確認されなかった。奥壁は斜めに立ち上がる。

〔遺物の出土状態〕遺物は少量で、6a 号住居跡に土師器坏（1 ～ 3、1 は線刻土器）・小甕（4・5）・甕（6）・羽釜（8）、

相模型脚高台甕（7）、土錘（土錘 9）が、6b 号住居跡に土師器坏（9 ～ 12、9・10 は墨書土器）・皿（13）・甕（14

～ 16）、灰釉陶器壷（17）、土錘（土錘 8）が帰属する。№ 18 ～ 21 は帰属不明で、そのうち№ 21（古墳時代坏）

と№ 22（弥生時代甕）は流れ込みと考えられる。

6a 号住居跡：南東コーナー・南壁際・北壁際の 3 箇所に遺物が集中し、北壁際では小甕（5）が壁に立てかける

ように出土した。南東コーナーでは土師器坏（3）・小甕（4）・甕（6）などが出土し、このうち甕

（6）は南壁際出土のものと接合する。

6b 号住居跡：カマド内から南東コーナーにかけての範囲から№ 9 ～ 17・土錘 8 などの遺物が集中して出土した。

このうち「#」と墨書された土師器坏（9）はカマド内、同じく「#」と墨書された土師器坏（10）

は南東コーナーから出土した。

〔時期〕

6a 号住居跡：10 世紀第 2 四半期。

6b 号住居跡：9 世紀末～ 10 世紀初頭頃。

7 号住居跡（遺構 第 36 図／遺物 第 53 図）

〔位置〕Q・R-15・16 グリッド。Ⅱ区北東部の調査区際、北向きの緩斜面上にある。住居の西側から北東にかけ

て後世の撹乱に削られる。

〔形状〕北西壁が外に張り出した不整形の隅丸方形で、北東 - 南西 3.78m ×北西 - 南東 3.98m の規模となる。

〔覆土〕覆土の大半が撹乱を受けているが、残存部は暗褐色土を主体とする。覆土中層に焼土層がみられ（第 36

図 B-B’2･3 層）、住居埋没後に構築された遺構の可能性がある。

〔壁〕深さは北西壁が約 31㎝、北東壁が約 4㎝、南東壁が約 7.0㎝、南西壁が 19㎝で撹乱を受けた北東壁、南東

壁は低くなる。残りの良い北西壁・南西壁はまっすぐ立ち上がる。

〔床の状態〕中央部からカマド前面にかけて貼り床がある。

〔柱穴〕なし。

〔カマド〕南東壁の中央にあり、奥壁を掘り込んで作られる。上部は撹乱受けており、燃焼部の焼土のみが残る。

掘り方や袖石の痕跡は確認されなかった。

〔遺物の出土状態〕出土量は少なく散在している。

〔時期〕平安時代。

第 2項　竪穴状遺構

　調査区中央部北側のⅡ D3 層（暗褐色砂質土層）上面において遺物を含む暗褐色粘質土が確認された。暗褐色
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粘質土中には礫が多量に含まれておりⅡ D3 層との区別は判然としないため、明確な範囲はつかめなかった。ト

レンチを設定し掘り下げ断面観察を行ったところ、不明瞭ではあるがⅡ D3 層中において暗褐色粘質土層の立ち

上がりが確認され、1 号竪穴状遺構と呼称した。

1 号竪穴状遺構（遺構 第 37 図／遺物 第 54 図）

〔位置〕L-14、M-14・15 グリッド。北側は調査区外に延びる。

〔形状〕正確な形状は不明であるが、土層断面では北東 ‐ 南西方向に 3.95m の幅をもつ。

〔覆土〕暗褐色土を主体とし、深さは 25㎝ほどある。

〔壁〕土層断面では北東部において約 30㎝、南西部で約 14㎝あり、緩やかに立ち上がる。

〔床の状態〕凹凸が激しい。

〔柱穴〕なし。

〔その他の施設〕底面において北東 ‐ 南西 1.89m ×北西 ‐ 南東 1.02m、深さ 11.4㎝の不整形の掘り込みが確認

された。掘り込みの南西端には深さ 32.4㎝の柱穴状の落ち込みがある。

〔遺物の出土状態〕平安時代の土師器坏（1・2）・甕（4・5・6、4 住 16）が不整形の掘り込み上部から出土した。

このうち、土師器鉢（4 住 16）は 4 住出土のものと接合関係がある。北西部覆土中からは弥生時代中期の甕の

小破片が出土している。

〔時期〕10 世紀第 2 四半期と考えられる。

第 3項　溝状遺構

1 号溝状遺構（遺構 第 37 図／遺物 第 54 図）

〔位置〕H-8 グリッド。北西向きの緩斜面上にあり、南西部は調査区壁に接する。

〔形状〕長楕円形で長軸（南北）3.69m ×短軸（東西）1.82 ｍの規模で、断面形は深さ約 75㎝の V 字状となる。

〔遺物の出土状態〕古墳時代の黒色坏（1）、赤彩坏（2）、台付甕（3・4、3 は S 字状口縁台付甕）があり、台付甕（3・

4）は 4 世紀後半のもので覆土中層から出土している。黒色坏（1）と赤彩坏（2）は小破片で遺構外出土のもの

と接合しており、流れ込みの可能性がある。

〔時期〕古墳時代前期（4 世紀後半～末）か。

第 4項　土坑

1 号土坑（遺構 第 27 図）

〔位置〕R-19 グリッドにあり、南側を 1 号住居跡に切られる。

〔形状〕長軸（南北）211㎝×短軸（東西）112㎝の不整長楕円形で、断面形は深さ約 50㎝の鍋底状となる。

〔遺物の出土状態〕平安時代の土師器坏・甕の小破片が出土している。

〔時期〕平安時代。1 号住居跡（9 世紀後半頃）に切られることから 9 世紀後半以前と考えられる。

2 号土坑（遺構 第 27 図）

〔位置〕Q-19 グリッドにあり、1 号住居跡床面で確認された。1 号住居跡床面の貼り床が 2 号土坑上で途切れて

いるため、1 号住居跡より新しいと考えられる。

〔形状〕東西 98㎝×南北 99㎝の円形で、断面形は鍋底状となる。1 号住居跡床面からの深さは約 20㎝である。

〔遺物の出土状態〕9 世紀末～ 10 世紀初頭頃期と考えられる土師器坏・甕の破片が出土しているが小破片であり、

図示できない。

〔時期〕9 世紀末～ 10 世紀初頭頃か。

3 号土坑（遺構 第 37 図）

〔位置〕L-12 グリッド。
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〔形状〕東西 30㎝×南北 41㎝の楕円形で、断面形は深さ 14㎝の鍋底状となる。

〔遺物の出土状態〕平安時代の土師器坏の破片が出土したが、小破片であるため図示できない。

〔時期〕平安時代か。

4 号土坑（遺構 第 37 図）

〔位置〕M-11 グリッド。

〔形状〕東西 40㎝×南北 30㎝の円形で、断面形は深さ 9.7㎝の鍋底状となる。

〔遺物の出土状態〕遺物は出土しなかった。

〔時期〕不明。

第 5項　その他の遺構

1 号焼土遺構（遺構 第 36 図）

〔位置〕R-16 グリッド。南部は撹乱を受ける。

〔形状〕検出された箇所で東西 136㎝×南北 56㎝の範囲に焼土が広がる。南北方向の規模は不明であるが東西

72㎝で緩い傾斜で立ち上がる掘り方をもつ。

〔遺物の出土状態〕平安時代の土師器甕の胴部小破片が出土している。

〔時期〕平安時代。

第 6項　遺構外出土遺物（遺構 第 38 図、第 39 図、第 40 図／遺物 第 55 図、第 56 図、第 57 図、第 58 図）

　遺構外からは縄文時代前期 (2)、弥生時代（4 ～ 17、石 3）、古墳時代（18 ～ 19、鉄 9）、平安時代（22 ～ 40、鉄 5、

石 1）の遺物がある

　調査区北東部は耕作などによって遺物包含層が削られ、遺物はほとんど出土しなかったが、調査区中央部よ

り南西側、特に K ‐ 11・12、L・M ‐ 10 ～ 13、N ‐ 11･12 グリッドにおいては表土下に遺物包含層であるⅡ

C1・2 層が厚く堆積し、多くの遺物が出土している。

　弥生時代の遺物は中期（3 ～ 15・17）と後期（1・16）があり、大型の壷の口縁部（14）は 5 号住居跡貼り

床下に堆積するⅡ C2 層中より出土した。また石鍬（石 3）は S-17 グリッドの近・現代の撹乱中より出土している。

　また、古墳時代の遺物は当該期に属する 1 号溝状遺構周辺から多く出土する傾向が見られる。

第７表　滝沢遺跡Ⅱ区住居跡一覧
住居名 図 位置 時期 形態 南北軸方向

南北軸長
(m)

東西軸長
(m)

竃構造 竃位置 柱穴 備考

1 号住居 27･28 Q・R-18・19 9C 後半 隅丸方形 N-26°-W 4.1 4.28 石組み 東壁中央南寄り なし 1 号土坑・2 号土坑と重複。

2 号住居 28･29 P・R-17・18 9C 第 2 四半期 隅丸方形 N-22°-W 4.38 4.11 石組み？ 東壁中央南寄り 住居外 2 本

3a 号住居 30･31 P-15・16 9C 後半 隅丸方形？ N-25°-W 2.83 4.1 石組み？ 東壁中央 なし 3b・3c 号住居と重複。

3b 号住居 30･31 0・P-15・16 9C 第 1 四半期 隅丸方形？ N-19°-W 3.71 4.23 石組み 北壁中央西寄り なし 3a・3c 号住居と重複。

3c 号住居 30･31 P-15・16 9C 台 隅丸方形？ N-12°-W (3.8) (3.5) 焼土範囲のみ？ 西壁中央？ なし 3a・3b 号住居と重複。

4 号住居 31･32 N-16 10C 第 2 四半期 隅丸方形？ N-2°-E 3.2 − 石組み 東壁南東隅近く 3 本

5 号住居 33･34 K・L-12・13 10C 第 2 四半期 隅丸方形？ N-8°-W − 4.66 石組み 東壁中央南寄り 住居外 3 本

6a 号住居 34･35 M・N-12 10C 第 2 四半期 隅丸方形 N-11°-W 3.91 4.68 石組み 東壁中央南寄り なし 6b 号住居と重複。

6b 号住居 34･35 M・N-11・12 9C 末 -10C 初頭 ？ ？ − 4.14 石組み 東壁中央南寄り なし 6a 号住居と重複。

7 号住居 36 Q・R-15・16 平安時代 隅丸方形 N-43°-W 3.78 3.98 焼土範囲のみ 南東壁中央 なし

第８表　滝沢遺跡Ⅱ区土坑一覧表
番号 図 位置 時期 平面形 断面形 長軸・短軸・深さ (m) 備考

1 号土坑 27 R-19 9C 後半以前 不整長楕円形 鍋底形 2.11・1.12・0.50 1 号住居と重複。平安時代土器小破片出土。

2 号土坑 27 Q-19 9C 末～ 10C 初頭？ 円形 鍋底形 0.99・0.98・0.20 1 号住居と重複。平安時代土器小破片出土。

3 号土坑 37 L-12 平安？ 楕円形 鍋底形 0.41・0.30・0.14 平安時代土器小破片出土。

4 号土坑 37 M-11 ？ 円形 鍋底形 0.40・0.30・0.09
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第 ２６ 図　滝沢遺跡Ⅱ区全体図
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1 土坑
１：1住 1層。
２：1住 6層。
３：1住 7層。
４：焼土層。
５：褐色土層。径約 2㎝以下礫多量、径約 1㎝
　　以下黄褐色土粒少量。１号土坑覆土。
６：暗褐色土層。径約 1.5㎝以下礫多量、径
約 5㎜ 以下白色土粒、径約 3㎜ 以下炭化
材少量。１号土坑覆土。

２土坑
１：暗褐色土層。径約 5㎜以下炭化材
　　・白色土粒少量。
２：褐色土層。径約 2㎝以下礫少量。
３：褐色土層。径約 3㎝以下礫少量。

１
住
１
：
暗
褐
色
土
層
。
径
約
1
㎝
以
下
の
礫
多
量
、
径
約
5
㎜
以
下
炭
化
材
、
径
約
2
㎜
以
下
橙
色
ス
コ
リ
ア
少
量
。

２
：
暗
褐
色
土
層
。
径
約
5
㎜
以
下
礫
、
径
約
2
㎝
以
下
白
色
土
粒
、
径
約
5
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

３
：
暗
褐
色
土
層
。
径
約
2
㎝
以
下
礫
、
径
約
5
㎜
以
下
炭
化
材
・
橙
色
ス
コ
リ
ア
少
量
。

４
：
褐
色
土
層
。
径
約
1
㎝
以
下
白
色
土
粒
多
量
、
径
約
5
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

５
：
黒
褐
色
土
層
。
径
約
1
㎝
以
下
礫
多
量
、
径
約
1
㎝
以
下
炭
化
材
少
量
。

６
：
褐
色
土
層
。
径
約
1
.5
㎝
以
下
礫
、
径
約
2
㎜
以
下
白
色
土
粒
少
量
。

７
：
褐
色
土
層
。
径
約
1
㎝
以
下
礫
多
量
、
径
約
3
㎜
以
下
炭
化
物
少
量
。

滝沢遺跡Ⅱ区

第 ２７ 図　滝沢遺跡Ⅱ区１号住居跡（1）・１号土坑・2号土坑
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1 住カマド
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒少量、径約 5㎜ 以下焼土粒多量、
径約 3㎜以下炭化材少量。

２：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒・焼土粒少量。
３：黄褐色土層。径約 2㎝以下暗褐色土粒、径約 1㎝以下焼土粒多量、径約
5㎜以下炭化材少量。

４：暗褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒多量。
５：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量、径 3㎜以下焼土粒少量。
６：黄褐色土層。径約 1㎝以下暗褐色土粒多量、径約 3㎜以下焼土粒少量。
７：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下礫多量、径約 5㎜ 以下黄褐色土粒・焼土粒
少量。

８：暗褐色土層。径約 5㎜以下礫、径約 3㎜以下焼土粒少量。
９：焼土層。

10：暗褐色土層。径約 5㎜以下の礫少量。
11：暗褐色土層。径約 5㎜以下礫・焼土粒多量。
12：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
13：暗褐色土層。径約 5㎜以下礫多量、径約 3㎜以下焼土粒多量。
14：黒褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 2㎜以下焼土粒少量。
15：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
16：暗褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒少量、径約 2㎜以下焼土粒多量。
17：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒・焼土粒少量。
18：暗褐色土層。径約 3㎜以下黄褐色土粒、径約 5㎜以下焼土粒多量。
19：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒微量。
20：褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。径約 3㎜以下焼土粒多量。
21：焼土層。

２
住
１
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
2
㎝
以
下
礫
多
量
、径
約
2
㎜
以
下
焼
土
粒
、径
約
3
㎜
以
下
炭
化

材
少
量
。

２
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
1
㎝
以
下
礫
少
量
、径
約
5
㎜
以
下
白
色
土
粒
・
炭
化
材
、径
約

3
㎜
以
下
焼
土
粒
少
量
。

３
：
褐
色
土
層
。径
約
1
㎝
以
下
礫
少
量
、径
約
2
㎝
以
下
白
色
土
粒
多
量
、径
約
1
㎝
以
下
炭

化
材
少
量
。

４
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎝
以
下
礫
多
量
、径
約
2
㎝
以
下
黄
褐
色
土
粒
、径
約
3
㎜
以
下

炭
化
材
少
量
。

５
：
褐
色
土
層
。径
約
2
㎝
以
下
礫
、径
約
2
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

６
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎝
以
下
礫
多
量
、径
約
4
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

７
：
暗
褐
色
土
。径
約
1
㎝
以
下
の
礫
少
量
、径
約
5
㎜
以
下
白
色
土
粒
・
炭
化
材
少
量
。

８
：
褐
色
土
。径
約
5
㎜
以
下
礫
、径
約
3
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

１号住居跡⑵

２号住居跡⑴

焼土

Pit1

Pit2

滝沢遺跡Ⅱ区

第 ２８ 図　滝沢遺跡Ⅱ区１号住居跡（2）・２号住居跡（1）
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1 住カマド
１：褐色土層。径約 3㎜以下白色土粒・炭化材少量。
２：褐色土層。径約 5㎝以下白色土粒多量、径約 5㎜

以下焼土粒・炭化材少量。
３：褐色土層。径約 3㎝以下白色土粒多量、径約 3㎜
以下焼土粒少量。

４：黄褐色土層。径約 3㎝以下白色土粒、径約 5㎜以
下焼土粒多量。径約 5㎜以下炭化材少量。

５：褐色土層。径約 3㎜以下白色土粒・炭化材多量。
径約 5㎝以下焼土粒きわめて多量。

６：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下焼土粒、径 8㎜ 以下
炭化材少量。

７：焼土層。
８：暗褐色土層。径約 3㎜ 以下白色土粒・焼土粒・

炭化材少量。
９：暗褐色土層。径約 5㎝以下白色粒多量。径約 1㎝
以下焼土粒、径約 3㎜以下炭化材少量。

10：褐色土層。径約 2㎝以下白色土粒、径約 5㎜ 以
下炭化材粒少量。

11：灰白色土層。

5

鉄 1

10

1

11

8

7

3

6

4

2
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滝沢遺跡Ⅱ区

第 ２９ 図　滝沢遺跡Ⅱ区２号住居跡（2）
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３住（3a 住：1～9層、3b 住：10～22 層）
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒、径約 3㎜以下焼土粒・炭化材少量。
２：暗褐色土層。1層よりやや暗い。径約 2㎜以下白色土粒・炭化材粒少量。
３：暗褐色土層。1層よりやや明るい。径約 1㎝以下白色土粒・炭化材、径約 2㎜以下焼土粒少量。
４：褐色土層。径 2㎝以下多量、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
５：暗褐色土層。径約 3㎜以下白色土粒少量。
６：暗褐色土層。径約 5㎝以下礫多量。径約 2㎝以下黄褐色土粒、径約 3㎜以下焼土粒・炭化材少量。
７：褐色土層。径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。径約 3㎜以下焼土粒少量。
８：褐色土層。径約 3㎝以下黄褐色土粒多量。径約 1㎝以下白色土粒少量。
９：暗褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒・炭化材少量。
10：褐色土層。径約 3㎜以下炭化材少量。上面に約 1㎝の厚さの灰色の貼り床層がある。
11：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫多量。径約 3㎜以下橙色スコリア少量。

12：黄褐色土層。
13：褐色土層。径約 2㎜以下黄褐色土粒少量。
14：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。径約 5㎜以下橙色スコリア少量。
15：褐色土層。径約 2㎜以下橙色スコリア少量。
16：黄褐色土層。壁面補強のため、貼り付けた土か？
17：暗褐色土層。径約 3㎝以下橙色スコリア少量。
18：暗褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒・炭化材少量。
19：褐色土層。径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
20：褐色土層。径約 5㎝以下礫、径約 1㎝以下黄褐色土粒・焼土粒少量。
21：褐色土層。径約 2㎝以下白色土粒少量。径約 3㎜以下焼土粒きわめて多量。
22：褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒、径約 3㎜以下焼土粒少量。
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第 ３０ 図　滝沢遺跡Ⅱ区３号住居跡（1）
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３b住カマド
１：暗褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒多量。
２：褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒多量。
３：暗褐色土層。径約 3㎝以下焼土粒少量。
４：褐色土層。径約 5㎜以下焼土粒・径約 3㎜以下炭化材少量。
５：焼土層。
６：黄褐色土層。径約 5㎜以下白色土粒・径約 3㎜以下焼土粒少量。
７：褐色土層。径約 3㎝以下黄褐色土粒・径約 2㎝以下焼土粒多量。
８：褐色土層。径約 5㎜以下焼土粒少量。
９：褐色土層。径約 3㎝以下焼土粒きわめて多量。径約 3㎜以下炭化材少量。
10：暗褐色土層。径 1㎝以下焼土粒少量。
11：褐色土層。径約 2㎜以下黄褐色土粒少量。

12：暗褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒・径約 3㎜以下炭化材少量。
13：褐色土層。径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。
14：暗褐色土層。径約 3㎜以下黄褐色土粒多量。径約 3㎜以下焼土粒少量。
15：暗褐色土層。径約 5㎜以下焼土粒少量。
16：暗褐色土層。径約 3㎜以下炭化材少量。
17：褐色土層。径約 2㎜以下黄褐色土粒・焼土粒少量。
18：褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒少量。
19：暗褐色土層。径約 2㎜以下黄褐色土粒少量。
20：黄褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒多量。
21：暗褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒・径約 2㎝以下焼土粒少量。
22：褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒少量。

４
住
１
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎜
以
下
黄
褐
色
土
粒
・
径
約
2
㎜
以
下
焼
土
粒
・
径
約
1
㎝
以
下
炭
化
材
少
量
。

２
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎝
以
下
黄
褐
色
土
粒
多
量
。径
約
2
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

３
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
2
㎜
以
下
焼
土
粒
・
径
約
1
㎝
以
下
炭
化
材
少
量
。

４
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
1
㎝
以
下
黄
褐
色
土
粒
・
径
約
5
㎜
以
下
焼
土
粒
少
量
。

５
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
2
㎜
以
下
焼
土
粒
・
炭
化
材
少
量
。

６
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
5
㎜
以
下
黄
褐
色
土
粒
多
量
。径
約
3
㎜
以
下
焼
土
粒
少
量
。

７
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎜
以
下
焼
土
粒
・
径
約
2
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

８
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎝
以
下
礫
多
量
。径
約
3
㎜
以
下
黄
褐
色
土
粒
・
径
約
5
㎜
以
下
炭
化
材
少
量
。

９
：
褐
色
土
層
。径
約
5
㎝
以
下
黄
褐
色
土
粒
き
わ
め
て
多
量
。

1
0
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
5
㎜
以
下
焼
土
粒
・
径
約
3
㎜
以
下
炭
化
物
少
量
。

1
1
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
1
㎝
以
下
礫
多
量
。径
約
2
㎜
以
下
黄
褐
色
土
粒
少
量
。

1
2
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎜
以
下
黄
褐
色
土
粒
少
量
。径
約
5
㎜
以
下
焼
土
粒
少
量
。

1
3
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎝
以
下
礫
多
量
。径
約
2
㎝
以
下
黄
褐
色
土
粒
少
量
。

1
4
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
3
㎝
以
下
礫
多
量
。径
約
2
㎜
以
下
黄
褐
色
土
粒
少
量
。
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1
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3

Ⅱ
B
1

Ⅱ
A

Ⅱ
C
2

Ⅱ
C
3

Ⅱ
C
2

Ⅱ
B
1

３号住居跡⑵

３a住カマド

３b住カマド

4号住居跡⑴

３a住カマド
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫・灰白色土粒、径約 2㎜以下焼土粒少量。
２：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 2㎜ 以下焼土粒少量。径約 3㎜ 以下

黄褐色土粒多量。
３：灰白色土層。径約 1㎝以下焼土粒、径約 3㎜以下炭化材少量。
４：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 2㎜以下焼土粒少量。
５：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。径約 1㎝以下焼土粒少量。
６：暗褐色土層。径約 3㎜以下黄褐色土粒・焼土粒少量。

滝沢遺跡Ⅱ区

第 ３１ 図　滝沢遺跡Ⅱ区３号住居跡（2）・４号住居跡（1）
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焼土

a
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a
a
’

a
a
’

842.300m

b b’

b b’
b b’

842.300m

4
14

3
15

19
17

512
13

20
21

9
10

18
鉄
7

16
11

2
7

6
8

22

1 2

1
2

5S

S
3

4

7 5

6
S

S
S

S
2

1

6

7

8

6

22

7

16

11

14

15

5

8 4 2 18 3 20
鉄 7

10
17

19

12

17

9

13

４住カマド
１：暗褐色土層。径約 2㎜以下白色土粒・径約 5㎜以下炭化材微量。径約 2㎜以下焼土粒少量。
２：褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒多量。径約 5㎜以下白色土粒・径約 2㎜以下炭化材少量。
３：暗褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒・炭化材少量。
４：褐色土層。径約 1㎝以下灰白色土粒・径約 5㎜以下焼土粒少量。
５：焼土層。
６：暗褐色土層。径約 5㎜以下灰白色土粒多量。径約 3㎜以下焼土粒少量。
７：灰黄褐色土層。径約 2㎜以下焼土粒少量。
８：暗褐色土層。径約 3㎜以下灰白色粒・焼土粒少量。
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b b’

b b’

b

a

b’

a’

842.300m

10
8

9
7

6

5
2

1

4

3

3
2

4
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3

1

2

12

14

11

13

3 S

S

S

4
5

6

8

9

1

2
S

S

S
S

10

５住
１：暗褐色土層。径約1㎝以下礫やや多量。径約1㎝以下褐色土粒少量。
２：暗褐色土層。径約10㎝以下の礫少量。径約1㎝以下礫多量。径約5㎜以下焼土粒・炭化
材少量。

３：暗褐色土層。径約1㎝以下礫・径約3㎜以下炭化材少量。
４：暗褐色シルト質土層。5㎜以下礫やや多量。径約5㎜以下褐色土粒少量。
５：暗褐色土層。径約1㎝以下礫やや多量。径約3㎜以下黄褐色土粒・焼土粒少量。
６：暗褐色土層。径約1㎝以下礫少量。
７：黄褐色土層。径約5㎜以下焼土粒少量。
８：暗褐色土層。径約4㎝以下礫・径約5㎜以下黄褐色土粒少量。径約3㎜以下焼土粒少量。
９：暗褐色土層。径約2㎝以下礫多量。径約5㎜以下焼土粒少量。
10：暗褐色土層。径約5㎜以下礫・径約3㎜以下焼土粒少量。

５住カマド

１：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下礫少量。径約

1㎝以下黄褐色土粒・径約 3㎜ 以下焼

土粒やや多量。

２：焼土層。径約 5㎜ 以下暗褐色土粒やや

多量。径約 5㎜以下炭化材少量。

３：黒褐色土層。径約 5㎜ 以下礫・炭化材

少量。

４：黄褐色土層。径約 5㎜ 以下焼土粒やや

多量。

５：暗褐色土層。径約 3㎜ 以下礫少量。径約

3㎜以下焼土粒やや多量。

６：黒褐色土層。径約 1㎝以下炭化材多量。

７：暗褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒少量。

８：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫・径約 5㎜

以下焼土粒少量。

９：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下礫

少量。

10：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫多量。径約

5㎜以下焼土粒少量。

11：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。径約

3㎜以下焼土粒少量。

12：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫・径約

5㎜以下焼土粒やや多量。

13：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫多量。径約

2㎜以下焼土粒微量。

14：焼土層。径約 1㎝以下暗褐色土粒多量。
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鉄
4

11

18
3

14
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1

5

2

16
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23
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8
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17
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15
鉄
8
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鉄
2

石
2

7
16

13
9

14
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4
21

20
18

６住（6a 住：1～17 層、6b 住：18 層）
１：暗褐色土層。径約 5㎝以下礫少量。径約 2㎜ 以下焼土粒微

量。
２：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫少量。
３：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫やや多量。径約 2㎝以下黄褐色
土粒多量。

４：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫・径約 5㎜ 以下焼土粒・炭化
材少量。

５：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫やや多量。
６：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫・径約 3㎜ 以下黄褐色土粒少
量。

７：暗褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒やや多量。径約 2㎜
以下焼土粒少量。

８：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫微量。径約 3㎜ 以下焼土粒少
量。

９：暗褐色土層。径約 5㎜以下礫・径約 3㎜以下焼土粒・炭化
材少量。

10：褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒少量。
11：暗褐色土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒・焼土粒少量。
12：暗褐色土層。径約 2㎜以下焼土粒・炭化材微量。
13：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫少量。径約 5㎜ 以下焼土粒微
量。

14：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫少量。径約 1㎝以下焼土粒き
わめて多量。

15：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫少量。径約 1㎝以下黄褐色土
粒やや多量。

16：暗褐色砂質土層。径約 1㎝以下礫多量。
17：暗褐色砂質土層。径約 1㎝以下礫少量。
18：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫微量。径約 1㎝以下褐色土粒

やや多量。
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8

2
3

6 5

7
4

1
S

S
S

６a 住カマド
１：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫やや多量。径約
3㎜以下焼土粒少量。

２：黄褐色土層。径約 2㎝以下礫やや多量。
３：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下礫少量。径約 1㎝
以下焼土粒きわめて多量。

４：黒褐色土層。径約 5㎜以下礫・焼土粒少量。
５：暗褐色土層。径約 5㎝以下礫、径約 1㎝以下
黄褐色土粒、径約 5㎜以下焼土粒多量。

６：褐色土層。径約 5㎝以下礫・焼土粒小量。
７：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫多量。径約 2㎜

以下炭化材微量。
８：暗褐色土層。径約 3㎜ 以下礫・黄褐色土粒
少量。

６b住カマド
１：黒褐色土層。径約 5㎜ 以下灰白色土粒・径約 1㎝以下焼土粒少

量。
２：黒褐色土層。径約 1㎝以下灰白色土粒多量。径約 3㎜ 以下焼土
粒・炭化材少量。

３：褐色土層。径約 5㎜以下焼土粒きわめて多量。
４：灰白色土層。径 2㎜以下焼土粒少量。
５：暗褐色土層。径約 1㎝以下灰白色土粒きわめて多量。径約 3㎜
以下焼土粒少量。

６：暗褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒やや多量。
７：暗褐色土層。径約 1㎝以下焼土粒やや多量。
８：褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒・炭化材少量。
９：暗褐色土層。径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。
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７
住
１
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
5
㎜
以
下
礫
多
量
。径
約
3
㎜
以
下
焼
土
粒
・
炭
化
材
粒
少
量
。

２
：
焼
土
層
。

３
：
焼
土
層
。径
約
5
㎜
以
下
礫
少
量
。径
約
1
㎝
以
下
暗
暗
褐
色
土
粒
多
量
。

４
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
2
㎝
以
下
礫
や
や
多
量
。径
約
5
㎜
以
下
橙
色
ス
コ
リ
ア
少
量
。

５
：
暗
褐
色
土
層
。径
約
2
㎝
以
下
礫
多
量
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削
り

,渦
状

暗
文

,底
:ヘ

ラ
削

り
約

1
/2

体
部

内
面

に
く

び
れ

有
り

。
外

体
部

墨
書「

夲
人

」
反

転
実

測
1

住
覆

土
9
c

後
半

4
2

1
3

1
住

1
住

5
1
,7

0
,一

括
,2

土
一

括
,

試
8
T

一
括

土
師

器
皿

(1
3
.6

)･
4
.4

･2
.4

(3
2
.4

)%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,渦
状

暗
文

,底
:回

転
ヘ

ラ
削

り
約

1
/2

内
外

墨
書

？
則

天
文

字
か

？
反

転
実

測
1

住
覆

土
9
c

後
半

4
2

1
4

1
住

1
住

3
9
,4

0
,一

括
土

師
器

皿
1
3
.4

･5
.0

･2
.3

3
7
.3

%
橙

色
赤

･
黒

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,渦
状

暗
文

,底
:回

転
ヘ

ラ
削

り
約

2
/3

1
住

南
西

隅
9
c

後
半

4
2

1
5

1
住

1
住

1
0
3

土
師

器
皿

1
2
.4

･5
.0

･3
.5

4
0
.3

%
明

赤
褐

色
赤

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:渦
状

暗
文

,見
込

:半
円

暗
文

,底
:

ヘ
ラ

削
り

約
3
/4

1
住

南
西

隅
9
c

後
半

4
2

1
6

1
住

1
住

9
1

土
師

器
皿

(1
3
.8

)･
(5

.6
)･

2
.8

(4
0
.6

)%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,内
:渦

状
暗

文
破

片
外

体
部

墨
書

「
夲

人
」

反
転

実
測

1
住

覆
土

9
c

後
半

4
2

1
7

1
住

1
住

5
0
,5

4
,一

括
,試

8
T

一
括

土
師

器
皿

(1
2
.6

)･
6
.2

･2
.3

(4
9
.2

)%
明

赤
褐

色
赤

･
黒

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,渦
状

暗
文

,底
:回

転
ヘ

ラ
削

り
約

2
/3

器
面

磨
耗

著
し

い
。

反
転

実
測

1
住

覆
土

9
c

後
半

4
2

1
8

1
住

1
住

一
括

土
師

器
蓋

(1
1
.0

)･
―

･
残

1
.3

―
に

ぶ
い

橙
色

赤
･

白
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
1

住
覆

土
9
c

後
半

4
2

1
9

1
住

1
住

2
2
,2

3
,一

括
土

師
器

小
甕

(1
4
.0

)･
―

･
残

4
.0

―
暗

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
1

住
覆

土
9
c

後
半

4
2

2
0

1
住

1
住

6
5

土
師

器
ロ

ク
ロ

小
甕

(1
6
.0

)･
―

･
残

5
.8

―
に

ぶ
い

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
1

住
覆

土
9
c

後
半

4
2

2
1

1
住

1
住

カ
マ

ド
7

土
師

器
甕

(2
7
.8

)･
―

･
残

7
.4

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
1

住
カ

マ
ド

内
9
c

後
半

4
2

2
2

1
住

1
住

カ
マ

ド
1
3

土
師

器
甕

(2
5
.6

)･
―

･
残

9
.6

―
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
1

住
カ

マ
ド

内
9
c

後
半

4
3

2
3

1
住

1
住

4
3
,7

8
,7

9
,1

0
2
,一

括
,カ

マ
ド

一
括

,2
土

2
土

師
器

甕
(2

7
.6

)･
―

･
残

1
0
.2

―
暗

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
1

住
カ

マ
ド

内
,
南

西
隅

,2
土

覆
土

9
c

後
半

4
3

2
4

1
住

1
住

カ
マ

ド
6

須
恵

器
壷

o
r
甕

―
･―

･
残

5
.9

―
に

ぶ
い

黄
褐

色
白

･
黒

色
粒

良
外

:タ
タ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
1

住
カ

マ
ド

内

4
3

2
5

1
住

1
住

9
0

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
3
.9

―
黄

褐
色

白
色

粒
,金

雲
母

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
口

唇
部

ヘ
ラ

状
工

具
に

よ
る

キ
ザ

ミ
。

1
住

覆
土

弥
生

中
期

4
3

1
2

住
2

住
1
,3

3
,一

括
土

師
器

坏
(1

0
.4

)･
(5

.0
)･

4
.2

(4
8
.1

)%
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,内
:暗

文
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

約
1
/4

反
転

実
測

2
住

覆
土

9
c

第
2

四
半

期

4
3

2
2

住
2

住
4
8
,一

括
土

師
器

坏
(1

1
.8

)･
―

･
残

3
.9

―
黒

褐
色

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,内
:花

弁
状

暗
文

破
片

反
転

実
測

2
住

覆
土

9
c

第
2

四
半

期

4
3

3
2

住
2

住
1
5
,4

5
,一

括
土

師
器

坏
(1

0
.5

)･
(5

.4
)･

4
.0

(5
1
.4

)%
橙

色
赤

色
粒

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
約

1
/3

反
転

実
測

2
住

覆
土

9
c

第
2

四
半

期

4
3

4
2

住
2

住
4
9
,一

括
土

師
器

坏
(1

1
.9

)･
―

･
残

3
.8

―
明

赤
褐

色
赤

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
破

片
反

転
実

測
2

住
覆

土
9
c

第
2

四
半

期

4
3

5
2

住
2

住
1
1
,6

0
土

師
器

坏
(1

2
.8

)･
(6

.8
)･

3
.9

(5
3
.1
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明

黄
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

,小
礫

多
い

良
底

:回
転

糸
切

り
未

調
整

約
1
/4

器
面

磨
耗

。
須

恵
器

模
倣

？
 

反
転

実
測

2
住

南
東

隅
9
c

第
2

四
半

期

4
3

6
2

住
2

住
6
3

土
師

器
内

黒
坏

1
1
.2

･5
.3

･4
.4

4
7
.3

%
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:花
弁

状
暗

文
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

ほ
ぼ

完
形

外
体

部
線

刻
「

　
　

」
器

形
歪

み
有

り
。

2
住

覆
土

9
c

第
2

四
半

期

4
3

7
2

住
2

住
7
,1

3
,一

括
土

師
器

内
黒

坏
―

･6
.2

･
残

1
.2

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,内
:暗

文
,底

:回
転

ヘ
ラ

削
り

破
片

反
転

実
測

2
住

南
東

隅

4
3

8
2

住
2

住
6

土
師

器
皿

(1
3
.6

)･
―

･
残

2
.0

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

器
面

の
磨

耗
。

反
転

実
測

2
住

覆
土

9
c

第
2

四
半

期

4
3

9
2

住
2

住
一

括
土

師
器

蓋
(1

3
.5

)･
―

･
残

2
.1

―
黒

褐
色

赤
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
2

住
覆

土
9
c

第
2

四
半

期

第
９
表
　
滝
沢
遺
跡
Ⅱ
区
土
器
観
察
表
（
1
）
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図
番 号

遺
構

注
記

番
号

種
別

器
種

口
径

･
底

径
･

器
高

(㎝
)

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

4
3

1
0

2
住

2
住

6
2

土
師

器
小

甕
(1

5
.8

)･
―

･
残

1
0
.6

―
に

ぶ
い

褐
色

白
色

粒
,石

英
良

外
:縦

ハ
ケ

･
ヘ

ラ
削

り
,内

:横
ハ

ケ
破

片
土

師
器

坏
･

皿
の

胎
土

に
近

い
。

搬
入

品
か

？
 

反
転

実
測

。
2

住
覆

土
9
c

第
2

四
半

期

4
3

1
1

2
住

2
住

6
1

土
師

器
甕

(2
5
.2

)･
―

･
残

4
.7

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
2

住
カ

マ
ド

内
9
c

第
2

四
半

期

4
4

1
3
a

住
3

住
1
5
5
,1

6
2
,一

括
土

師
器

坏
1
1
.2

・
4
.2

・
4
.7

3
7
.5

％
明

黄
褐

色
赤

・
白

・
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:放
射

状
暗

文
,底

：
ヘ

ラ
削

り
完

形
底

部
付

近
す

す
付

着
。

3
a

住
覆

土
9
c

後
半

4
4

2
3
a

住
3

住
5
2

土
師

器
坏

(1
2
.2

)･
(5

.6
)･

3
.9

(4
5
.9

)%
明

赤
褐

色
赤

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:放
射

状
暗

文
破

片
外

体
部

線
刻

？
反

転
実

測
3
a

住
覆

土
9
c

後
半

4
4

3
3
a

住
3

住
3
9

土
師

器
高

台
付

坏
―

･(
6
.4

)･
残

0
.6

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

良
底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

破
片

削
り

だ
し

高
台

反
転

実
測

3
a

住
覆

土

4
4

4
3
a

住
3

住
2
9

土
師

器
甕

(2
4
.0

)･
―

･
残

6
.8

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
外

面
く

び
れ

下
に

カ
マ

ド
構

築
材

と
思

わ
れ

る
粘

土
残

る
。

反
転

実
測

3
a

住
覆

土
9
c

後
半

4
4

5
3
a

住
3

住
6
6

須
恵

器
凸

帯
壷

―
･―

･
残

3
.0

―
オ

リ
ー

ブ
黒

色
白

色
粒

多
量

良
外

:横
ナ

デ
,内

:指
頭

痕
破

片
肩

部
に

突
帯

付
く

。
反

転
実

測
3
a

住
覆

土

4
4

6
3
b

住
3

住
3
7
,1

3
1
,一

括
土

師
器

坏
1
1
.6

･6
.0

･4
.4

5
1
.7

%
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:花
弁

状
暗

文
,底

:ヘ
ラ

削
り

破
片

す
す

付
着

。
反

転
実

測
3
b

住
覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
4

7
3
b

住
3

住
4
9
,6

5
,1

3
0
,一

括
土

師
器

坏
(1

1
.1

)･
(5

.6
)･

3
.8

(5
0
.5

)%
橙

色
赤

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

･
見

込
:放

射
状

暗
文

,底
:ヘ

ラ
削

り
約

1
/3

外
体

部
墨

書
「

十
」

反
転

実
測

3
b

住
覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
4

8
3
b

住
3

住
6
0
,9

3
,9

6
,1

2
0

土
師

器
坏

(1
1
.0

)･
(6

.0
)･

4
.3

5
4
.5

%
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,内
･

見
込

:放
射

状
暗

文
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/2

反
転

実
測

3
b

住
覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
4

9
3
b

住
3

住
3
5
,3

6
,6

3
,1

3
8
,一

括
,3

b
住

カ
マ

ド
2
,6

, 
7,

15
土

師
器

小
甕

(1
2
.0

)･
6
.2

･1
2
.4

(5
1
.7

)%
に

ぶ
い

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

良
外

:縦
ハ

ケ
･

ヘ
ラ

削
り

,内
:横

ハ
ケ

,底
:木

葉
痕

約
1
/2

反
転

実
測

3
b

住
カ

マ
ド

内
,覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
4

1
0

3
b

住
3

住
1
3
3

土
師

器
小

甕
(1

2
.9

)･
―

･
残

8
.0

―
黒

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:ヘ
ラ

削
り

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

3
b

住
覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
4

1
1

3
b

住
3

住
1
3
6
,1

3
7
,一

括
土

師
器

小
甕

(1
5
.8

)･
―

･
残

1
0
.0

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
3
b

住
覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
4

1
2

3
b

住
3

住
9
8
,1

0
3
,1

4
0
-1

4
2
, 

1
4
6
,一

括
,3

b
住

カ
マ

ド
3
-5

,8
,9

,1
4
,1

6
-1

8
,2

0
,カ

2
5

土
師

器
甕

(2
6
.8

)･
―

･
残

1
8
.5

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
約

1
/6

反
転

実
測

3
b

住
カ

マ
ド

内
,
覆

土
,3

a
住

貼
り

床
下

9
c

第
1

四
半

期

4
4

1
3

3
b

住
3

住
1
4
7

土
師

器
甕

(2
4
.6

)･
―

･
残

5
.0

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
3
b

住
覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
5

1
4

3
b

住
3

住
3
8

須
恵

器
壷

o
r
甕

―
･―

･
残

5
.8

―
オ

リ
ー

ブ
黒

色
白

色
粒

多
量

良
外

:タ
タ

キ
,内

:指
頭

痕
破

片
3
b

住
覆

土

4
5

1
5

3
b

住
3

住
5
9

須
恵

器
壷

―
･―

･
残

2
.9

―
オ

リ
ー

ブ
黒

色
白

色
粒

多
量

良
外

:ヨ
コ

ナ
デ

,タ
タ

キ
,内

:ヨ
コ

ナ
デ

破
片

反
転

実
測

3
b

住
覆

土

4
5

1
6

3
c

住
3

住
1
5
3

土
師

器
坏

1
1
.5

･5
.2

･4
.7

4
5
.2

%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:花
弁

状
暗

文
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

完
形

口
縁

部
付

近
す

す
付

着
。

3
a

住
覆

土

4
5

1
7

3
c

住
3

住
1
5
4

土
師

器
小

甕
―

･(
8
.2

)･
残

7
.5

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
,底

:木
葉

痕
破

片
3
c

住
覆

土

4
5

1
8

3
住

3
住

一
括

土
師

器
坏

(1
2
.4

)･
(8

.0
)･

3
.3

(6
4
.5

)%
明

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
約

1
/5

反
転

実
測

。 
3
c

住
か

？
3

住
覆

土
8
c

後
半

-1
0
c

初
頭

4
5

1
9

3
住

3
住

一
括

土
師

器
坏

(1
1
.0

)･
(6

.0
)･

3
.8

(5
4
.5

)%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:花
弁

状
暗

文
,見

込
:放

射
状

暗
文

,
底

:ヘ
ラ

削
り

破
片

3
b

住
か

？
 

反
転

実
測

。
3

住
覆

土
9
c

第
1

四
半

期

4
5

2
0

3
住

3
住

2
0

土
師

器
皿

―
･6

.0
･

残
1
.8

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
底

:回
転

糸
切

り
＋

回
転

ヘ
ラ

削
り

破
片

流
れ

込
み

か
？

 
反

転
実

測
。

3
住

覆
土

上
層

4
5

2
1

3
住

3
住

1
1
2
,一

括
土

師
器

坏
(1

1
.8

)･
(7

.0
)･

3
.8

(5
9
.3

)%
赤

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:横

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

･
放

射
状

暗
文

,底
:ミ

ガ
キ

破
片

底
部

墨
書

？
反

転
実

測
。 

3
c

住
か

？
3
a

住
覆

土
8
c

後
半

-1
0
c

初
頭

4
5

2
2

3
住

3
住

一
括

土
師

器
坏

―
･―

･
残

3
.0

―
明

赤
褐

色
赤

色
粒

良
外

:横
ミ

ガ
キ

,内
:放

射
状

暗
文

破
片

外
体

部
線

刻
「

夲
」

？
3

b
住

か
？

 3
住

覆
土

4
5

2
3

3
住

3
a

住
カ

マ
ド

一
括

,3
住

一
括

土
師

器
蓋

(1
6
.8

)･
―

･
残

2
.3

―
明

褐
色

赤
･

白
色

粒
良

外
:横

ミ
ガ

キ
破

片
3

a
住

か
？

 
反

転
実

測
。

3
住

覆
土

4
5

2
4

3
住

3
住

1
,3

土
師

器
小

甕
―

･7
.2

･
残

4
.8

―
灰

褐
色

石
英

,長
石

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
･

指
頭

痕
,底

:木
葉

痕
破

片
反

転
実

測
3

住
覆

土

4
5

2
5

3
住

3
住

2
6
,2

7
,一

括
土

師
器

小
甕

―
･6

.2
･

残
3
.8

―
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
･

ヘ
ラ

削
り

,内
:指

頭
痕

,底
:木

葉
痕

破
片

反
転

実
測

3
住

覆
土

4
5

2
6

3
住

3
住

4
3

須
恵

器
蓋

(1
5
.7

)･
―

･
残

3
.0

―
オ

リ
ー

ブ
黒

色
白

色
粒

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

3
b

住
か

？
 

反
転

実
測

。
3

住
覆

土

4
6

1
4

住
4

住
カ

マ
ド

一
括

土
師

器
坏

(1
1
.6

)･
―

･
残

2
.7

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

内
体

部
墨

書
？

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
周

辺
1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

2
4

住
4

住
1
0

土
師

器
坏

―
･4

.3
･

残
1
.6

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/2

外
体

部
墨

書
？

4
住

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

3
4

住
4

住
1
1
7
,カ

マ
ド

1
7

土
師

器
坏

1
3
.4

･5
.8

･3
.4

4
3
.3

%
明

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
底

:回
転

糸
切

り
未

調
整

約
1
/2

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
内

1
0
c

第
3

四
半

期

4
6

4
4

住
4

住
9

土
師

器
坏

―
･5

.2
･

残
3
.0

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

約
1
/2

4
住

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

第
９
表
　
滝
沢
遺
跡
Ⅱ
区
土
器
観
察
表
（
2
）
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図
番 号

遺
構

注
記

番
号

種
別

器
種

口
径

･
底

径
･

器
高

(㎝
)

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

4
6

5
4

住
4

住
6
5
,一

括
,カ

マ
ド

2
3

土
師

器
内

黒
坏

(1
5
.6

)･
5
.2

･4
.8

(3
3
.3

)%
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/3

外
体

部
墨

書
「

合
」

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
脇

1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

6
4

住
4

住
1
3
5

土
師

器
内

黒
坏

―
･(

4
.8

)･
残

3
.5

―
橙

色
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
破

片
反

転
実

測
4

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

7
4

住
4

住
1
3
4
,1

4
7

土
師

器
皿

(1
5
.4

)･
(7

.0
)･

2
.9

(4
5
.5

)%
橙

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
底

:斜
ヘ

ラ
削

り
約

1
/5

底
部

墨
書

「
夲

人
」

？
反

転
実

測
4

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

8
4

住
4

住
1
3
6

土
師

器
皿

(1
2
.8

)･
(4

.0
)･

2
.6

(3
1
.3

)%
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:回
転

糸
切

り
未

調
整

約
1
/3

反
転

実
測

4
住

南
西

隅
1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

9
4

住
4

住
4
5
,カ

マ
ド

4
,1

2
,一

括
土

師
器

小
甕

(1
8
.3

)･
―

･
残

1
1
.2

―
黒

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

･
指

頭
痕

約
1
/5

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
内

1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

1
0

4
住

4
住

カ
マ

ド
5

土
師

器
小

甕
(1

4
.2

)･
―

･
残

8
.7

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
4

住
カ

マ
ド

内
1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

1
1

4
住

4
住

8
,1

1
,3

8
,9

7
,1

2
6
,1

2
8

土
師

器
甕

(2
5
.8

)･
―

･
残

1
7
.0

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
4

住
覆

土
,カ

マ
ド

周
辺

1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

1
2

4
住

4
住

4
6
,4

7
,一

括
,カ

マ
ド

8
,3

2
,4

5
土

師
器

甕
(3

0
.8

)･
―

･
残

8
.5

―
暗

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
内

1
0
c

第
2

四
半

期

4
6

1
3

4
住

4
住

4
2
,4

4
,9

4
土

師
器

甕
(3

2
.6

)･
―

･
残

8
.2

―
暗

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
4

住
カ

マ
ド

内
1
0
c

第
2

四
半

期

4
7

1
4

4
住

4
住

3
2
,3

3
,3

6
,6

8
,カ

マ
ド

2
1

土
師

器
甕

(3
9
.6

)･
―

･
残

1
3
.8

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
4

住
カ

マ
ド

内
･

周
辺

1
0
c

第
2

四
半

期

4
7

1
5

4
住

4
住

7
5
,1

0
9
,1

2
3
,カ

マ
ド

2
0

土
師

器
甕

(3
8
.6

)･
―

･
残

1
3
.7

―
明

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
4

住
覆

土
,カ

マ
ド

内
1
0
c

第
2

四
半

期

4
7

1
6

4
住

･ 
1

竪
穴

4
住

2
7
,1

2
1
,カ

マ
ド

2
5
,2

6
,一

括
,1

竪
1
8
,3

2
,3

6
,一

括
土

師
器

甕
(3

8
.0

)･
―

･
残

1
6
.4

―
赤

褐
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
内

･
周

辺
,1

竪
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

4
7

1
7

4
住

4
住

1
0
,1

0
2
,カ

マ
ド

1
0
,3

3
,3

4
,4

2
土

師
器

甕
―

･―
･

残
1
7
.5

―
暗

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
4

住
覆

土
,カ

マ
ド

内
1
0
c

第
2

四
半

期

4
7

1
8

4
住

4
住

1
5
,1

6
,3

1
,カ

マ
ド

1
9

土
師

器
甕

―
･(

9
.0

)･
残

5
.6

―
褐

色
赤

･
白

色
粒

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
,底

:木
葉

痕
破

片
内

面
細

か
い

刷
毛

目
。

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
内

･
周

辺

4
8

1
9

4
住

4
住

カ
マ

ド
9
,1

1
,4

0
土

師
器

甕
―

･(
7
.0

)･
残

5
.4

―
赤

褐
色

白
色

粒
,
石

英
,
長

石
,
雲

母
良

外
:横

ミ
ガ

キ
,底

:木
葉

痕
破

片
内

面
荒

れ
顕

著
。

反
転

実
測

4
住

カ
マ

ド
内

1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

2
0

4
住

4
住

2
3
,2

9
,6

6
,9

0
,カ

マ
ド

6
土

師
器

羽
釜

(2
4
.0

)･
―

･
残

1
1
.0

―
赤

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

約
1
/6

反
転

実
測

4
住

覆
土

,カ
マ

ド
内

1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

2
1

4
住

4
住

カ
マ

ド
1
3

土
師

器
羽

釜
(2

3
.0

)･
―

･
残

4
.7

―
赤

褐
色

白
色

粒
,
石

英
,
長

石
,
雲

母
良

外
:横

ミ
ガ

キ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
4

住
カ

マ
ド

脇
1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

2
2

4
住

4
住

1
4
3
,1

5
0

土
師

器
置

カ
マ

ド
―

･(
3
0
.0

)･
残

1
5
.0

―
褐

色
白

色
粒

,
石

英
,
長

石
,
雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

･
指

頭
痕

破
片

反
転

実
測

4
住

南
東

隅
1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

1
5

住
5

住
4
5

土
師

器
坏

1
1
.9

･4
.4

･3
.8

3
6
.9

%
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
3
/4

底
部

墨
書

「
前

」 
器

形
歪

み
有

り
。

5
住

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

2
5

住
5

住
7
2

土
師

器
鉢

(2
2
.0

)･
―

･
残

6
.7

―
明

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

破
片

器
壁

厚
い

。
反

転
実

測
5

住
覆

土

4
8

3
5

住
5

住
3

土
師

器
坏

(1
4
.0

)･
―

･
残

4
.2

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
約

1
/3

外
体

部
墨

書
「

山
夲

」
反

転
実

測
5

住
カ

マ
ド

周
辺

4
8

4
5

住
5

住
3
5
,5

8
,1

8
9
,2

3
7
,一

括
土

師
器

坏
(1

3
.6

)･
(5

.6
)･

5
.1

(4
1
.2

)%
橙

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/3

器
形

歪
み

有
り

。
反

転
実

測
5

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
内

1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

5
5

住
5

住
2
0
9
,2

2
3
,一

括
土

師
器

坏
1
2
.6

･4
.9

･3
.9

3
8
.9

%
に

ぶ
い

橙
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,底
:ヘ

ラ
削

り
約

3
/4

5
住

南
東

隅
1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

6
5

住
5

住
2
3
4
,一

括
土

師
器

坏
(1

2
.3

)･
4
.5

･4
.1

(3
6
.6

)%
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/2

反
転

実
測

5
住

南
東

隅
1
0
c

第
2

四
半

期

4
8

7
5

住
5

住
2
4
8

土
師

器
坏

(1
2
.0

)･
3
.7

･4
.0

(3
0
.8

)%
橙

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/2

器
形

歪
み

有
り

。
反

転
実

測
5

住
南

東
隅

1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

8
5

住
5

住
2
0
8
,2

1
0
,2

1
1

土
師

器
坏

1
3
.3

･4
.4

･3
.9

3
3
.1

%
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

約
3
/4

内
体

部
線

刻
「

#
」

？
5

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

9
5

住
5

住
2
2
5
,一

括
土

師
器

皿
(1

3
.8

)･
―

･
残

2
.0

―
に

ぶ
い

橙
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

破
片

外
体

部
墨

書
「

#
」

反
転

実
測

5
住

南
東

隅
1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

1
0

5
住

5
住

2
5
8
,2

6
7
,カ

一
括

土
師

器
皿

1
3
.2

･5
.1

･2
.5

3
8
.6

%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
3
/4

器
形

歪
み

有
り

。
5

住
南

東
隅

1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

1
1

5
住

5
住

2
0
0

土
師

器
皿

1
3
.2

･5
.1

･2
.4

3
8
.6

%
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

完
形

外
体

部
墨

書
「

#
」

反
転

実
測

5
住

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

1
2

5
住

5
住

5
,1

1
,カ

マ
ド

1
土

師
器

甕
(3

3
.4

)･
―

･
残

1
4
.4

―
に

ぶ
い

褐
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

5
住

カ
マ

ド
内

1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

1
3

5
住

5
住

1
,5

6
,2

5
4
-2

5
6
,2

6
5
,カ

マ
ド

一
括

土
師

器
甕

(2
9
.4

)･
―

･
残

2
1
.0

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
約

1
/8

反
転

実
測

5
住

覆
土

,南
東

隅
1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

1
4

5
住

5
住

2
1
2

土
師

器
甕

(3
0
.2

)･
―

･
残

7
.0

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
5

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

1
5

5
住

5
住

1
9
9
,カ

マ
ド

一
括

土
師

器
小

甕
(1

9
.8

)･
―

･
残

5
.0

―
黒

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

5
住

カ
マ

ド
内

1
0
c

第
2

四
半

期

4
9

1
6

5
住

5
住

1
8
4
,カ

マ
ド

4
,7

,1
5
,一

括
土

師
器

甕
―

･(
8
.7

)･
残

5
.5

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
,底

:木
葉

痕
破

片
5

住
覆

土
,カ

マ
ド

内

第
９
表
　
滝
沢
遺
跡
Ⅱ
区
土
器
観
察
表
（
3
）
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図
番 号

遺
構

注
記

番
号

種
別

器
種

口
径

･
底

径
･

器
高

(㎝
)

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

5
0

1
7

5
住

5
住

カ
マ

ド
8
,1

7
,2

0
,2

1
,2

3
,2

4
,

一
括

,L
1
2

№
3
、

K
1
2

№
1
5

土
師

器
甕

―
･―

･
残

1
7
.7

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
5

住
覆

土
,カ

マ
ド

内
,

包
含

層

5
0

1
8

5
住

5
住

2
3
,6

7
,7

4
,1

0
4
, 

1
5
7
,一

括
土

師
器

甕
―

･1
1
.0

･
残

1
0
.0

―
暗

赤
灰

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
,底

:木
葉

痕
破

片
反

転
実

測
5

住
覆

土

5
0

1
9

5
住

5
住

4
7

土
師

器
羽

釜
(2

8
.0

)･
―

･
残

4
.8

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:縦
ナ

デ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
5

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

5
0

2
0

5
住

5
住

9
5

須
恵

器
長

頸
壷

―
･―

･
残

5
.2

―
褐

灰
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

反
転

実
測

5
住

覆
土

5
0

2
1

5
住

5
住

2
1
7

須
恵

器
蓋

―
･(

9
.0

)･
残

2
.0

―
灰

白
赤

･
黒

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

反
転

実
測

5
住

南
東

隅

5
0

2
2

5
住

5
住

1
9
,L

1
2

№
7
,L

1
3

№
3

須
恵

器
甕

―
･1

3
.9

･
残

5
.7

―
灰

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:タ
タ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
5

住
覆

土
,包

含
層

5
0

2
3

5
住

5
住

6
8
,2

3
6
,一

括
弥

生
土

器
壷

(1
3
.6

)･
―

･
残

4
.5

―
明

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
丸

棒
状

工
具

に
よ

る
条

痕
5

住
覆

土
弥

生
中

期

5
1

1
6
a

住
6

住
1
0
0
,一

括
土

師
器

坏
(1

3
.1

)･
4
.4

･4
.2

(3
3
.6

)%
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
2
/3

線
刻

「
人

」
？

反
転

実
測

6
a

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

5
1

2
6
a

住
6

住
6
8
,6

9
,7

3
,9

5
,一

括
土

師
器

坏
1
4
.5

･5
.2

･5
.2

3
5
.9

%
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
3
/4

口
縁

部
歪

み
有

り
6
a

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

5
1

3
6
a

住
6

住
5
7
,5

8
,6

a
住

カ
マ

ド
9
,一

括
,6

b
住

一
括

土
師

器
坏

1
2
.9

･4
.8

･3
.3

3
7
.2

%
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,底
:ヘ

ラ
削

り
約

1
/2

口
縁

部
歪

み
有

り
6
a

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
周

辺
1
0
c

第
2

四
半

期

5
1

4
6
a

住
6

住
8
1
,8

2
,8

4
,8

6
-8

8
,6

a
住

カ
マ

ド
7
,8

,1
2
,一

括
土

師
器

小
甕

(1
4
.0

)･
7
.7

･1
1
.9

(5
5
.0

)%
黒

褐
色

赤
･

白
色

粒
,金

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
約

1
/2

反
転

実
測

6
a

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
脇

1
0
c

第
2

四
半

期

5
1

5
6
a

住
6

住
9
6
-9

9
,一

括
土

師
器

小
甕

(1
7
.0

)･
9
.0

･1
3
.0

(5
2
.9

)%
褐

色
赤

･
白

色
粒

,金
雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

･
指

頭
痕

,底
:木

葉
痕

約
1
/2

反
転

実
測

6
a

住
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

5
1

6
6
a

住
6

住
7
2
,9

0
,9

4
,1

0
6
-1

0
9

一
括

,6
a

住
カ

マ
ド

1
0
,1

1
,1

5
土

師
器

甕
(3

0
.0

)･
―

･
残

2
4
.5

―
黒

褐
色

白
・

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

･
指

頭
痕

約
1
/5

反
転

実
測

6
a

住
覆

土
,カ

マ
ド

内
1
0
c

第
2

四
半

期

5
1

7
6
a

住
6

住
7
8
,7

9
,一

括
土

師
器

脚
高

台
甕

―
･(

7
.9

)･
残

7
.0

―
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,雲

母
良

外
:縦

削
り

,内
:細

か
い

横
ハ

ケ
破

片
相

模
型

。 
反

転
実

測
。

6
a

住
覆

土

5
1

8
6
a

住
6

住
3
1

土
師

器
羽

釜
―

･―
･

残
2
.7

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
内

:横
ハ

ケ
破

片
6
a

住
覆

土

5
2

9
6
b

住
6

住
4
9
,一

括
土

師
器

坏
(1

3
.0

)･
(5

.2
)･

3
.8

(4
0
.0

)%
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/4

外
体

部
墨

書
？

 
内

体
部

墨
書

「
#
」

反
転

実
測

6
b

住
南

東
隅

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
2

1
0

6
b

住
6

住
1
3
1
,6

b
住

一
括

土
師

器
坏

(1
2
.8

)・
―

・
残

3
.2

―
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

破
片

外
体

部
墨

書
「

#
」

反
転

実
測

6
b

住
南

東
隅

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
2

1
1

6
b

住
6

住
4
5
,4

7
,1

0
3
,1

0
5
,1

3
2

土
師

器
坏

1
3
.9

･(
4
.8

)･
5
.4

(3
4
.5

)%
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

約
3
/4

口
縁

部
歪

み
有

り
反

転
実

測
6
b

住
南

東
隅

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
2

1
2

6
b

住
6

住
1
0
4
,6

b
住

カ
マ

ド
2
,一

括
土

師
器

坏
(1

2
.6

)･
(4

.4
)･

4
.3

(3
4
.9

)%
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

黒
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

約
1
/4

反
転

実
測

6
b

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
内

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
2

1
3

6
b

住
6

住
1
1
2
,1

1
3
,6

b
住

カ
マ

ド
3
,

一
括

土
師

器
皿

1
2
.3

･4
.1

･3
.0

3
3
.3

%
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,底
:回

転
糸

切
り

＋
ヘ

ラ
削

り
約

3
/4

口
縁

部
歪

み
有

り
。

6
b

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
内

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
2

1
4

6
b

住
6

住
1
2
1
-1

2
4
,6

b
住

一
括

,カ
マ

ド
8
,1

2
土

師
器

甕
(2

7
.6

)･
―

･
残

1
6
.7

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
･

指
頭

痕
約

1
/4

反
転

実
測

6
b

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
内

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
2

1
5

6
b

住
6

住
4
6
,1

1
4
,1

2
2
,1

2
5
,6

b
住

カ
マ

ド
5
,6

,9
,一

括
土

師
器

甕
(3

4
.2

)･
―

･
残

1
7
.8

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
･

指
頭

痕
破

片
反

転
実

測
6
b

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
内

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
2

1
6

6
b

住
6
b

住
カ

マ
ド

4
,1

0
,一

括
土

師
器

甕
―

･―
･

残
1
8
.4

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
･

指
頭

痕
破

片
6
b

住
カ

マ
ド

内

5
2

1
7

6
b

住
6

住
2
6
,2

3
灰

釉
陶

器
壷

―
･―

･
残

3
.0

―
黄

灰
色

密
良

外
:釉

,内
:横

ナ
デ

破
片

外
面

に
釉

付
着

反
転

実
測

6
b

住
南

東
隅

,カ
マ

ド
周

辺

5
3

1
8

6
住

6
住

一
括

土
師

器
蓋

(1
6
.8

)･
―

･
残

1
.3

―
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

黒
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
6

住
覆

土

5
3

1
9

6
住

6
住

1
4

灰
釉

陶
器

壷
―

･―
･

残
6
.4

―
黄

灰
色

密
良

外
:横

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

外
面

釉
付

着
反

転
実

測
6

住
覆

土

5
3

2
0

6
住

6
住

一
括

,K
1
3

№
1
,一

括
灰

釉
陶

器
高

台
付

坏
―

･(
8
.8

)･
残

1
.7

―
灰

白
色

密
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
外

･
内

面
釉

付
着

･
付

高
台

反
転

実
測

6
住

覆
土

5
3

2
1

6
住

M
1
2

№
6
8

古
墳

坏
―

･―
･

残
1
.5

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
,内

:横
ナ

デ
,底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
破

片
底

部
丸

底
･

内
面

す
す

付
着

反
転

実
測

6
住

覆
土

古
墳

5
3

2
2

6
住

6
住

一
括

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
4
.7

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
丸

棒
状

工
具

に
よ

る
沈

線
6

住
覆

土
弥

生
中

期

5
3

1
7

住
7

住
1
1
,2

3
,一

括
土

師
器

坏
1
0
.0

・
4
.5

・
4
.2

4
5
.0

％
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:放
射

状
暗

分
,底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

約
3
/4

7
住

覆
土

5
3

2
7

住
7

住
1
6
,3

1
,一

括
土

師
器

坏
―

･6
.0

･
残

2
.9

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:放
射

状
暗

分
,底

:ヘ
ラ

削
り

破
片

反
転

実
測

7
住

覆
土

5
3

3
7

住
7

住
3
8

土
師

器
坏

―
･(

5
.3

)･
残

0
.6

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

破
片

底
部

墨
書

「
田

」
反

転
実

測
7

住
覆

土

5
3

4
7

住
7

住
1

灰
釉

陶
器

壷
―

･5
.8

･
残

1
.5

―
黄

褐
色

密
良

底
:回

転
糸

切
り

未
調

整
破

片
底

部
に

釉
付

着
反

転
実

測
7

住
覆

土

5
3

5
7

住
7

住
4
2

土
師

器
坏

(1
6
.6

)･
―

･
残

4
.8

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
―

破
片

器
面

磨
耗

顕
著

反
転

実
測

7
住

カ
マ

ド
周

辺

第
９
表
　
滝
沢
遺
跡
Ⅱ
区
土
器
観
察
表
（
4
）
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図
番 号

遺
構

注
記

番
号

種
別

器
種

口
径

･
底

径
･

器
高

(㎝
)

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

5
3

6
7

住
7

住
一

括
須

恵
器

坏
(1

4
.0

)･
―

･
残

3
.0

―
灰

オ
リ

ー
ブ

色
白

･
黒

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

7
住

覆
土

5
3

7
7

住
7

住
3
3
,4

3
,4

4
,一

括
土

師
器

甕
(2

6
.0

)･
―

･
残

9
.0

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
7

住
カ

マ
ド

周
辺

5
3

8
7

住
7

住
5
,4

5
,4

6
土

師
器

甕
―

･(
9
.2

)･
残

1
4
.7

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
,底

:木
葉

痕
破

片
反

転
実

測
7

住
覆

土
,カ

マ
ド

周
辺

5
4

1
1

竪
穴

1
竪

4
土

師
器

坏
(1

1
.6

)･
―

･
残

1
.6

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

反
転

実
測

1
竪

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

5
4

2
1

竪
穴

1
竪

4
4

土
師

器
坏

(1
7
.2

)･
―

･
残

2
.8

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
破

片
反

転
実

測
1

竪
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

5
4

3
1

竪
穴

1
竪

2
2
,2

3
,3

7
土

師
器

小
甕

(1
5
.2

)･
―

･
残

2
.9

―
赤

褐
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

1
竪

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

5
4

4
1

竪
穴

1
竪

1
7
,1

9
-2

1
,2

4
,4

1
,一

括
土

師
器

甕
(3

1
.0

)･
―

･
残

1
7
.0

―
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
破

片
反

転
実

測
1

竪
覆

土
1
0
c

第
2

四
半

期

5
4

5
1

竪
穴

1
竪

7
,1

0
-1

2
,2

5
,4

2
,一

括
土

師
器

甕
(3

4
.0

)･
―

･
残

2
4
.0

―
褐

色
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
約

1
/6

反
転

実
測

1
竪

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

5
4

6
1

竪
穴

1
竪

5
,1

5
土

師
器

甕
(3

4
.0

)･
―

･
残

6
.0

―
赤

褐
色

白
色

粒
,
石

英
,
長

石
,
雲

母
良

外
:縦

ハ
ケ

,内
:横

ハ
ケ

破
片

反
転

実
測

1
竪

覆
土

1
0
c

第
2

四
半

期

5
4

7
1

竪
穴

1
竪

3
1
,一

括
弥

生
土

器
甕

―
･―

･
残

7
.2

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
斜

位
の

条
痕

1
竪

覆
土

弥
生

中
期

5
4

8
1

竪
穴

1
竪

2
9

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
6
.0

―
に

ぶ
い

黄
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
斜

位
の

条
痕

9
と

同
一

個
体

。
1

竪
覆

土
弥

生
中

期

5
4

9
1

竪
穴

1
竪

2
8
,3

0
弥

生
土

器
甕

―
･―

･
残

6
.5

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
斜

位
の

条
痕

8
と

同
一

個
体

。
1

竪
覆

土
弥

生
中

期

5
4

1
1

溝
1

溝
一

括
,L

1
0

№
2
,L

1
1

一
括

,M
1
2

一
括

古
墳

黒
色

坏
(1

1
.8

)･
―

･
残

3
.4

―
黒

褐
色

赤
･

黒
色

粒
良

外
:ヘ

ラ
削

り
後

全
面

横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
約

1
/4

黒
色

土
器

反
転

実
測

1
溝

覆
土

,包
含

層
6
c

5
4

2
1

溝
1

溝
一

括
,K

1
2

一
括

,L
1
2

№
2
6
,M

1
1

№
6
6
,7

0
古

墳
坏

（
赤

彩
）

(1
5
.7

)･
―

･
残

2
.9

―
赤

色
白

色
粒

良
外

:ヘ
ラ

削
り

後
全

面
横

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

内
外

赤
彩

反
転

実
測

1
溝

覆
土

,包
含

層
6
c

5
4

3
1

溝
1

溝
8
,一

括
古

墳
S

字
状

口
縁

台
付

甕
(1

4
.6

)･
―

･
残

3
.1

―
黒

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,
石

英
,

雲
母

良
外

:斜
ハ

ケ
後

ヘ
ラ

削
り

,内
:指

頭
痕

破
片

反
転

実
測

1
溝

覆
土

4
c

後
半

～
末

5
4

4
1

溝
1

溝
5
,6

,一
括

古
墳

台
付

甕
―

･(
9
.0

)･
残

4
.9

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

良
外

:縦
ミ

ガ
キ

,内
:指

頭
痕

破
片

脚
部

破
片

反
転

実
測

1
溝

覆
土

4
c

末

5
5

1
Ⅱ

'区
ト

レ
ン

チ
ト

レ
ン

チ
一

括
弥

生
土

器
壷

―
･―

･
残

3
.2

―
黒

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
や

や 良
外

:条
痕

,内
:横

ナ
デ

破
片

植
物

枝
茎

束
に

よ
る

矢
羽

状
条

痕
耕

作
土

弥
生

後
期

5
5

2
N

1
4

N
1
4

№
1

縄
文

土
器

深
鉢

―
･―

･
残

4
.5

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

や
や 良

内
:横

ナ
デ

半
裁

竹
管

に
よ

る
矢

羽
状

文
,ボ

タ
ン

状
貼

付
文

流
路

諸
磯

ｃ

5
5

3
L
1
3

L
1
3

№
2
1

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
4
.2

―
黒

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
横

位
条

痕
,口

唇
部

棒
状

工
具

に
よ

る
キ

ザ
ミ

包
含

層
弥

生
中

期

5
5

4
L
1
3

L
1
3

№
1
6

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
3
.7

―
明

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
斜

位
条

痕
,口

唇
部

棒
状

工
具

に
よ

る
キ

ザ
ミ

包
含

層
弥

生
中

期

5
5

5
N

1
2

6
住

3
7

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
4
.2

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
丸

棒
状

工
具

に
よ

る
横

位
の

条
痕

,口
唇

外
側

丸
棒

状
工

具
に

よ
る

楕
円

形
の

く
ぼ

み
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

6
L
1
3

L
1
3

№
1
5
,2

3
弥

生
土

器
甕

―
･―

･
残

8
.0

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

,金
雲

母
や

や 良
外

:条
痕

,内
:横

ナ
デ

破
片

植
物

枝
茎

束
に

よ
る

横
位

条
痕

,口
唇

ヘ
ラ

状
工

具
に

よ
る

円
形

の
凹

み
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

7
N

1
1

6
住

3
8

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
4
.2

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
の

横
位

条
痕

,口
唇

部
長

円
形

の
凹

み
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

8
M

1
1

M
1
1

一
括

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
3
.0

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:回

転
縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
口

唇
部

に
小

突
起

9
～

11
と

同
一

個
体

。
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

9
M

1
1

M
1
1

№
3
3

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
3
.9

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

や
や 良

外
:回

転
縄

文
･

横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
口

縁
部

直
下

か
ら

縄
文

帯
、

無
文

帯
、

縄
文

帯
の

文
様

構
成

8
・

1
0
・

1
1

と
同

一
個

体
。

包
含

層
弥

生
中

期

5
5

1
0

M
1
1

M
1
1

№
3
0

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
4
.0

―
灰

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
や

や 良
外

:回
転

縄
文

･
条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
縄

文
帯

下
部

に
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
斜

位
条

痕
8・

9・
11

と
同

一
個

体
。

包
含

層
弥

生
中

期

5
5

1
1

M
1
1

M
1
1

№
2
8

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
3
.9

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:回

転
縄

文
･

条
痕

,内
:横

ナ
デ

破
片

縄
文

帯
下

部
に

植
物

枝
茎

束
に

よ
る

斜
位

条
痕

8
～

10
と

同
一

個
体

。
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

1
2

N
1
4

N
1
4

№
2

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
7
.5

―
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
斜

位
条

痕
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

1
3

M
1
1

M
1
1

№
2
9

弥
生

土
器

甕
―

･―
･

残
4
.9

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
植

物
枝

茎
束

に
よ

る
縦

･
横

位
条

痕
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

1
4

K
1
3

5
住

27
6
-2

79
,一

括
,床

下
一

括
弥

生
土

器
壷

3
1
.6

･―
･

残
1
1
.9

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,
石

英
,

雲
母

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
約

1
/8

丸
棒

状
工

具
に

よ
る

横
･

縦
位

条
痕

5
住

貼
床

下
包

含
層

弥
生

中
期

5
5

1
5

N
1
6

N
1
6

№
1

弥
生

土
器

壷
o
r
鉢

―
･―

･
残

4
.0

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:ミ

ガ
キ

,内
:横

ナ
デ

破
片

沈
線

で
三

角
形

の
区

画
包

含
層

弥
生

中
期

第
９
表
　
滝
沢
遺
跡
Ⅱ
区
土
器
観
察
表
（
5
）
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図
番 号

遺
構

注
記

番
号

種
別

器
種

口
径

･
底

径
･

器
高

(㎝
)

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

5
5

1
6

N
1
4

N
1
4

№
5

弥
生

土
器

甕
(1

9
.4

)･
―

･
残

4
.1

―
褐

灰
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や 良
外

:櫛
描

文
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

口
縁

部
ク

シ
状

工
具

に
よ

る
右

回
り

の
櫛

描
波

状
文

,頸
部

櫛
描

簾
状

文
包

含
層

弥
生

後
期

5
5

1
7

K
12

・
13

5
住

1
2
1
,1

2
5
-1

2
7
,1

3
1
, 

1
6
0
,1

6
6
,1

6
7
,1

7
0
-1

7
4
 

,2
7
3
,一

括
弥

生
土

器
壷

―
･―

･
残

1
9
.2

―
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や 良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
丸

棒
状

工
具

に
よ

る
横

位
条

痕
･

矢
羽

状
条

痕
5

住
覆

土
,貼

床
下

包
含

層
弥

生
中

期

5
6

1
8

K
12

・
13

M
11・

12
,5

住

L
1
2

№
5
3
,L

1
3

一
括

,M
1
1

№
3
,M

1
2

№
2
3
,5

住
一

括
古

墳
黒

色
坏

(1
1
.6

)･
―

･
残

4
.5

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,雲
母

良
外

:ヘ
ラ

削
り

･
ミ

ガ
キ

,内
:ミ

ガ
キ

約
1
/4

反
転

実
測

包
含

層
,5

住
覆

土
6
c

5
6

1
9

L1
2,

M
13

L
1
2

№
7
,M

1
1

一
括

古
墳

坏
（

赤
彩

）
(1

3
.8

)･
―

･
残

3
.0

―
赤

褐
色

白
色

粒
良

外
:ヘ

ラ
削

り
後

全
面

横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
内

外
赤

彩
反

転
実

測
包

含
層

6
c

5
6

2
0

M
1
1

M
1
1

№
5
0
,7

4
古

墳
小

型
碗

(1
1
.0

)･
―

･
残

5
.6

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:ヘ

ラ
削

り
･

ミ
ガ

キ
,内

:ミ
ガ

キ
破

片
反

転
実

測
包

含
層

4
c

後
半

～
末

5
6

2
1

M
11
・

12
M

1
1

№
3
7
,M

1
2

№
1
7

古
墳

甕
―

･―
･

残
3
.6

―
浅

黄
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や 良

外
:ヘ

ラ
削

り
･

ミ
ガ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
包

含
層

古
墳

5
6

2
2

M
1
2

M
1
2

№
3
0

土
師

器
坏

(1
3
.4

)･
(6

.0
)･

3
.9

(4
4
.8

)
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:花
弁

状
暗

文
破

片
反

転
実

測
包

含
層

9
c

後
半

5
6

2
3

K
1
2

K
1
2

№
8

土
師

器
坏

(1
1
.6

)･
―

･
残

2
.9

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

内
体

部
墨

書
「

夲
」

反
転

実
測

包
含

層
9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
6

2
4

M
1
2

M
1
2

№
4
3

土
師

器
内

黒
坏

―
･(

4
.4

)･
残

6
.2

―
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,底
:回

転
糸

切
り

＋
ヘ

ラ
削

り
約

1
/5

包
含

層
1
0
c

第
2

四
半

期

5
6

2
5

L
1
1

L
1
1

№
2
8

土
師

器
坏

(1
2
.4

)･
―

･
残

3
.2

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
破

片
反

転
実

測
包

含
層

9
c

末
-1

0
c

初
頭

5
6

2
6

M
1
1

1
溝

3
土

師
器

坏
―

･(
6
.0

)･
残

2
.2

―
明

赤
褐

色
赤

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:放
射

状
暗

文
,底

:ヘ
ラ

削
り

？
破

片
反

転
実

測
包

含
層

9
c

後
半

5
6

2
7

M
1
1

M
1
1

№
2
0
,一

括
土

師
器

内
黒

坏
―

･(
4
.8

)･
残

2
.3

―
に

ぶ
い

橙
色

赤
･

白
色

粒
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,底
:ヘ

ラ
削

り
？

破
片

外
体

部
墨

書
？

反
転

実
測

包
含

層
1
0
c

前
半

5
6

2
8

K1
2・

5
住

K
1
2

№
3
0
,3

3
,5

住
一

括
土

師
器

内
黒

坏
―

･6
.4

･
残

4
.0

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,内
:螺

旋
状

･
放

射
状

暗
文

,底
:

回
転

ヘ
ラ

削
り

約
1
/4

反
転

実
測

包
含

層
,5

住
覆

土
1
0
c

前
半

5
6

2
9

R
1
6

R
1
6

№
1
-3

土
師

器
皿

(1
4
.3

)･
(4

.2
)･

3
.3

(2
9
.4

)%
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

外
:回

転
ヘ

ラ
削

り
,内

:花
弁

状
暗

文
,底

:ヘ
ラ

削
り

約
1
/3

口
縁

部
歪

み
有

り
撹

乱
9
c

第
2

四
半

期

5
6

3
0

L
1
2

L
1
2

№
8
7

土
師

器
ロ

ク
ロ

甕
―

･(
9
.0

)･
残

1
.6

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,雲
母

良
底

:回
転

糸
切

り
＋

ヘ
ラ

削
り

破
片

胎
土

土
師

器
坏

･
皿

と
同

じ
反

転
実

測
包

含
層

5
6

3
1

M
1
1

M
1
1

№
3
8

土
師

器
ロ

ク
ロ

甕
―

･(
6
.0

)･
残

2
.9

―
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
色

粒
良

底
:回

転
糸

切
り

＋
ヘ

ラ
削

り
破

片
胎

土
土

師
器

坏
･

皿
と

同
じ

反
転

実
測

包
含

層

5
6

3
2

K
1
1

K
1
1

№
3

須
恵

器
壷

―
･―

･
残

3
.0

―
黄

灰
色
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 第 4 節　Ⅲ区の遺構と遺物

　Ⅲ区からは土坑 14 基、柱穴 7 基が検出されている。遺物は土坑内から時期不明の土器が出土しているのみで

あり、遺構外からは出土していない。

第 1項　土坑（遺構 第 60 図、第 61 図、第 62 図／遺物 第 63 図）

　Ⅲ区で検出された土坑は 14 基あり、いずれもⅢ B5 層上面から掘り込まれる。ほとんどがⅢ区中央部におい

て検出されている。

　土坑の平面形は楕円形・不整楕円形があり、断面形は擂鉢形のものが最も多く、ほかに鍋底形のものがある。

土坑内の堆積は暗褐色土・黒褐色土がレンズ状に堆積するものが多く、自然堆積に近い状況を示している。

　土坑内からは底面において炭化材・焼土が検出される例（1 号土坑）、壁面に炭化材が検出される例（9 号土坑）

がある。1 号土坑底面から検出された炭化材について自然科学分析を行った結果、滝沢遺跡周辺に一般的にみら

れるカエデ属と同定され（第 6 章）、周囲に焼土が確認されていることから、火の使用に伴う燃焼材等の一部が

炭化、残存した可能性が指摘される。遺物は 4・9 号土坑の覆土中から出土しているが、時期は不明である。

　土坑の詳細なデータについては第 13 表を参照されたい。

第 2項　柱穴（遺構 第 62 図）

　7 基の柱穴が確認され、いずれもⅢ B5 層上面から掘り込まれる。ほとんどがⅢ区北側に分布するが、建物跡

などのような規則的な配置は見られない。

　円形・長円形・楕円形・不整楕円形の４つの平面形があり、規模は直径 30㎝～ 80㎝、深さ 7 ～ 28㎝のものがある。

遺物は出土しておらず、時期は不明である。

　滝沢遺跡Ⅲ区の柱穴の詳細なデータについては第 13 表を参照されたい。

第 13表　Ⅲ区土坑・柱穴一覧表
番号 図 位置 時期 平面形 断面形 長軸・短軸・深さ (m) 備考

1 号土坑 60 V-25 − 楕円形 擂鉢形 1.95・1.70・0.94 底面で焼土・炭化材検出。

2 号土坑 60 W-25 − 不整楕円形 擂鉢形 1.54・1.36・0.34 覆土中より時期不明土器片出土。

3 号土坑 60 V-26 − 不整長楕円形 擂鉢形 (2.50)・1.82・0.56

4 号土坑 61 W-25 − 楕円形 擂鉢形 1.14・0.98・0.27 覆土中より時期不明土器片出土。

5 号土坑 61 W-25・26 − 楕円形？ 鍋底形 −・0.51・0.14 6 号土坑を切る。

6 号土坑 61 W-25・26 − 楕円形？ 鍋底形 −・0.59・0.14 5 号土坑に切られる。

7 号土坑 61 W-27 − − 擂鉢形 −・1.19・0.22

8 号土坑 61 X-26 − 長円形 鍋底形？ 1.32・0.77・0.15

9 号土坑 61 Y-25・26 − 楕円形 擂鉢形 1.92・1.53・0.52 北側壁面で炭化材検出。

10 号土坑 61 Y・Z-25 − 不整楕円形 擂鉢形 1.54・0.85・0.18

11 号土坑 62 X-26 − 楕円形？ 鍋底形 1.19・1.02・0.21 ｻﾌ ﾄ゙レンﾁに切られる。

12a 号土坑 62 X-26 − − 鍋底形 −・1.05・0.21 12b 号土坑に切られる。

12b 号土坑 62 X-26 − − 擂鉢形 −・1.34・0.12 12a 号土坑を切る。

13 号土坑 62 Y・Z-28 − 円形 擂鉢形 0.81・0.75・0.18

1 号柱穴 62 W-26 − 円形 鍋底形 0.40・0.37・0.21

2 号柱穴 62 Y-28 − 楕円形 擂鉢形 0.40・0.38・0.15

3 号柱穴 62 Y-28 − 不整楕円形 鍋底形 0.63・0.31・0.07

4 号柱穴 62 Y-27・28 − 円形 擂鉢形 0.38・0.35・0.19

5 号柱穴 62 Y-27 − 長円形 擂鉢形 0.69・0.20・0.11

6 号柱穴 62 Y-27 − 円形 鍋底形 0.40・0.37・0.09

7 号柱穴 62 Y-24 − 楕円形 擂鉢形 0.55・0.48・0.28
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焼土

炭

１号土坑
１：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア少量。
２：黒褐色土層。径約 2㎝以下礫少量。径約 3㎜以下橙色スコリアやや多量。径約 5㎜以下炭化材多量。
３：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫、径約 5㎜以下橙色スコリア、径約 2㎝以下炭化材やや多量。
４：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫、径約 5㎜以下橙色スコリア・炭化材少量。
５：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫多量。径約 5㎜以下橙色スコリア・炭化材少量。
６：暗褐色砂質土層。径約 1㎝以下礫多量。

２号土坑
１：褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア少量。
２：黒褐色シルト土層。径約 1㎝以下礫・炭化材、径約 3㎜以下橙色スコリア少量。
３：暗褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア少量。
４：暗褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア・炭化材少量。

３号土坑
１：黒褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 2㎜以下橙色スコリア、径約 3㎜以下炭化材少量。
２：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 2㎜以下橙色スコリア、径約 3㎜以下炭化材少量。
３：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫、径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
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第 ６０ 図　滝沢遺跡Ⅲ区１〜３号土坑
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炭

４号土坑
１：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下褐色土粒少量。
２：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜以下礫・橙色スコリア少量。
３：黒褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 2㎜以下橙色スコリア、径約 5㎜以下炭化材少量。
４：暗褐色土層。径約 3㎜以下礫・橙色スコリア、径約 5㎜以下炭化材少量。
５：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫少量。

８号土坑
１：黒褐色土層。暗褐色土層。径約 3㎝以下礫、径約 5㎜以下橙色
スコリア少量。

９号土坑
１：黒褐色土層。径約 5㎜以下礫少量。径約 3㎜以下橙色スコリア、径約 2㎝以下炭化材やや多量。
２：暗褐色砂質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア少量。径約 2㎝以下炭化材やや多量。
３：暗褐色土層。径約 5㎜以下礫やや、径約 3㎜以下橙色スコリア少量。

10 号土坑
１：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下礫、径約
5㎜以下橙色スコリアやや多量。

７号土坑
１：暗褐色シルト質土層。径約 2㎜以下礫、径約 5㎜以下橙色スコリア少量。
２：黒褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア少量。径約 1㎝以下炭化材やや多量。
３：黒褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 3㎜以下橙色スコリア、径約 5㎜以下炭化
材少量。

４：暗褐色土層。径約 5㎜以下礫、径約 3㎜以下橙色スコリア、径約 1㎝以下炭化
材少量。

５：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫やや多量。径約 3㎜以下橙色スコリア、径約 1㎝
以下炭化材少量。

５号土坑・６号土坑（５号土坑：１・２層、６号土坑：3層）
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 5㎜以下橙色スコリア、径約 3㎜以下炭化材少量。
２：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下礫微量。径約 3㎜以下橙色スコリア、径約 5㎜以下
炭化材少量。

３：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下礫多量。径約 5㎜ 以下橙色スコリア、径約 3㎜ 以下炭化材
少量。
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第 ６１ 図　滝沢遺跡Ⅲ区４〜 １０ 号土坑
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11 号土坑
１：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリアやや多量。

径約 3㎜以下炭化物少量。
２：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 3㎜以下炭化材少

量。
３：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 3㎜以下橙色スコ

リア、径約 5㎝以下炭化材少量。
４：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫多量。
５：褐色土層。径約 5㎜以下礫少量。

12 号土坑
１：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下礫少量。
２：黒褐色土層。径約 3㎝以下礫、径約 3㎜ 以下
橙色スコリア少量。径約 5㎜ 以下炭化材やや
多量。

３：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 3㎜ 以下
橙色スコリア少量。

４：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫、径約 5㎜ 以下
橙色スコリア少量。

５：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫やや多量。径約
5㎜以下橙色スコリア少量。

６：褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。
７：砂礫層。径約 5㎝以下の砂礫を主体とする。

13 号土坑
１：黒褐色土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア
少量。径約 1㎝以下炭化材やや多量。
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1

1
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２号土坑 ４号土坑

滝沢遺跡Ⅲ区

第 14表　滝沢遺跡Ⅲ区土器観察表
図 番
号 区 遺構 注記番号 種別 器種

口径 ･ 底系 ･ 器高
（㎝）

色調 胎土 焼
成 調整

残
存
率

特徴 備考 出土位置 時期

63 1 3 2 土 2 土 1,4,5 甕？ (25.7)･―･ 残 3.5 黒色
赤 ･ 白 ･ 黒色粒 , 石英 ,
雲母

良
外 : 横ナデ ･ ヘラ削り , 内 :
横ミガキ

破片
2 と同一個
体 , 反転実測

2 土覆土 弥生中期～古墳前期

63 2 3
2 土
11 土

2 土 2,3
11 土一括

甕？ ―･―･ 残 8.4 灰黄褐色
赤 ･ 白 ･ 黒色粒 , 石英 ,
雲母

良
外 : 横ナデ ･ ヘラ削り , 内 :
横ミガキ

破片 1 と同一個体 2 土、11 土覆土 弥生中期～古墳前期

63 1 3 4 土 4 土１ 甕？ ―･―･ 残 4.6 黒褐色 白色粒 , 石英 , 雲母 良 外 : ミガキ , 内 : ミガキ 破片 4 土覆土

第 ６3 図　滝沢遺跡Ⅲ区 ２号土坑 ・４ 号土坑出土遺物
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第 4章　疱橋遺跡

第 1 節　調査の方法と基本層序
第 1項　調査の方法

　疱橋遺跡は北側にある山地の急斜面から、南を流れる西川沿いの緩斜面への地形転換部分、標高約 878 ｍの

地点にある。

　疱橋遺跡のある富士河口湖町河口地区には古代官道の河口駅の存在が推定され、近世まで鎌倉往還が存在して

いたところである。地籍図（第 66 図）によると鎌倉往還は河口集落より西川左岸をとおり、今回の発掘調査地

点付近で西川を渡り、西川と合流する御坂川に沿って御坂峠へと続いていく。　

　本遺跡は平成 17 年 3 月に行った試掘調査結果、新たに発見された遺跡で、地表から約 4 ～ 5m の深さで堆積

する盛り土層下の黒褐色土層中から縄文時代（第 65 図 1 ～ 3）・古墳時代の土器が出土している。また、平成

17 年 6 月に平成 17 年 3 月試掘調査地点の南西側において遺跡範囲確認のための試掘調査を行い、3 本のﾄレン

ﾁのうち、北東がわの 1 号ﾄレンﾁで古墳時代の遺物包含層が確認された。

　この結果を受けて平成 17 年 6 月に山梨県土木部・学術文化財課・山梨県埋蔵文化財センターとで協議を行い、

工事によって破壊が及ぶ平成 17 年 6 月試掘区を対象に平成 17 年 8 月に発掘調査を実施することとなった。

　調査の方法は油圧ショベルを用いて表土剥ぎを行ったあと、人力による掘り下げ、精査、および遺構・遺物の

検出、記録を行った。

　調査区内のグリッドは 5m 方眼で設定し、南北方向を南から北に 1 ～ 3 の算用数字を、東西方向を西から東に

A ～ C のアルﾌァベッﾄを付した。

第 2項　基本層序（第 68 図、第 70 図）

　疱橋遺跡の層序は第 68 図のとおり 15 層の堆積が確認された。15 層は大きく表土層および盛土層 A 層、斜面

上部からの崩落土の B 層、流路・自然堆積の C・D 層、斜面地に形成された自然堆積の E・F 層に大別される。

各土層の詳細は以下のとおりである。

A 層　A1 ～ A3 層の 3 つの細別層がある。最上層の A1 層は表土層、A2・3 層は近世～現代まで盛土層で現在

の地形を形成している。

A1 層：表土層（腐植土）。暗褐色土層。径約 5㎝以下礫多量含む。

A2 層：褐色土層。径約 3㎝以下礫多量含む。盛土層？

A3 層：黄褐色土層。径約 6㎝以下礫多量、径約 3㎜以下橙色スコリア少量含む。近代～現代の遺物を含む

盛土層。

B 層　奈良・平安時代の遺物を包含する暗褐色土層（包含層①）である。調査区の北側一部分に限定され、また

下層にある旧流路中より古墳時代から近世までの遺物が出土していることから、調査区北側斜面地からの崩落土

層と考えられる。

B 層：暗褐色土層。径約 2㎝以下の礫を多量、径約 3㎜以下の橙色スコリアを少量含む。奈良・平安時代の

遺物を含む流れ込み層。

C 層　B 層下にあり河川堆積によると考えられる。

C 層：砂礫層。径約 30㎝以下の礫をきわめて多量に含む。

D 層　2 つの細別層からなり C 層下の調査区北側の斜面地寄りに D1 層が、南側に河川堆積による D2 層が堆積

している。古墳時代～近世の遺物を覆土中に含む旧流路は C1 層下、D1・2 層上面に存在する。D2 層は 1m 以

上堆積していることが確認されており、調査区南は河川の影響を受けていることが分かる。

D1 層：褐色土層。径約 10㎝以下礫多量含む。

D2 層：砂礫層。径約 5㎝以下の礫を主体とする河川堆積層。



− 93 −

E 層　E 層は 3 層に細別され、古墳時代の遺物を包含する褐色スコリア質の E1 層（包含層②）、弥生時代後期の

遺物を包含する褐色土の E2 層（包含層③）、縄文時代晩期から弥生時代初頭の遺物を包含する暗褐色土の E3 層

（包含層④）からなる。北側斜面部の D1 層下に堆積し南側は流路により削られていると考えられる。

E1 層：褐色スコリア質土層。径約 2㎝以下礫、径約 1㎝以下黄褐色土粒少量含む。古墳時代遺物包含層。

E2 層：褐色土層。径約 3㎝以下の礫多量含む。弥生時代後期遺物包含層。

E3 層：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫やや多量含む。縄文時代晩期～弥生時代初頭遺物包含層。

F 層　E 層下の自然堆積層で、北側斜面部の E 層下に堆積する。

F1 層：暗褐色土層。径約 5㎝以下礫やや多量、径約 1 ～ 10㎝の褐色土粒多量。

F2 層：黄褐色砂礫層。径約 2㎝以下の礫を主体とする。

F3 層：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫やや多量含む。

F4 層：黒色シルﾄ質土層。径約 2㎝以下礫少量。

F5 層：黄褐色土層。径約 3㎝以下の礫やや多量。

第 2 節　遺構と遺物
　疱橋遺跡では、近世のものと思われる石列・階段状遺構、自然流路、縄文時代～古墳時代にかけての遺物包含

層が確認された。

第 1項　石列・階段状遺構（遺構 第 67 図、第 68 図）

〔位置〕A・B・C・D-1 グリッドにある。調査区南壁際に位置し、試掘ﾄレンﾁ、ｻブﾄレンﾁに切られる。A 層下、

C 層上面において検出。

〔形状〕石列は 20 ～ 30㎝大の礫を川側に面をそろえて東西方向に 1 列に並べられ、D-1 グリッドにおいて階段

状遺構につながる。途中 C-1 グリッドにおいて南に曲がり調査区外へ伸びる。石列より南側は盛土層が堆積し、

調査区南壁際にあるため地山層までの掘削は行えなかったが、山側より低くなっていると考えられ、土地区画な

どの石列・石垣の可能性がある。

　石列東側の階段状遺構は、川沿いを通る旧鎌倉街道から石列によって区切られた区画への上るための階段と考

えられる。

〔時期〕石列・階段状遺構からの遺物は出土しなかったが、検出層位により近世から現代の所産と考えられる。

第 2項　流路（遺構 第 69 図／遺物 第 71 図）

〔位置〕A-1・2、B-1・2・3、C-2・3 グリッドにある。調査区北東壁際に位置し、試掘ﾄレンﾁ、ｻブﾄレンﾁ

に切られる。C 層下、D 層上面において検出。

〔形状〕調査区外にのびており全体形は不明であるが、確認された箇所で長さ 11 ｍ、幅 3.4 ｍ、深さ 0.2 ｍを測る。

〔遺物の出土状況〕縄文時代晩期の土器（1）の一部、古墳時代の壺破片（6）、平安時代の須恵器壺（9）が出土

したほか、古墳時代～近世の遺物が出土している。

第 3項　遺構外出土遺物（遺構 第 69 図、第 70 図／遺物 第 71 図）

　調査区南東側の A 層下よりキセル（13・14）が出土したほか、調査区東側の E 層（包含層②～③）中より多

数の遺物が出土した。E1 層（包含層②）から古墳時代前期のＳ字状口縁台付甕の口縁部破片（7）が、E2 層（包

含層③）から弥生時代後期の甕（4）が E3 層（包含層④）からは縄文時代晩期末～弥生時代初頭の深鉢形土器（1

～ 3）が出土している。
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A1 層：表土層（腐植土）。暗褐色土層。径約 5㎝以下礫多量含む。
A2 層：褐色土層。径約 3㎝以下礫多量含む。盛土層？
A3 層：黄褐色土層。径約 6㎝以下礫多量、径約 3㎜以下橙色スコリア少量
Ｂ層：暗褐色土層。径約 2㎝以下の礫を多量、径約 3㎜以下の橙色スコリアを少量含む。奈良・平安時代の遺物を含む流れ込み層。
Ｃ層：砂礫層。径約 30㎝以下の礫をきわめて多量に含む。
D1 層：褐色土層。径約 10㎝以下礫多量含む。
D2 層：砂礫層。径約 5㎝以下の礫を主体とする河川推積層。
E1 層：褐色スコリア質土層。径約 2㎝以下礫、径約 1㎝以下黄褐色土粒少量含む。古墳時代遺物包含層。
E2 層：褐色土層。径約 3㎝以下の礫多量含む。弥生時代後期遺物包含層。
E3 層：暗褐色土層。径約 3㎝以下礫やや多量に含む。縄文時代晩期遺物包含層。
F1 層：暗褐色土層。径約 5㎝以下礫やや多量、径約 1～10㎝の褐色土粒多量。
F2 層：黄褐色土層。径約 2㎝以下の礫を主体とする。
F3 層：暗褐色土層。径約 2㎝以下礫やや多量含む。
F4 層：黒色シルト質土層。径約 2㎝以下礫少量。
F5 層：黄褐色土層。径約 3㎝以下の礫やや多量。
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第 5章　谷抜遺跡

第 1 節　調査の方法と基本層序
第 1項　調査の方法

　谷抜遺跡は、平成 17 年度に行われた試掘調査により新たに発見された遺跡で、試掘調査時には中世と思われ

る柱穴 13 基と時期不明土坑 1 基、縄文時代早期の遺物包含層が発見されていた。本調査は平成 18 年 5 月から

行われ、約 3 ヶ月間の調査日程を行った。また、本調査時には、掘削土置き場の確保のため、調査区を北と南

の 2 区画に分け、北側の約 700㎡をⅠ区、南側の約 550㎡をⅡ区と呼称した。

　調査の方法は油圧ショベルを用いて試掘調査時に確認された遺構検出面まで土砂を平坦に取り除き、人力によ

る掘り下げ、精査、および遺構・遺物の検出、記録を行った。その後、下層の縄文時代早期包含層まで人力およ

び油圧ショベルにより土砂を取り除き、人力による掘り下げ、精査、および遺構・遺物の検出、記録を行った。

　調査区内のグリッドは 5 ｍ方眼で設定し、南北方向を南から北に 123．．．の算用数字を、東西方向を西から東

に ABC．．．のアルファベットを付した。

第 2項　基本層序（遺構 第 74 図、第 75 図）

　谷抜遺跡の層序は第 74・75 図のとおり 27 層の堆積が確認され、大きく以下の 10 層に大別される。

A 層：耕作土

B 層：表土下黒褐色土層・平安時代遺物包含層

C 層：黒褐色・暗黄褐色スコリア質土層

D 層：スコリア下自然堆積の黒褐色・暗褐色土層

E 層：黒褐色土の縄文時代中期末～後期前半遺物包含層

F 層：暗黄褐色・褐色土の自然堆積層

G 層：暗黄褐色土の縄文時代前期前半～中期後半遺物包含層

H 層：黒褐色シルト質土の縄文時代早期後半～前期初頭遺物包含層

I 層：黒褐色・暗褐色シルト質土の自然堆積層

J 層：黄褐色土・黄褐色砂礫の自然堆積層

　各土層の詳細は以下のとおりである。

A 層　耕作土層であり、以下の 3 つの細別層がある。近世の遺構は A 層下において確認されている。

A1 層　褐色土層。径約 2㎝以下礫少量。耕作土層。

A2 層　暗褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。耕作土層。

A3 層　黒褐色土層。根撹乱層。

B 層　A 層下に堆積する層で、以下の 3 つの細別層に分かれる。平安時代の遺構は B2 層上面および B3 層下か

ら掘り込まれる。また、B3 層からは平安時代土師器ロクロ甕片（第 107 図遺構外 61）が 1 点出土している。

B1 層　黒褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒多量。

B2 層　黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒極めて多量、径約 1㎝以下小礫多量

B3 層　黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下礫多量。

C 層　黒褐色・暗黄褐色スコリア質土の自然堆積層で、2 層に細別される。C 層上面は平安時代の遺構確認面と

なる。

C1 層　黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒少量。

C2 層　暗黄褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下白・橙色スコリア粒少量。下部に黒色スコリア純層が部分

的に入る。
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第 ７３ 図　谷抜遺跡　グリッド配置図
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第 ７４ 図　谷抜遺跡Ⅰ区遺構配置図・基本土層
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A1 層：褐色土層。径約 2㎝以下礫少量。表土層。
A2 層：暗褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。表土層。
A3 層：黒褐色土層。根撹乱層。
B1 層：黒褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒多量。
B2 層：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒きわめて多量、径約 1㎝以下小礫多量。
B3 層：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下礫多量。
C1 層：黒褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒少量。
C2 層：暗黄褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下白・橙色スコリア粒少量。下部に黒色スコリア純層が部分的に入る。
D1 層：黒褐色土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒少量。
D2 層：黒褐色土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒少量。径 3㎝以下の灰白色土粒多量。
E層：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黒色スコリア粒多量縄文時代後期遺物包含層。
F1 層：暗黄褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎝以下礫多量。
F2 層：暗黄褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量、径約 1㎝以下礫多量。
F3 層：暗黄褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量、径約 1㎝以下礫、径約 10㎝以下黄褐色土粒多量。
F4 層：褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下礫、径約 5㎝以下暗黄褐色シルト粒多量。
Ｇ 層：暗褐色土層。径約 2㎜ 以下白・橙色スコリア粒少量、径約 1㎝以下礫多量。しまり強い。縄文時代前期～中期
遺物包含層。

H1 層：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下白・橙色スコリア粒微量。径約 5㎜ 以下炭化材少量。縄文時代早期～前
期遺物包含層。

H2 層：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜以下白・橙色スコリア粒微量。径約 5㎜以下炭化材少量。径約 2㎝以下黄褐色
シルト粒少量。縄文時代早期遺物包含層。

H3 層：黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒多量。径約 5㎜ 以下炭化材少量。径約 2㎝以下黄褐色
シルト粒少量。縄文時代早期遺物包含層。

H4 層：黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒微量。径約 5㎜ 以下炭化材少量。径約 4㎝以下暗褐色
土粒多量。土坑覆土か。

I1 層：黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒多量。下部に径約 5～20㎝の暗黄褐色シルト粒を少
量含む。

I2 層：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒、径約 5～10㎝暗黄褐色シルト粒多量。
I3 層：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒、径約 5～10㎝案黄褐色シルト粒少量。
I4 層：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒多量。
J1 層：明黄褐色土層。径約 2㎝以下赤色スコリア粒多量。
J2 層：明黄褐色砂礫層。径約 5㎝以下の礫を主体とし、人頭大の礫を多量に含む。

48 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。
径約 1㎝以下暗褐色土粒多量。

２：黒褐色スコリア質土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。
径約 3㎝以下暗褐色土粒多量。

３：暗褐色スコリア質土層。径約 2㎜ 以下橙色スコリア粒、径
約 3㎜以下暗褐色土粒少量。

４：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒・暗
黄褐色土粒多量。

５：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒少量。
径約 1㎝以下暗黄褐色土粒多量。

49 号土坑
１：黒褐色土層。径約 1㎝以下白・橙・黒色スコリア粒・暗褐
色土粒・多量。

２：黒褐色土層。径約 5㎜ 以下白・橙色スコリア粒多量。径約
1㎝以下暗褐色土粒少量。径約1㎝以下黒色スコリア粒多量。
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第 ７5 図　谷抜遺跡Ⅱ区遺構配置図・基本土層
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D 層　C 層下に部分的に入る黒色スコリア純層下の自然堆積層で以下の 3 層に細別される。D3 層はⅠ区中央付

近からⅡ区中央部付近にかけての谷状地形の範囲に広く堆積するが、D1 層・D2 層は D3 層上面に部分的に堆積

する。

D1 層　黒褐色土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒少量。

D2 層　黒褐色土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒少量。径 3㎝以下の灰白色土粒多量。

D3 層　暗褐色土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒、径約 10㎝以下礫多量。

E 層　縄文時代中期末～後期前半遺物包含層。Ⅰ区南西部からⅡ区北部に広がる。縄文時代後期前半の遺構は E

層下で検出される。

E 層　黒褐色土層。径約１㎝前後の黒色スコリア粒、径約 5㎜以下橙色スコリア粒多量。

F 層　暗黄褐色・褐色土の自然堆積層で以下の 4 層の細別層がある。このうち F2 層はⅠ区中央付近からⅡ区中

央部付近にかけての谷状地形の範囲に広く堆積するが、F １層・F3 層・F4 層はⅠ区中央付近に部分的に堆積する。

F1 層　暗黄褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎝以下礫多量。

F2 層　暗黄褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量、径約 1㎝以下礫多量。

F3 層　暗黄褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量、径約 1㎝以下礫、径約 10㎝以下黄褐色土粒多量。

F4 層　褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下礫、径約 5㎝以下暗黄褐色シルト粒多量。

G 層　縄文時代前期初頭～中期後半の遺物を包含し、Ⅰ区中央付近からⅡ区中央部付近にかけての谷状地形の範

囲に広く堆積する。

G 層　暗褐色土層。径約 2㎜以下白・橙色スコリア粒少量、径約 1㎝以下礫多量。しまり強い。

H 層　黒褐色シルト質土の縄文時代早期後半～前期前半の遺物包含層で以下の 4 層に分けられる。このうち上層

の H1 層からは縄文時代早期後半から前期前半までの遺物が出土し、H2・H3 層からは縄文時代早期後半の遺物

が出土する。Ⅰ区中央付近からⅡ区中央部付近にかけての谷状地形の範囲に広く堆積する。H4 層は G-6 グリッ

ドの H3 層下で確認され、縄文早期後半の遺構の可能性がある。

H1 層　黒褐色シルト質土層。径約 5㎜以下白・橙色スコリア粒微量。径約 5㎜以下炭化材少量。

H2 層　黒褐色シルト質土層。径約 5㎜以下白・橙色スコリア粒微量。径約 5㎜以下炭化材少量。径約 2㎝

以下黄褐色シルト粒少量。

H3 層　黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒多量。径約 5㎜以下炭化材少量。径約 2㎝

以下黄褐色シルト粒少量。

H4 層　黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒多量。径約 5㎜以下炭化材少量。径約 2㎝

以下黄褐色シルト粒少量、径 4㎝以下暗褐色土粒多量。土坑覆土か。

I 層　黒褐色・暗褐色シルト質土の自然堆積層で以下の 4 層に細別される。Ⅰ区中央付近からⅡ区中央部付近に

かけての谷状地形の範囲に広く堆積する。

I1 層　黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒多量。下部に径約５～ 20㎝の暗黄褐色シル

ト粒を少量含む。

I2 層　暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒、径約 5 ～ 10㎝暗黄褐色シルト粒多量。

I3 層　暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒、径約 5 ～ 10㎝暗黄褐色シルト粒少量。

I4 層　暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒多量。

J 層　黄褐色土・黄褐色砂礫の自然堆積層。調査区北・南端の尾根上で確認される。

J1 層　明黄褐色土層。径約 2㎝以下橙色スコリア粒多量。

J2 層　明黄褐色砂礫層。径約 5㎝以下の礫を主体とし、人頭大の礫を多量含む。
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第 2 節　遺構と遺物

第 1項　土器の分類

　ここでは本節以降で記述を行う谷抜遺跡出土土器・陶磁器の分類の概要を説明し、その分類の大要を示す。本

報告では谷抜遺跡から出土した土器・陶磁器を群・類・種に分類し、それぞれローマ数字、アルファベットの大

文字、算用数字を用いて表記する。

　以下にその概要を列記する。

Ⅰ群　縄文時代早期に否定されるものを本群とする。

A 類　撚糸文が施されるもの。

B 類　沈線で主たる文様を表出するもの。

1 種　2 条の平行沈線で文様を表出するもの。

2 種　その他の沈線で文様を表出するもの。

C 類　口縁部に刺突がほどこされるもの。

D 類　短沈線による区画内に刺突文を充填するもの。

E 類　条痕文が施されるもの。

F 類　縄文が施されるもの。

1 種　胎土に繊維を含むもの。

2 種　胎土に繊維を含まないもの。

G 類　無文のもの。

Ⅱ群　縄文時代前期初頭に比定されるものを本群とする。

Ⅲ群　縄文時代中期に比定されるものを本群とする。

Ⅳ群　縄文時代後期に比定されるものを本群とする。

Ⅴ群　弥生時代に比定されるものを本群とする。

Ⅵ群　平安時代に比定されるものを本群とする。

Ⅶ群　中世に比定されるものを本群とする。

Ⅷ群　近世に比定されるものを本群とする。

第 2項　遺構

　谷抜遺跡からは掘立柱建物跡 3 軒、溝状遺構 4 条、土坑 49 基、柱穴 96 基のほか焼土遺構・灰集中が 1 基ず

つ確認された。これらの遺構の特徴は覆土の状態から以下の 5 つにわけられる。

遺構パターン①：橙色・白色のスコリア粒を多量に含む暗褐色土。表土下・C 層上面において確認され、近世・

中世の遺物を含む遺構があり、中世・近世に属すると考えられる。

遺構パターン②：暗褐色スコリア質土を主体とする。表土または B 層下、B 層中または C 層上面において掘り

込まれ、遺構中より平安時代の遺物が出土する遺構が存在することから、平安時代に属する可能性がある。

遺構パターン③：径 1㎝前後の黒色スコリアを多量に含む暗褐色土。縄文時代中期末～後期前半遺物包含層（E 層）

下より掘り込まれ、遺構中より縄文時代後期前半の遺物が出土するものが存在することから縄文時代後期前半に

属すると考えられる。

遺構パターン④：黒褐色・暗褐色のシルト質土層。縄文時代早期包後半遺物含層（H3 層）下より掘り込まれ、

遺構中に縄文時代早期後半の遺物を含むものが存在することから縄文時代早期に属すると考えられる。

遺構パターン⑤：その他。表土下で確認され、土層に特徴が見られない。遺物の出土は見られず、時期の特定は

不可能である。

　遺構パターン①・⑤の遺構は耕作土下から掘りこまれることが多く、不明な点が多いが、遺構パターン②・③・

④は、掘り込まれる層位および、その上に堆積する層位が遺構覆土に関係すると考えられる。たとえば、遺構パ
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ターン②が掘り込まれる C 層は黒褐色・暗黄褐色スコリア質土であり、遺構を覆う B 層中にもスコリア粒が多

量に含まれる。遺構パターン③は遺構を覆う E 層中に径 1㎝前後の黒色スコリア粒を多量に含み、遺構パターン

④が掘り込まれる I 層および遺構を覆う H 層はシルト質土により構成されている。このことはそれぞれの遺構

が構築される前後の時期における環境変化が関係していると考えられる。

　また、①から④の遺構パターンの時期は、遺物包含層下から掘りこまれる層位や、遺構中からの出土遺物を指

標としているが、各遺構パターンのなかには削平、土砂の流出などにより層位が異なるもの、遺物が出土しない

ものもある。それらの遺構については各遺構パターンの傾向から、可能性が高いと考えた。

　以下、柵列、溝状遺構、土坑、柱穴、その他の遺構の順番で説明していく。詳細な数値データと出土遺物の観

察などは、別掲の表（第 16 表～ 20 表）を参照されたい。

（1）柵列（掘立柱建物跡）

1号柵列（遺構 第 76 図／遺物 第 103 図、第 108 図）

〔位置〕D・E-3・4、F-3 グリッド。南西向きの緩斜面上にある。

〔形状〕62 基の柱穴が東西方向に並ぶことから 1 号柵列と呼称したが、柱穴の配置から Pit2・4・5・7 ～ 9・

17・21・23・25・26・31・34・36・45・48・57・59・60 からなる掘立柱建物跡であると考えられる。掘立柱

建物跡の規模は、東西（桁行）7.2 ｍ、南北（梁間）2.8 ｍの総柱建物で、北東部が削平により失われているが

2 間× 6 間の長方形を呈すると考えられる。東西に主軸をもち、主軸方向は N − 62°− E。柱穴の形状は方形で、

長軸 24 ～ 61㎝、深さ 4 ～ 26㎝を測る。柱間距離は東西 1.2 ～ 1.5 ｍで 1.2m が最も多く、南北は 1.2 ～ 1.6m

となる。

〔覆土〕橙・白色スコリア粒を含む暗褐色土を主体とする。遺構パターン①。

〔その他の施設〕掘立柱建物跡中央部に長軸 4.05 ｍ、短軸 0.77 ｍの溝状遺構があるが、掘立柱建物跡に付属す

る施設かどうかは不明である。その他の Pit については一覧表（第 16 表）を参照されたい。

〔遺物の出土状態〕掘立柱中央部にある溝状遺構中よりⅧ群（江戸時代後期）の蓋（第 103 図 1 柵№ 1）、蹄鉄（第

108 図№ 3）、釘（第 108 図№ 4）が、Pit11 より鎌（第 108 図№ 1）、Pit12 よりキセル（第 108 図№ 2）、Pit43

よりⅧ群（江戸時代後期）の皿（第 103 図 1 柵№ 2）が出土している。

〔時期〕江戸時代後期か。

2 号柵列（遺構 第 77 図、第 78 図、第 79 図／遺物 第 103 図）

53 基の柱穴が東西方向に並ぶことから２号柵列と呼称したが、柱穴の形状・配置から 2 軒の掘立柱建物跡であ

る考えられる、南側の掘立柱建物を 2 号柵列 A、北側の建物を 2 号柵列 B と呼称した。

〔位置〕I-13・14、J-13 ～ 15、K-13・14 グリッド。北西向きの緩斜面上にある。

〔形状〕

2 号柵列 A：中央部南側を撹乱に切られるが、東西（桁行）7.5 ｍ、南北（梁間）4.8 ｍの総柱建物で、2 間× 6

間のひし形を呈すると考えられる。東西に主軸をもち、主軸方向は N − 47°− E。柱穴の形状は方

形で長軸 27 ～ 39㎝、深さ 1.8 ～ 15.8㎝の規模となる。柱間距離は東西 1.1 ～ 1.2 ｍ、南北 2.1 ～ 2.4m

となる。

2 号柵列 B：中央部南側を撹乱に切られるが、東西（桁行）7.7 ｍ、南北（梁間）4.5 ｍの総柱建物で、2 間× 5

間のひし形を呈すると考えられる。東西に主軸をもち、主軸方向は N − 49°− E。柱穴の形状は方

形で長軸 40 ～ 69㎝、深さ 2.4 ～ 17.9㎝の規模となる。柱間距離は東西 1.5 ～ 1.7 ｍ、南北 2.1 ～ 2.3m

となる。

　柱穴の詳細については一覧表（第 17 表）を参照されたい。

〔覆土〕

2 号柵列 A：橙・白色スコリア粒を含む暗褐色土・黒褐色土を主体とする。遺構パターン①。
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2 号柵列 B：橙・白色スコリア粒を含む暗褐色土・黒褐色土を主体とする。遺構パターン①

〔遺物の出土状態〕

2 号柵列 A：Pit6 よりⅦ群（中世）の青磁片（第 103 図 2 柵№ 1）出土。

2 号柵列 B：Pit40 よりⅧ群（近世）の大鉢片（第 103 図 2 柵№ 4）が、Pit41 よりⅧ群の陶器碗片（第 103 図 2

柵№ 3）が出土したほか、Pit20･43 よりⅧ群の陶器小破片が出土している。

　また、2 号柵列 A・B の中央部南側を切る撹乱中よりⅧ群磁器片（第 103 図 2 柵№ 2）が出土した。

〔時期〕

2 号柵列 A：中世か。

2 号柵列 B：近世・江戸時代後期か。

（2）溝状遺構

1号溝状遺構（遺構 第 80 図／遺物 第 103 図、第 104 図、第 108 図）

〔位置〕B-2・3・4、C･D-1・2・3、E-2 グリッド。調査区北端にあり、北東・西側は調査区外にのびる。

〔形状〕全長 18.6 ｍ、幅 4.6 ～ 6.0 ｍ、深さ 0.9 ｍを測り、西側は削平を受ける。

〔覆土〕暗褐色土を主体とし、底面には砂礫が堆積する。自然流路の可能性が高い。遺構パターン⑤。

〔遺物の出土状態〕覆土中より縄文時代早期後半（Ⅰ群）の土器片（第 103 図 1 溝№ 1 ～ 4）、縄文時代中期（Ⅲ

群）の土器片（第 103 図 1 溝№ 5 ～ 12）、縄文時代後期後半（Ⅳ群）の土器片（第 103 図 1 溝№ 13）、縄文時

代の土製品（第 104 図 1 溝№ 26・27）、平安時代（Ⅵ群）の土師器・須恵器片（第 103 図 1 溝№ 14 ～ 19、第

104 図Ⅰ溝№ 20・21）、近世（Ⅷ群）の陶磁器片（第 104 図 1 溝№ 22 ～ 24）、近世と思われる釘（第 108 図№ 5・

6）が出土した。

〔時期〕不明。

2 号溝状遺構（遺構 第 81 図）

〔位置〕G-8・9・10、H-8 グリッド。C1・C2 層上面において確認。

〔形状〕全長 7.8 ｍ、幅 0.26 ｍ、深さ 9.3㎝を測り、北東−南西にのびる。南西端は 46 号土坑に切られる。

〔覆土〕黒褐色スコリア質土を主体とする。流水を示す痕跡は見られない。遺構パターン②。

〔遺物の出土状態〕なし。

〔時期〕確認層位・覆土から平安時代に属すると考えられる。

3 号溝状遺構（遺構 第 81 図／遺物 第 104 図）

〔位置〕E-9、F-8・9 グリッド。C1・C2 層上面において確認。

〔形状〕全長 3.48 ｍ、幅 0.48 ｍ、深さ 47㎝を測り、北東−南西にのびる。南西端は 46 号土坑に切られる。

〔覆土〕暗褐色スコリア質土を主体とする。流水を示す痕跡は見られない。遺構パターン②。

〔遺物の出土状態〕覆土中より平安時代の土師器皿（第 104 図 1 溝№ 1）が出土したほか、平安時代（Ⅵ群）土

師器小破片が出土した。

〔時期〕9 世紀末～ 10 世紀前半。

4 号溝状遺構（遺構 第 81 図）

〔位置〕G-9・10 グリッド。C1・C2 層上面において確認。

〔形状〕全長不明、幅 0.58 ｍ、深さ 36㎝を測り、南北にのびる。南側は 46 号土坑と重複する。

〔覆土〕橙・白色スコリア粒を含む暗褐色土を主体とする。遺構パターン①。

〔遺物の出土状態〕なし。

〔時期〕確認層位・覆土から中世から近世に属すると考えられる。
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（3）土坑（遺構 第 82 ～ 90 図／遺物 第 104 図）

　谷抜遺跡からは合計 49 基の土坑が検出されている。このうち遺構パターン①は 2 基、パターン②は 22 基、

パターン③は 1 基、パターン④は 7 基、パターン⑤は 17 基である。遺物が出土した土坑は 15 基でいずれも小

破片である。

　土坑の詳細なデータについては一覧表（第 18 表）にゆずり、ここでは遺物が出土した土坑や形態などにおい

て特徴的な土坑を取り上げて説明する。

5 号土坑（遺構 第 82 図／遺物 第 104 図）

　遺構パターン②に属し、土層はレンズ状に堆積する。遺物は楕円形土坑の覆土上層からⅥ群の土師器皿（第

104 図 5 土№ 1）が、覆土下層よりⅥ群の土錘（第 104 図 5 土№ 2）が出土した。覆土中層からⅠ群の土器小破

片が出土しているが、土坑掘削時の流れ込みと考えられる。

7 号土坑（遺構 第 83 図／遺物 第 104 図）

　楕円形プランの土坑で、遺構パターン②に属す。覆土中層から底面にかけて暗褐色土層と黄褐色土粒を多量に

含む土層による版築がある。覆土上層からはⅥ群の土師器坏（第 104 図 7 土№ 1）が出土し、版築下よりⅥ群の

灰釉陶器片（第 104 図 7 土№ 2）が出土した。

8 号土坑（遺構 第 83 図）

　方形の土坑で遺構パターン②に属す。覆土中からⅣ群の土師器小破片が出土している。

9 号土坑（遺構 第 83 図）

　遺構パターン④に属す。不整形の土坑で、南東側で 10 号土坑を切る。遺物は出土しなかったが、縄文時代早

期遺物包含層下において確認され、縄文時代早期に属すと考えられる。

10 号土坑（遺構 第 83 図）

　遺構パターン④に属す。不整形の土坑で、北西部を 9 号土坑に切られる。遺物は出土しなかったが、縄文時

代早期遺物包含層下において確認され、縄文時代早期に属すと考えられる。

13 号土坑（遺構 第 84 図）

　遺構パターン④に属す。不整長楕円形の土坑で、南西部を撹乱に切られる。覆土中からはⅠ群の土器小破片が

出土している。南西部に 0.6 × 0.3 ｍの範囲で焼土が分布し、縄文時代早期後半の炉穴と考えられる。

14 号土坑（遺構 第 84 図／遺物 第 104 図）

　遺構パターン④に属す。長円形の土坑で、北西部を撹乱に切られる。覆土中からはⅠ群 G 類の土器片（第

104 図 14 土№ 1）が出土している。底面に 0.6 × 0.5 ｍの範囲で焼土が分布し、縄文時代早期後半の炉穴と考

えられる。

16 号土坑（遺構 第 85 図）

　遺構パターン④に属す。3 つの土坑（16a ～ c 号土坑）からなり、中央部を撹乱に切られる。底面に焼土が分布し、

縄文時代早期の炉穴と考えられる。遺物は出土していない。

17 号土坑（遺構 第 85 図）

　遺構パターン②に属す。楕円形の土坑内に約 5 ～ 20㎝大の礫 13 個が集中して出土した。覆土中からはⅥ群の

土師器坏小破片が出土している。

18 号土坑（遺構 第 85 図）

　遺構パターン④に属す。南北に長い長楕円形 18a 号土坑と 18a 号土坑の南端で接続する楕円形の 18b 号土坑

からなる。18a 号土坑覆土中からはⅠ群の土器小破片が出土している。18a 号土坑北側の覆土中には硬化面がみ

られる。また、18a 号土坑底面に 1.65 × 0.38m の範囲で、18b 号土坑東南部分に 0.71 × 0.45m の範囲で焼土

が分布し、縄文時代早期後半の炉穴と考えられる。

19 号土坑（遺構 第 85 図／遺物 第 104 図）

　遺構パターン②に属す。平面楕円形、断面鍋底形の土坑内に黒褐色・暗褐色のスコリア質土がレンズ状に堆積

する。覆土中からはⅥ群の土師器坏片（第 104 図 19 土№ 1・2）が出土した。
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25 号土坑（遺構 第 86 図）

　遺構パターン⑤に属す。楕円形土坑底面において約 60㎝大の平石を検出した。

33 号土坑（遺構 第 87 図）

　遺構パターン②に属す。長円形の土坑内に黒褐色・暗褐色のスコリア質土がレンズ状に堆積する。覆土中から

はⅥ群の土師器坏小破片が出土した。

35 号土坑（遺構 第 88 図／遺物 第 108 図）

　遺構パターン②に属す。平面楕円形、断面鍋底形の土坑内にスコリア質土がレンズ状に堆積する。覆土中から

はⅥ群の土師器坏小破片のほか釘（第 108 図№ 8）が出土した。

36 号土坑（遺構 第 88 図）

　遺構パターン②に属す。南東部が調査区外にのびており全体形は不明である。土坑内にはスコリア質土がレン

ズ状に堆積する。覆土中からはⅥ群の土師器坏小破片が出土した。

38 号土坑（遺構 第 88 図／遺物 第 104 図）

　遺構パターン②に属す。楕円形の土坑で、北側を 39 号土坑に切られる。覆土はスコリア質土がレンズ状に堆

積し、覆土中からはⅥ群の土師器坏片（第 104 図 38 土№ 1 ～ 3）が出土している。

40 号土坑（遺構 第 89 図／遺物 第 104 図）

　遺構パターン②に属す。楕円形の土坑で、暗褐色・黒褐色スコリア質土がレンズ状に堆積する。覆土中からは

Ⅵ群の土師器坏片（第 104 図 40 土№ 1）が出土したほか、土坑掘削時の流れ込みと思われるⅣ群土器小破片が

出土している。

46 号土坑（遺構 第 90 図／遺物 第 104 図）

　遺構パターン①に属す。長方形の土坑で、北側で 4 号溝状遺構と重複し、東側で 2 号溝状遺構を切る。覆土

中からⅦ群の青磁片（第 104 図 46 土№ 1）が出土している。

47 号土坑（遺構 第 90 図）

　遺構パターン①に属す。円形の土坑で、南西部を 2 号柵列 Pit43 に切られる。覆土中からⅧ群の陶磁器片が出

土している。

（4）1号柱穴群（遺構 第 90 図、第 91 図、第 92 図）

　調査区中央部の E-9・10、F-8 ～ 10、G-8・9、H-8・9 グリッド付近の C 層上面において 62 基の柱穴が集中

する箇所が確認され、1 号柱穴群と呼称した。柱穴中からの遺物の出土はみられなかったが、周辺からⅥ群の土

師器ロクロ甕片（第 107 図№ 61）が出土していること、平安時代に帰属する 3 号溝状遺構が集中範囲内に存在

すること、覆土は暗褐色・黒褐色スコリア質土が堆積する（遺構パターン②）ことから平安時代に帰属する可能

性がある。各柱穴の詳細については一覧表（第 19 表）を参照されたい。

（5）単独柱穴（遺構 第 93 ～ 98 図／遺物 第 104 図）

　谷抜遺跡からは合計 96 基の柱穴が検出されている。時期別の内訳は、検出相違や出土遺物、覆土等から縄文

時代早期 52 基、縄文時代後期 12 基、平安時代と思われる柱穴 5 基、時期不明 27 基である。遺物は I-11Pit4 よ

りⅣ群の土器片錘（第 104 図 I11Pit4 № 1）が、F-5Pit10 よりⅠ群小破片が出土した。

　柱穴の詳細なデータについては一覧表（第 20 表）を参照されたい。

（6）その他の遺構

　その他の遺構として、縄文時代後期前半の焼土遺構 1 基、時期不明の灰集中 1 基がある。

1 号焼土遺構（遺構 第 98 図）

〔位置〕J-11 グリッド。調査区南東部の西向き斜面上、縄文時代後期遺物包含層（E 層）下において確認した。

〔形状〕東西 50㎝、南北 62㎝の範囲となる。
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〔遺物の出土状態〕焼土中からⅣ群（縄文時代後期前半）の土器小破片が出土した。

〔時期〕縄文時代後期前半。

1 号灰集中（遺構 第 98 図）

〔位置〕E・G-8 グリッド。C 層下、Ｄ 3 層上面において確認された。

〔形状〕長軸1.07m、短軸0.45mの範囲で灰が集中し、灰下に長軸1.05mの掘方をもつ。土器や炭化材は検出されず、

性格不明である。また、灰集中東側に長軸 1.62 ｍ×短軸 0.95 ｍ、深さ 0.23 ｍの土坑が確認された。

〔遺物の出土状態〕なし。

〔時期〕検出層位から縄文時代後期から平安時代までのいずれかの時期と考えられる。

第 3項　遺構外出土遺物

（1）土器（遺構 第 99 ～ 102 図／遺物 第 105 ～ 107 図）

　Ⅰ～Ⅳ・Ⅵ群土器が遺物包含層中から、Ⅴ～Ⅷ群が表採・試掘調査時出土資料として出土している。

Ⅰ群土器（第 105 図遺構外№ 1 ～ 30）

　A ～ G 類に分類される。第 105 図 1・2 は A 類で、器面に R の拠糸が施文される。B 類 1 種は判ノ木山西遺

跡（小林 1981）類似の土器であり、第 105 図遺構外№ 3 ～ 11 がある。口縁形は平縁で外反気味に開き（3 ～ 7）、

口縁部文様は 2 条の繊細な平行沈線で格子目あるいは鋸歯状のモチーフが施文される。口唇部には口縁部文様

と同じ施文具によるキザミがみられる（3・4・6・7）。胎土には繊維が含まれる。B 類 2 種は第 105 図遺構外№

12 ～ 14 がある。12・13 は縦位の沈線が、14 は横位の沈線が施文される。13・14 は胎土に繊維を含む。C 類

は小破片 2 点のみが出土している（第 105 図遺構外№ 15・16）。15 は貝殻状工具により口唇・口縁部に刺突文

が施される。16 は胎土に繊維を含み、口縁部に丸棒状工具による刺突が施され、刺突下部に繊細な平行沈線が

施文される。E 類は 1 点のみ出土した（第 105 図№ 17）。外反気味に開く口縁部破片で、器面には横方向の条痕

が施文される。胎土には繊維が含まれる。F 類の縄文が施されるものは胎土に繊維を含む 1 種（第 105 図№ 18

～ 20）と胎土に繊維を含まない 2 種（第 105 図 21）がある。18 は外反気味に開く口縁部破片で、LR の単節縄

文が施文される。19・20 は Lr の無節縄文が、21 には RL の単節縄文が施文される。G 類はいずれも小破片で

あり（第 105 図№ 22 ～ 30）、G 類としたなかに A ～ F 類の土器が含まれている可能性がある。22 ～ 27・29・

30 は胴部破片、28 は尖底の底部破片である。22・23・27 ～ 29 は胎土に繊維が含まれる。

　谷抜遺跡の遺構外 H 層中から出土したⅠ群土器において型式が把握できるものはⅠ群 B 類 1 種の判ノ木山西

遺跡類似例がある。そのほかのものについては B 類 1 種とほぼ同時期のものと考えられるが、破片資料である

ため型式としての把握が困難な状況である。

Ⅱ群土器（第 106 図遺構外№ 31 ～ 39）

　31 はやや外反気味の口縁部破片で器面には LR の単節縄文が施文される。32 ～ 39 は胴部破片で、32・33・

35 ～ 38・39 は器面に LR と RL の 2 種の単節縄文による羽状縄文がみられる。胎土には繊維を含むもの（32・

34 ～ 39）と含まないもの（31・33）がある。いずれも深鉢形土器である。

Ⅲ群土器（第 106 図遺構外№ 40 ～ 44）

　深鉢形土器の破片資料が出土している。40 は縄文時代中期末曽利Ⅴ式の口縁部破片で、口縁部に円形モチーフ、

胴部には逆「U」字の区画文が沈線で表出され、胴部の逆「U」字区画内には「ハ」の字文が施文される。41・

43・44 は曽利Ⅰ～Ⅲ式のものと考えられる。42 には RL 単節縄文が施文される。

Ⅳ群土器（第 106 図遺構外№ 45 ～ 53、第 107 図遺構外№ 54 ～ 57）

破片資料であり、全体像がつかめるものがみられない。45・46 は深鉢形土器の口縁部であり口縁に沿って 2 条

の沈線が巡ると思われる。46 には 8 字状突起が施される。47 ～ 56 は深鉢形土器の胴部破片で、沈線により文

様を表出するもの（47 ～ 49・51 ～ 53）、縄文が施文されるもの（50）、無文のもの（54 ～ 56）がある。沈線

により文様を表出するものには、斜行文（47・48）や垂下文・J 字文（51 ～ 53）がみられる。
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Ⅴ群土器（第 107 図遺構外№ 58）

　口唇部に縄文が施文された外反する口縁部破片が試掘調査時に出土した。

Ⅵ群土器（第 107 図遺構外№ 59 ～ 71）

　土師器坏（59・63・64）・内黒坏（62）・柱状高台（65）・甕（60・66・67）・ロクロ甕（61・68）、須恵器（70・

71）、灰釉陶器（69）があり、いずれも小破片である。このうち、59 は 8 世紀代、62・64 は 9 世紀代、63・65

は 11 ～ 12 世紀代である。

Ⅷ群土器（第 107 図遺構外№ 72・73）

　表採・一括資料でみられ、包含層からは出土していない。72・73ともに染付によって文様が表出された磁器皿で、

72 は内外に植物文、73 は内面に唐草文、見込み部にこんにゃく五弁花文、底部に一重圏線と銘が表出される。

（2）土器の分布状況

Ⅰ群（遺構 第 99 図／遺物 第 105 図）

　調査区北側の D-7・E-5 ～ 8・F-4 ～ 8・G-4 ～ 7 グリッドと、南側の J-12 グリッドの H1 ～ H3 層中より出

土している。このうち、調査区南側の西向き斜面である J-12 グリッドからは細別不能の小破片 2 点が出土した

のみであり、調査区北側、約 10°の勾配をもつ南向き斜面地である D-7・E-5 ～ 8・F-4 ～ 8・G-4 ～ 7 グリッド

が中心的な分布範囲となる。

　D-7・E-5 ～ 8・F-4 ～ 8・G-4 ～ 7 グリッドからは、A ～ C・F・G 類が検出され、E・F-7 グリッド付近、

G-5・6 グリッド付近の 2 地点の集中箇所が存在する。E・F-7 グリッド付近では A・B-1・C・F・G 類が出土し

ており、無文の G 類が特に多くみられる。G-5・6 グリッド付近では A・B-2・C・E・F・G 類が出土し、器面

に縄文が施文された F 類が G-6 グリッド付近に集中する傾向がみられる。

　遺構との関連性は、縄文時代早期の遺構が確認された D ～ F-4 ～ 7 グリッドより南側の標高が低い範囲に分

布しており、斜面を遺物が流され元位置を保っていないと考えられる。また、H1 層中からはⅡ群土器が出土し

ており、Ⅰ群としたもののなかにⅡ群に含まれるものが存在する可能性がある。

Ⅱ群（遺構 第 100 図／遺物 第 106 図）

　調査区北側の約 10°の勾配をもつ南向き斜面地である G-6 グリッドを中心に出土した。多くは G 層中から出

土しているが、下層の H1 層中からも出土しており、遺物が上方から下方へ流された可能性がある。

Ⅲ群（遺構 第 100 図、第 102 図／遺物 第 106 図）

　調査区北側 F・G-5 グリッド G 層中と、南側 J-11 グリッド E 層中から出土した。J-11 グリッドからは曽利Ⅴ

式土器（第 106 図№ 40）が、F・G-5 グリッドでは曽利Ⅰ～Ⅲ式と考えられる土器（第 106 図№ 41）が出土し

ている。

Ⅳ群（遺構 第 102 図／遺物 第 106 図、第 107 図）

　I・J・K-11・12 グリッドの約 14°の勾配をもつ西向き斜面上、E 層中より縄文時代後期前半堀之内１式土器

が出土している。出土地点周辺には 1 号焼土遺構が存在し、焼土遺構との関わりが捉えられる。

Ⅵ群（遺構 第 100 図／遺物 第 107 図）

　G-8 グリッド C 層上面から出土した。付近の C 層上面においては 1 号柱穴群・2 号溝状遺構が存在し、これら

の遺構との関連が考えられる。

（3）石器（遺構 第 101 図、第 102 図／遺物 第 110 図）

　谷抜遺跡から出土した石器は全て遺構外出土例で、総点数 80 点出土している。その内訳は剥片 54 点（67.5％）・

石鏃 10 点（12.5％）・石錐 1 点（1.25％）・石核及び原石 6 点（7.5％）・叩石及び稜擦石 2 点（2.5％）・円礫７

点（8.75％）である。石器は E 層（縄文時代中期末～後期中葉）・G 層（縄文時代前期初頭～中期中葉）・H 層（縄

文時代早期後半～前期初頭）の 3 つの遺物包含層から出土している。E 層出土の石器は E 層出土土器と同様に 1

号焼土周辺の J-11・K-12 グリッドから出土し（第 102 図）、縄文時代中期末～後期中葉に帰属するものと考え
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られる。G 層・H 層出土石器は E-8 グリッド周辺と G-5・6 グリッド周辺に集中してみられ（第 101 図）、G 層・

H 層出土土器（Ⅰ・Ⅱ群土器）とほぼ同様の分布をみせているが（第 99 図・第 100 図）、斜面を上方からの下

方へ遺物が流され元位置を保っていない可能性があり、出土層位によって時期を特定することはむずかしい。

　なお、各層の機種ごとの内訳は以下のとおりである。

E 層：総点数 3 点：剥片 2 点（66.67％）・円礫 1 点（33.33％）

G 層：総点数 7 点中：剥片 4 点（57.14％）・石鏃 3 点（42.86％）

H 層：総点数 38 点：剥片 18 点（47.37％）・石鏃 6 点（15.79％）・石錐 1 点（2.63％）・石核 5 点（13.16％）・

叩石及び稜擦石 2 点（5.26％）・円礫 6 点（15.79％）

　ほかに G 層もしくは H 層出土と考えられる剥片 30 点と層位不明黒曜石原石が 1 点ある。以下にそれぞれの

機種についての概要を説明する。

剥片（遺物 第 109 図№ 1 ～ 11）

　加工痕跡があるもの（第 109 図 3・4）、使用による微細剥離が認められるもの（第 109 図 2・9）がある。石

材は流紋岩 4 点（第 109 図 3 ～ 6）、チャート 1 点（第 109 図 7）、凝灰岩 1 点（第 109 図 11）以外は黒曜石で

ある。総点数は 54 点。

石鏃（遺物 第 109 図№ 12 ～ 20）

　全 10 点あり、無茎平基鏃 1 点（第 109 図 19）、無茎凹基鏃 8 点（第 109 図 12 ～ 18・20）、石鏃小破片 1 点がある。

石材は 17・19 の凝灰岩製のほかは黒曜石である。

石錐（遺物 第 109 図№ 21）

　素材端部を錐先とする頁岩製の石錐が 1 点のみ。

石核（遺物 第 109 図№ 22 ～ 24、第 110 図№ 25・27）

　複数の打面から求心的な剥片剥離が認められるもの（第 109 図№ 22 ～ 24・第 110 図№ 27）、1 つの打面から

1 方向の剥片剥離が認められるもの（第 110 図№ 25）がある。№ 25 は下縁部に使用によると思われる小剥離面

が認められ、スクレーパーから石核へと転用されたと考えられる。石材は黒曜石 3 点（第 109 図№ 22 ～ 24）、

凝灰岩（第 110 図№ 25・27）2 点である。

原石（遺物 第 110 図№ 26）

　黒曜石の原石が 1 点のみ表面採集された。

叩石（遺物 第 110 図№ 28）

　花崗岩の円礫分割面の短部から敲打痕および 2 単位の剥離が生じている。

稜擦石（遺物 第 110 図№ 29）

　凝灰岩の礫の稜にスリ面が認められ、全面に複数の叩き痕が認められる。
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１号柵列　溝
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。径約 5㎜
以下白・橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐
色土粒少量

２：黄褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。
３：暗褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。径約 1㎝以
下橙色スコリア粒少量。

４：黒褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。径約 8㎜
以下橙色スコリア粒少量。

５：暗褐色土層。径約 1.5㎝以下礫多量。径約 5㎜
以下黄褐色土粒少量。
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第 ７６ 図　谷抜遺跡　１号柵列
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第 ７８ 図　谷抜遺跡　２号柵列（2）



− 121 −

c
c’

4
3

d
d’

87
2.
30
0m

e
e’

87
2.
30
0m

e
e’

87
2.
30
0m

g g ’
872.300m

h h ’
872.300m

谷抜遺跡

第 ７９ 図　谷抜遺跡　２号柵列（3）



− 122 −

１号溝
１：褐色土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒多量。
２：暗褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒多量。
径約 1㎝以下褐色土粒少量。

３：暗褐色土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。
４：暗褐色土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。
径約 2㎝以下褐色土粒・礫多量。

５：暗褐色土層。径約 2㎜ 以下橙色スコリア粒・褐
色土粒少量。

６：褐色土層。径約 1㎝以下礫多量。
７：暗褐色土層。径約 1.5㎝以下黄褐色土粒きわめ
て多量。径約 2㎝以下礫多量。

８：暗褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒少量。
９：褐色土層径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径約

1.5㎝以下礫多量。
10：褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒・礫多量。
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２号溝状遺構
１：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色色スコリア粒少量。径約 1㎝
以下暗黄褐色土粒多量。

２：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒多量。径約 3㎜ 以
下黄褐色土粒少量。

３：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒少量。
４：褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒少量。

４号溝状遺構
１：暗褐色土層。径約 3㎜ 以下白・橙色スコリア粒多量。径約 5㎜ 以下黄褐
色土粒少量。径約 1㎝以下礫多量。

３号溝状遺構
１：暗褐色スコリア質土層。径約 8㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 1
㎝以下礫多量。

２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以
下礫少量。

３：暗褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以
下礫多量。
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２号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 2㎜以下褐色土粒少量。
２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、
径約 3㎜以下褐色土粒多量。

３暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径
約 2㎜以下褐色土粒少量。

４：暗褐色スコリア質土層。径約 2㎜ 以下橙色スコリア粒
・炭化材少量。径約 8㎜以下褐色土粒多量。

５：暗褐色スコリア質土層。径約 2㎜ 以下橙色スコリア粒
・炭化材少量。径約 5㎜以下褐色土粒少量。

６：暗褐色スコリア質土層。径約 1.5㎜以下褐色土粒多量。
７：暗褐色スコリア質土層。径約 2㎜以下褐色土層。

３号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝
以下黄褐色土粒多量。

２：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径
約 2㎝以下黄褐色土粒多量。

３：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 5㎝
以下黄褐色土粒多量。

４：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒・黄褐色
土粒少量。

５：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。

５号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 5㎜ 以下炭化材・

褐色土粒少量。
２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下褐色土粒多量。
３：暗褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒少量。径約 2㎝以下礫多量。
４：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下褐色土粒少量。
５：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下褐色土粒多量。

６号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコ
リア粒・褐色土粒少量。

２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコ
リア粒、径約 3㎜以下褐色土粒多量。

４号土坑
１：黄褐色スコリア質土層。
２：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア
粒・炭化材少量。径約 8㎜以下褐色土粒多量。
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７号土坑
１：暗褐色スコリア質土層。径約５㎜ 以下橙色スコリア粒・褐色土粒、径約
3㎜以下炭化材少量。

２：暗褐色スコリア質土層 。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄
褐色土粒少量。

３：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 5㎝以下
黄褐色土粒きわめて多量。

４：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎝以下黄褐色土粒少量。
５：黒褐色土層。径約３㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 2㎝以下黄褐色土粒
少量。

６：黒褐色土層。径約 2㎜以下黄褐色土粒多量。
７：黒褐色土層。径約 2㎜以下黄褐色土粒少量。
８：暗褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒少量。径約３㎝以下黄褐色土粒
きわめて多量。

９：黒褐色土層。径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。

9・10 号土坑（9号土坑：1～9層、10 号土坑：10～17 層）
１：黒褐色シルト質土層。径約１㎝以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒少量。
２：黄褐色土ブロック。
３：黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
４：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒多量。径約３ ㎜ 以下黄褐色土粒
少量。

５：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約１㎝以下黄褐色土粒多量。
６：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。
７：褐色シルト質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
８：黒褐色シルト質土層。径約２㎜以下橙色スコリア粒、径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。
９：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒多量。径約 1㎝以下黄褐色土粒き

わめて多量。
10：黒褐色シルト質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
11：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒多量。
12：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 3㎜以下黄褐色土粒少量
13：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
14：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
15：褐色シルト質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
16：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒多量。
17：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒少量。

８号土坑
１：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 5㎝以下黄褐色土
粒多量。
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14 号土坑
１：黒色シルト質土層。径約 1㎝以下焼土粒多量。径約 1㎝以下橙色スコリア粒・

炭化材、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
２：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 3㎜ 以下黄褐色土
粒・炭化材少量。

３：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下焼土粒多量。径約 3㎜ 以下橙色スコリア
粒少量。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。径約 5㎜以下炭化材少量。

４：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下炭化材、径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。

13 号土坑
１：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜以下焼土粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
２：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
３：黄褐色土ブロック
４：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒少量。

15 号土坑
１：暗褐色土層。撹乱層。
２：暗褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒・炭化材料少量。径約 1㎝以下
黄褐色土粒少量。
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16 号土坑
１：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜以下焼土粒多量。径約 3㎜以下炭化材・黄褐色土粒少量。
２：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜以下焼土粒、径約 2㎜以下黄褐色土粒少量。径約 1㎝以下炭化
材多量。

３：褐色シルト質土層。径約 1㎝以下焼土粒多量。
４：暗褐色シルト質土層。径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。

17 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐
色土粒多量。径約 3㎜以下以下炭化材少量。

18 号土坑
１：黒褐色シルト質土層。径約 2㎝以下焼土粒少量。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。
２：褐色シルト質土層。径約３㎝以下焼土粒きわめて多量。
３：暗褐色シルト質土層。径約 2㎜以下焼土粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
４：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜以下焼土粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒、径約 1㎝以下炭化材多量。
５：黒褐色シルト質土層。径約 2㎜以下焼土粒、径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。
６：黒色シルト質土層。径約 1㎝以下焼土粒多量。径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
７：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜以下焼土粒多量。径約３㎜以下黄褐色土粒少量。
８：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜以下焼土粒少量。径約 5㎜以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒少量。
９：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝以下焼土粒・炭化材多量。径約㎝以下橙色スコリア粒少量。径約 ㎜
以下黄褐色土粒多量。

19 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約２㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄
褐色土粒多量。

２：暗黒褐色スコリア質土層。径約２㎜ 以下橙色スコリア粒多量。径約 5㎜
以下黄褐色土粒少量。

３：黒褐色スコリア質土層。径約２㎜以下橙色スコリア粒多量、径約 3㎜以
下黄褐色土粒少量。

４：暗黒褐色スコリア質土層。径約２㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下
黄褐色土粒多量。
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22 号土坑
１：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒多量。径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
２：暗褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1.5㎝以下黄褐色土粒多量。

25 号土坑
１：黒褐色土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少
量。径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

21 号土坑
１：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
２：暗褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒少量。
３：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。径約 5㎜ 以
下炭化材少量

４：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒多量。
５：黒褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒少量。

23・24 号土坑（23号土坑：1～5層、24 号土坑：6・7層）
１：黒褐色土層。径約 8㎜以下橙色スコリア粒多量。径約 2㎝以下黄褐色土粒少量。
２：黒褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎝以下黄褐色土粒多量。
３：暗褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 3㎝以下黄褐色土粒多量。
４：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 3㎝以下黄褐色土粒多量。
５：褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
６：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 3㎝以下黄褐色土粒多量。
７：暗褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。

26・27 号土坑（26号土坑：1層、27 号土坑：2・3層）
１：黒色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
２：黒色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
３：暗褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
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28 号土坑
１：黒褐色土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。

29・30 号土坑（29号土坑：1～3層、30 号土坑：4～6）
１：黒褐色土層。径約 8㎜以下橙色スコリア粒多量。径約 2㎝以下黄褐色土粒少量。
２：暗黒褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。径 1㎝以下
黄褐色土粒微量。

３：黒褐色土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
４：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 3㎝以下黄褐色土粒多量。
５：暗黒褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
６：暗黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

32 号土坑
１：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒
・黄褐色土粒少量。

２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、
径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

３：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒
少量。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。

４：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒
多量。径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。

５：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒
少量。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。

６：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒
・黄褐色土粒少量。

33 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒少
量。径約 1㎝以下暗黄褐色土粒多量。

２：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径
約 5㎜以下暗黄褐色土粒少量。

３：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、
径約 1㎝以下暗黄褐色土粒多量。

４：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒・
暗黄褐色土粒少量。

５：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒多
量。径約 5㎜以下暗黄褐色土粒少量。

6：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒少
量。径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

34 号土坑
1：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝
以下暗黄褐色土粒少量。
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35 号土坑
１：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少

量。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。
２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒多

量、径約 1㎝以下暗黄褐色土粒少量。
３：褐色スコリア質土層。径約１㎝以下橙色スコリア粒多量。
４：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒少

量。径約 5㎜以下暗黄褐色土粒多量。
５：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径
約 1㎝以下黄褐色土粒少量。

37 号土坑
１：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径

約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
２：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径

約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
３：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径

約 5㎝以下黄褐色土粒少量。
４：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径

約１㎝以下黄褐色土粒多量。
５：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径

約 2㎝以下黄褐色土粒多量。

36 号土坑
１：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒多量。径約 5㎜ 以下黄褐色土粒少量。径約

1㎝以下礫多量。
２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
３：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒多量。径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
４：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
５：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 1.5㎝以下黄褐色土粒多量。
６：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

38・39 号土坑（38号土坑：7～12 層、39 土坑：1～6層）
１：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒多量。径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
２：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒少量。
３：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
４：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒少量。
５：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 3㎝以下黄褐色土粒多量。
６：暗褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎝以下黄褐色土粒多量。
７：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
８：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒少量。径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。
９：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
10：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
11：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒少量。
12：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。
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40 号土坑
１：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 5㎝以下黒褐色土粒多量。径約 5㎜
以下炭化材少量。

２：暗褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黒褐色土粒少量。
３：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒多量。径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。
４：暗褐色スコリア質土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。
５：暗褐色スコリア質土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。
６：暗褐色スコリア質土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。
７：黒褐色スコリア質土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒少量。
８：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

42 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒
多量。

２：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 2㎝以下黄褐色
土粒多量。

３：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 1㎝以下黄褐色
土粒多量。

４：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒少量。

41 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 1㎝

以下黄褐色土粒多量。
２：暗褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒、径約 5㎜
以下黄褐色土粒多量。

43 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 2㎜ 以下橙色スコリア
粒、径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。

２：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア
粒少量。径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。

３：黒褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア
粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

４：黒褐色スコリア質土層。径約 1cm 以下橙色スコリア
粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。

５：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア
粒、径約 3㎝以下黄褐色土粒多量。

43 号土坑
１：黒褐色スコリア質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径
約 5㎜以下黄褐色土粒多量。

２：黒褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒多
量。径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。

３：暗褐色スコリア質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒多
量。径約 1㎝以下黄褐色土粒少量。

４：暗褐色スコリア質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径
約 2㎜以下黄褐色土粒少量。
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45 号土坑
１：黒褐色土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 10㎝以

下黄褐色土粒多量。
２：暗褐色土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 5㎜ 以下黄
褐色土粒少量。

46 号土坑
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下白・橙色スコリア粒・礫、径約 2㎝以下暗
黄褐色土粒多量。

２：暗褐色土層。径約 3㎜以下白・橙色スコリア粒・礫多量。径約 5㎜以
下暗黄褐色土粒少量。

47 土坑 2号柵列 pit43（2柵列 pit43：1 層、47 土坑：2層）
１：暗褐色土層。径約 8㎜以下白・橙色スコリア粒、径約 1
㎝以下黄褐色土粒少量。

２：暗褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒・黄褐色土
粒多量。
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E-5pit1
１：暗褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリ
ア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。

２：暗褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリ
ア粒、径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。

E-6pit1・2（pit1：1 層、pit2：2～４層）
１：黒褐色シルト質土層。径約 2㎜ 以下橙色スコリア粒多量。径
約 3㎜以下黄褐色土粒少量。

２：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径
約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

３：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒、径約 5㎜
以下黄褐色土粒少量。

４：褐色シルト質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒・黄褐色土
粒少量。

E-6pit3
１：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒多量。径約 3㎜
以下黄褐色土粒少量。

２：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 1㎝
以下黄褐色土粒多量。

３：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下
黄褐色土粒多量。

４：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 3㎜
以下黄褐色土粒多量。

谷抜遺跡

第 ９３ 図　谷抜遺跡　単独柱穴（1）
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F-4pit1
１：黒褐色土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径
約 1㎝以下黄褐色土粒少量。

２：暗褐色土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、径
約 1㎝以下黄褐色土粒少量。

E-6pit11・12・E-7pit1（E-6pit11：3 層、pit12：1・2層、
E-7pit1：4・5層）

１：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア少
量。

２：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒
少量。径約 1㎝以下黄褐色土粒多量。

３：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、
径約 2㎝以下黄褐色土粒多量。

４：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒、
径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。

５：黄褐色土ブロック。

谷抜遺跡

第 ９４ 図　谷抜遺跡　単独柱穴（2）
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F-5pit1
１：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒
多量。径約 5㎜以下黄褐色土粒少量。

２：黒褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒
・黄褐色土粒少量。

３：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒
多量。径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。

F-5pit2
１：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒、

径約 8㎜以下黄褐色土粒少量。
２：褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径

約 1㎝以下黄褐色土粒少量。
３：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒
少量。径約 5㎜以下黄褐色土粒多量。

４：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒
・黄褐色土粒多量。

５：暗褐色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒
少量。径約 3㎜以下黄褐色土粒少量。

谷抜遺跡

第 ９５ 図　谷抜遺跡　単独柱穴（3）
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F-6pit1
１：黒色シルト質土層。径約 3㎜ 以下橙色スコリア粒、径約 8㎜ 以下黄褐
色土粒少量。

２：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐
色土粒少量。

３：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 2㎝以下
黄褐色土粒多量。

G-6pit1
１：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色
スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色土粒少
量。

２：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色
スコリア粒少量。径約 1㎝以下黄褐色土
粒多量。

３：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色
スコリア粒、径約 2㎝以下黄褐色土粒多
量。

F-6pit2
１：黒色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色
土粒少量。

２：黒褐色シルト質土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐
色土粒多量。

３：暗褐色シルト質土層。径約 2㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 1㎝以下
黄褐色土粒多量。

G-5pit1
１：黒色シルト質土層。径約 2㎜以下橙色スコリア粒、径約 1㎝以下黄褐色
土粒少量。

２：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 2㎝以下
黄褐色土粒多量。

G-5pit2
１：黒色シルト質土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒・黄褐色土粒多量。
２：暗褐色シルト質土層。径約 5㎜ 以下橙色スコリア粒少量。径約 2㎝以下
黄褐色土粒多量。

G-5pit3
１：黒色シルト質土層。径約 8㎜以
下橙色スコリア粒、径約 5㎜以
下黄褐色土粒少量。

２：暗褐色シルト質土層。径約 1㎝
以下橙色スコリア粒少量。径約
1㎝以下黄褐色土粒多量。

谷抜遺跡

第 ９６ 図　谷抜遺跡　単独柱穴（4）
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谷抜遺跡

第 ９７ 図　谷抜遺跡　単独柱穴（5）
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灰集中
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1号焼土遺構
１：焼土
２：暗褐色土層。根撹乱。
３：黒褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒多量。
４：暗褐色土層。径約 3㎜以下焼土粒多量。

１号灰集中
１：黒褐色土層。径約 5㎜以下炭化材、径約 8㎜以下橙色スコリア粒少量。
２：暗褐色土層。径約 2㎝以下褐色土粒多量、径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。
３：黒褐色土層。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。
４：暗褐色土層。径約 3㎜以下橙色スコリア粒少量。
５：褐色土層。径約 1㎝以下橙色スコリア粒多量。
６：黒褐色土層。径約 2㎜以下灰白色土粒少量。
７：暗褐色土層。径約 5㎜以下灰白色土粒多量。
８：暗褐色土層。径約 2㎝以下灰白色土粒少量。
９：暗褐色土層。径約 1㎜以下礫多量。径約 5㎜以下橙色スコリア粒少量。

谷抜遺跡

第 ９８ 図　谷抜遺跡　単独柱穴（6）・焼土遺構・灰集中
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第 ９９ 図　谷抜遺跡　遺構外遺物出土状況（1）

谷抜遺跡
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第 １００ 図　谷抜遺跡　遺構外遺物出土状況（2）

谷抜遺跡
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第 １０１ 図　谷抜遺跡　遺構外遺物出土状況（3）

谷抜遺跡
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第 １０２ 図　谷抜遺跡　遺構外遺物出土状況（4）
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第 16表　谷抜遺跡１号柵列柱穴一覧表
Pit
№

平面形 長軸・短軸・深さ（m） 土層 備考

1 欠番 欠番 欠番 欠番

2 方形 0.28・0.18・0.06
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

3 方形 0.33・0.26・0.05
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

4 方形 0.33・0.28・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

5 方形 0.36・0.35・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

6 方形 0.25・0.22・0.06
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

7 方形 0.33・0.30・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

8 方形 0.37・0.26・0.12
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

9 方形 0.36・0.20・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

10a 楕円形？ 0.45・0.22・0.16 Pit10b と重複。

10b 楕円形 0.49・―・0.14
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit10a と重複。

11a ― 0.42・―・0.14 Pit11b と重複。

11b 方形 0.47・0.37・0.18
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit11a と重複。鎌出土。

12a 楕円形 0.67・0.29・0.16 Pit12bと重複。キセル出土。

12b 楕円形？ 0.61・―・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit12a と重複。

13 楕円形 0.32・0.30・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

14 楕円形 0.26・0.25・0.06
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

15 楕円形 0.35・0.26・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

16 方形 0.28・0.27・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

17 方形 0.38・0.35・0.18
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

18 方形 0.39・0.32・0.12
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

19 楕円形 0.36・0.30・0.15
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

20 方形 0.31・0.28・0.17
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

21 方形 0.31・0.28・0.04
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

22 方形？ 0.24・―・0.07
褐色土。橙・白色スコリア
含む。

Pit23 と重複。

23 方形？ 0.28・0.24・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit22 と重複。

24 楕円形 0.40・0.32･0.23
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

25 方形 0.35・0.31・0.05
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

26 方形 0.33・0.26・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

27 方形 0.26・0.24・0.06 暗褐色土。

28 方形 0.25・0.23・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

29 方形 0.33・0.31・0.05
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit30 と重複。

30 方形 0.31・0.31・0.03
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit29 と重複。

31 方形 0.28・0.26・0.04
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

32 方形 0.46・0.23・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit33 と重複。

33 ― ―・0.43・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit32と重複。8土坑を切る。

34 方形？ 0.39・―・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit35と重複。8土坑を切る。

35 楕円形 0.41・0.30･0.14 暗褐色土。 Pit34 と重複。

36 楕円形 0.47・0.33・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit37 を切る。

37 楕円形 0.42・0.31・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit36 に切られる。

38 方形 0.37・0.21・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

39 方形 0.32・0.27・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

40 方形 0.34・0.23・0.04
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

41 方形？ 0.47・―・0.13
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit55 に切られる。

42 方形 0.34・0.27・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

43 ― ―・0.42・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit44・45 を切る。近世皿
出土。

44 ― ―・―・0.11 暗褐色土。
Pit43 に切られ、Pit45 と重
複。

45 方形 0.37・0.29・0.06
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit43 に切られ、Pit44 と重
複。

46 方形 0.34・0.24・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit62 と重複。

Pit
№

平面形 長軸・短軸・深さ（m） 土層 備考

47 方形 0.30・0.21・0.06
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit48 を切る。

48 ― ―・0.20・0.12
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit47・49 に切られる。

49 ― 0.38・―・0.18
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit48 を切り、Pit50 に切ら
れる。

50 ― 0.39・―・0.16
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit49 を切り、Pit51 に切ら
れる。

51 方形 0.51・0.43・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit50 を切り、Pit54 と重複。

52 楕円形 0.40・0.35・0.03
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit53 と重複。

53 方形？ ―・0.40・0.13
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit52・54・62 と重複。

54 ― 0.40・―・0.15
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit51・53 と重複。

55 ― 0.47・―・0.17
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit41 を切り、Pit56 に切ら
れる。

56 楕円形？ ―・0.51・0.13 暗褐色土。 Pit55 を切る。

57 楕円形 0.44・0.34・0.26
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

溝、Pit58・61 と重複。

58 楕円形 0.36・0.33・0.20
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

溝、Pit57・61 と重複。

59 楕円形 0.35・0.28・0.29
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

溝と重複。

60 楕円形 0.61・0.34・0.20
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

溝と重複。

61 ― ―・―・0.07
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

溝、Pit57・58 と重複。

62 方形？ 0.30・0.28・0.07
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit46・52 と重複。
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第 17表　谷抜遺跡２号柵列柱穴一覧表
Pit
№

平面形 長軸・短軸・深さ（m） 土層 備考

1 方形 0.33・0.30・0.07
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

欠番

2 方形 0.36・0.33・0.09
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

3 方形？ 0.51・0.45・0.02
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

撹乱に切られる。

4 方形 0.45・0.42・0.11
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

5 方形？ ―・0.36・0.06
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

撹乱に切られる。

6 方形 0.34・0.30・0.08
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

青磁片出土。

7 方形 0.49・0.33・0.08
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

8 ― ―・―・0.02
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

撹乱に切られる。

9 方形 0.45・0.45・0.05
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit10 と重複。

10 方形 0.54・0.33・0.04
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

Pit9 と重複。

11 方形 0.33・0.27・0.02
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

12 方形 0.32・0.30・0.15
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

13 方形 0.30・0.27・0.12
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

14 方形 0.29・0.28・0.16
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

15 方形 0.39・0.30・0.09
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

16 方形 0.29・0.28・0.10
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

17 方形 0.42・0.36・0.10
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

18 方形 0.40・0.36・0.06
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

19 方形 0.51・0.47・0.15
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

20 方形 0.54・0.38・0.10
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

近世磁器小片出土。

21 方形 0.27・0.24・0.14
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

22 方形 0.54・0.39・0.18
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

23 方形 0.33・0.33・0.09
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

24 方形 0.54・0.45･0.21
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

25 方形 0.54・0.43・0.14
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

26 方形 0.45・0.43・0.15
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

27 方形 0.27・0.24・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

28 楕円形 0.36・0.30・0.08
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

29 方形 0.28・0.25・0.07
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

30 方形 0.31・0.26・0.10
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

31 方形 0.31・0.28・0.03
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

32 方形 0.28・0.27・0.12
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

33 楕円形 0.67・0.49・0.11
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

34 方形 0.30・0.24・0.08
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

35 方形 0.30・0.27･0.06
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

36 方形 0.27・0.21・0.15
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

37 方形 0.34・0.31・0.08
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

38 方形 0.45・0.36・0.05
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

39 方形 0.51・0.45・0.16
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

40 方形 0.51・0.39・0.09
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

近世陶器片出土。

41 方形 0.45・0.33・0.10
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

近世磁器片出土。

42 方形 0.24・0.24・0.13
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

43 ― ―・0.38・0.12 図中にあり。
47 号土坑を切る。近世陶
器小破片出土。

44 方形 0.69・0.33・0.18
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

45 方形 0.46・0.33・0.14
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

46 方形 0.27・0.24・0.11
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

47 方形？ 0.57・―・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

調査区外にのびる。

Pit
№

平面形 長軸・短軸・深さ（m） 土層 備考

48 方形 0.42・0.33・0.09
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

49 方形 0.39・0.31・0.09
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

50 方形 0.30・0.24・0.08
黒褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

51 方形 0.28・0.28・0.06
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。

52 欠番 欠番 欠番 欠番

53 方形 0.27・0.24・0.10
暗褐色土。橙・白色スコリ
ア含む。
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番号 図 位置 時期 平面形 断面形
長軸・短軸・深さ

(m)
土層 備考

1土坑 81 E･F-4 ― 楕円形 鍋底形 1.25・1.13・0.76 ― 試掘調査時、掘り下げ。

2土坑 81 G-5 平安？ 楕円形 鍋底形 0.81・0.66・0.20 暗褐色スコリア質土層を主体としたレンズ状堆積。

3土坑 81 F･G-5･6 平安？ 円形 鍋底形 1.29・1.14・0.47 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。

4土坑 81 F-6 平安？ 円形 ― 1.07・0.99・0.19 黒褐色スコリア質土の単層。

5土坑 81 F-6 平安 楕円形 鍋底形 1.44・1.25・0.77 暗褐色スコリア質土層を主体としたレンズ状堆積。 平安時代土師器皿破片・土錘・縄文時代早期土器小破片出土。

6土坑 81 F-8 平安？ 楕円形 鍋底形 0.99・0.65・0.11 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層。

7土坑 82 E･F-4･5 平安 楕円形 鍋底形 1.79・1･41・1.12
暗褐色スコリア質土層を主体。中層から底面までは版築層
が堆積。

土坑中層から底面にかけて版築をもつ。版築上より平安時
代土器小破片が、版築層下より灰釉碗小破片出土。

8土坑 82 E-4 平安 方形 鍋底形 1.65・1.31・0.16 暗褐色スコリア質土の単層。 平安時代土師器皿小破片出土。

9土坑 82 G-4 縄文早期 不整形 鍋底形 1.19・―・0.26 暗褐色 ･黒褐色シルト質土層によるレンズ状堆積。 縄文時代早期遺物包含層下で検出。10号土坑を切る。

10土坑 82 G-4 縄文早期 不整形 鍋底形 ―・0.78・0.31 暗褐色シルト質土層を主体。 縄文時代早期遺物包含層下で検出。9号土坑に切られる。

11土坑 83 D-6 ― 不整形 ― 1.52・0.50・0.07 ―

12 土坑 83 E-5 ― 楕円形 ― 1.13・1.10・0.15 ―

13 土坑 83 E-4 縄文早期 不整長円形 鍋底形 1.97・1.07・0.28 黒褐色シルト質土層主体。
炉穴。北西部において焼土検出。覆土中より縄文時代早期
土器小破片出土。撹乱に切られる。

14土坑 83 E-4･5 縄文早期 長円形？ 鍋底形 1.04・0.56・0.13 黒色シルト質土層を主体としたレンズ状堆積。
炉穴。底面に焼土検出。覆土中より縄文時代早期土器片出土。
撹乱に切られる。

15土坑 83 D-5 ― ― ― 1.75・―・0.16 黒褐色土の単層。 撹乱に切られる。

16a 土坑 84 D-5 縄文早期
不整形長円
形

― 1.11・0.56・0.17 暗褐色シルト質土の単層。 炉穴。北側で焼土検出。16b 土坑に切られる。

16b 土坑 84 D-5 縄文早期 不整長円形 ― 2.19・0.35・0.08 黒褐色シルト質土層主体。
炉穴。底面に焼土検出。16a土坑を切り、16c土坑と重複する。
撹乱に切られる。

16c 土坑 84 D-5 縄文早期 不整形 ― 0.66・0.27・0.09 ―
炉穴。北・南側で焼土検出。16b 土坑と重複し、撹乱に切
られる。

17土坑 84 B-2 平安 楕円形 鍋底形 1.05・0.77・0.15 黒褐色スコリア質土の単層。
径約 30cm以下の礫 13 個を検出。覆土中より平安時代土師
器坏小破片出土。

18a 土坑 84 E-6 縄文早期 長円形 鍋底形 2.03・0.65・0.48 黒褐色 ･暗褐色シルト質土層によるレンズ状堆積。
炉穴。底面で焼土検出。縄文時代早期土器片出土。18b 土
坑を切る。

18b 土坑 84 E-6 縄文早期 楕円形？ 鍋底形 ―・0.53・0.23 黒色 ･暗褐色シルト質土層主体。 炉穴。西側にて焼土検出。18a 号土坑に切られる。

19土坑 84 K-11 平安 楕円形 鍋底形 1.59・1.14・1.05 暗黒褐色 ･黒褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。 平安時代土師器片出土。

20土坑 85 L-13･14 ― ― ― 1.20・―・0.15 ― 西側削平を受ける。

21土坑 85 L-14･15 ― 不整楕円形 鍋底形 1.35・0.80・0.31 暗褐色土層を主体としたレンズ状堆積。 20～ 30cm大の礫 3点検出。

22 土坑 85 L-15 ― 不整形 鍋底形 1.38・0.95・0.23 暗褐色土層を主体。 20㎝大の礫 1点検出。

23 土坑 85 L-12 ― 長楕円形 鍋底形 0.86・0.56・0.13 黒褐色 ･暗褐色土によるレンズ状堆積。

24土坑 85 L-12 ― 楕円形 鍋底形 0.84・0.75・0.11 黒褐色 ･暗褐色土層主体

25土坑 85 K-15 ― 楕円形 鍋底形 0.96・0.80・0.25 黒褐色土の単層。 底面で 65cm大の平石を検出。礎石か。

26土坑 85 K-15 ― ― 鍋底形 ―・―・0.12 黒色土の単層。 27土坑を切る。南西側は調査区外にのびる。

27土坑 85 K-15 ― ― ― ―・0.58・0.08 黒色土層を主体。 26土坑に切られる。南西側は調査区外にのびる。

28土坑 86 K-15 ― 楕円形 ― 0.81・0.72・0.10 黒褐色土の単層。 底面で自然礫検出。

29土坑 86 J-15 ― ― 鍋底形 ―・―・0.33 黒褐色土層を主体とするレンズ状堆積。 30号土坑を切る。南側は調査区外にのびる。

30土坑 86 J･K-15 ― ― ― ―・―・0.40 暗黒褐色土層を主体。 29号土坑に切られる。南側は調査区外にのびる。

31土坑 86 K-15 ― ― 鍋底形 ―・0.45・0.14 ― 南側は調査区外にのびる。

32土坑 86 I-12 平安？ 楕円形 鍋底形 1.50・1.23・0.83 暗褐色 ･黒褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。

33土坑 86 H-10 平安 長円形 鍋底形 2.67・0.80・0.33 暗褐色 ･黒褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。 覆土中より平安時代土師器坏小破片出土。

34土坑 86 H-11 平安？ 楕円形？ ― 0.96・―・0.16 黒褐色スコリア質土の単層。 撹乱に切られる。

35土坑 87 H-12 平安 円形 鍋底形 1.00・0.90・0.22 黒褐色・暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。 覆土中より平安時代土師器坏小破片、鉄製品出土。

36土坑 87 G-11･12 平安 楕円形？ 鍋底形 1.43・1.13・1.06 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。
覆土中より平安時代土師器坏小破片出土。南西側は調査区
外にのびる。

37土坑 87 G-11･12 平安？ 楕円形 鍋底形 1.46・1.35・0.63 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。

38土坑 87 F･G-11 平安 楕円形 鍋底形 1.35・1.28・0.40 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。 覆土中より平安時代土師器片出土。39号土坑に切られる。

39土坑 87 F･G-10･11 平安？ 円形 鍋底形 1.47・1.44・1.10 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。 38号土坑を切る。

40土坑 88 F-9 平安 楕円形 鍋底形 1.58・1.32・0.43 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。 覆土中より平安時代土師器片、縄文時代後期土器片出土。

41土坑 88 F-9 平安？ 円形 鍋底形 0.78・0.72・0.28 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層主体。

42土坑 88 I･J-12 平安？ 楕円形？ 鍋底形 1.50・1.16・0.47 黒褐色スコリア質土層を主体とするレンズ状堆積。

43土坑 88 I･J-13
縄文早
期？

楕円形 鍋底形 1.43・0.90・0.42 黒褐色シルト質土層を主体としたレンズ状堆積。

44土坑 88 H-12･13 平安？ 楕円形 鍋底形 1.29・1.13・0.85 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。

45土坑 89 G-10 ― 不整楕円形 鍋底形 1.13・0.96・0.37 黒褐色土層主体。

46土坑 89 G-9･10 中世 長方形 鍋底形 1.92・0.98・0.48 暗褐色土層主体。白・橙色スコリア粒多量含む。
2号溝を切り、4号溝と重複する。覆土中より中世青磁小破
片、平安時代土師器小破片出土。

47土坑 89 J-13 近世 円形 鍋底形 0.75・0.69・0.25 暗褐色土層主体。白・橙色スコリア粒多量含む。 覆土中より近世磁器片出土。2号柵列 Pit43 に切られる。

48 土坑 74 G-12 平安？ ― ― ―・―・0.85 黒褐色 ･暗褐色スコリア質土層によるレンズ状堆積。 トレンチ壁面において確認。C1層上面から掘り込まれる。

49土坑 74 G･H-12 縄文後期 ― ― ―・―・0.61 黒褐色土層主体。黒色スコリア粒を多量に含む。
トレンチ壁面において確認。縄文後期遺物包含層下面から
掘り込まれる。
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Pit
№

位置 平面形
長軸・短軸・深さ

（m）
土層 備考

1 H-8･9 楕円形 0.24・0.23・0.12
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

2 G･H-8 楕円形？ 0.23・0.17・0.10
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

2号溝と重複。

3 H-8 楕円形 0.33・0.32・0.07
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

4 G･H-8 楕円形 0.18・0.14・0.07
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

5 G･H-8 円形 0.33・0.33・0.04
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

6 G-8 楕円形 0.29・0.18・0.14
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

7 G-8
不 整楕円
形

0.38・0.23・0.13
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

Pit36 と重複。

8 G-8 楕円形 0.42・0.38・0.20
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

9 G-8･9 楕円形 0.24・0.20・0.19
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

10 G-9 楕円形 0.41・0.33・0.28
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

11 G-8 楕円形？ 0.41・0.32・0.19
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

Pit12 に切られる。

12 G-8 楕円形 0.27・0.24・0.11
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

Pit11 を切る。

13 G-8
不 整楕円
形

0.35・0.29・0.29
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

14 G-9 楕円形 0.23・0.18・0.16
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

15 G-8 楕円形 0.23・0.20・0.16
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

16 G-8 楕円形 0.29・0.23・0.12
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

17 G-9 楕円形 0.17・0.21・0.10
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

18 G-9 楕円形 0.33・0.30・0.16
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

19 F-9
不 整楕円
形

0.74・0.24・0.11
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

20 F-8･9 楕円形 0.38・0.24・0.23
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

21 F-8･9 楕円形 0.44・0.36・0.17
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

22 F-8 楕円形 0.24・0.21・0.22
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

23 F-8 楕円形 0.27・0.21・0.13
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

24 G-8 楕円形 0.26・0.20・0.15
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

25 G-8 楕円形 0.30・0.20・0.15
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

26 G-8 楕円形 0.33・0.26・0.09
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

27 G-8 楕円形 0.24・0.23･0.05
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

28 F･G-8 楕円形 0.38・0.23・0.05 暗褐色スコリア質土。

29 G-8 楕円形 0.39・0.29・0.08
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

30 G-8 楕円形 0.18・0.17・0.05 暗褐色スコリア質土。

31 G-8 楕円形 0.45・0.39・0.09
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

32 G-8
不 整楕円
形

0.48・0.26・0.19
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

33 G-8 楕円形 0.24・0.20・0.13
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

34 G-8 楕円形 0.24・0.21・0.22
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

35 G-8 楕円形 0.38・0.30・0.29
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

36 G-8 楕円形 0.41・0.33・0.19
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

Pit7 と重複。

37 F-7･8 楕円形 0.38・0.23・0.15
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

38 F-8 楕円形 0.48・0.30･0.17
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

39 F-8 楕円形 0.72・0.54・0.22
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

40 G-8 楕円形 0.30・0.27・0.14
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

41 H-8 楕円形 0.27・0.23・0.06
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

42 H-9 楕円形 0.23・0.21・0.06
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

43 G-9 方形 0.18・0.14・0.08
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

44 G-9 長円形 0.33・0.23・0.40
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

45 G-9 方形 0.29・0.23・0.27
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

46 G-9 長円形 0･27・0.18・0.17
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

47 E･F-10 ― ―・0.33・0.11
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

48 E-10 ― ―・0.20・0.20
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

Pit49 と重複。

Pit
№

位置 平面形
長軸・短軸・深さ

（m）
土層 備考

49 E-10
不 整楕円
形

―・0.36・0.22
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

Pit48 と重複。

50 E･F-10 楕円形 0.26・0.18・0.15
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

51 E-9 ― ―・0.18・0.13
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

52 E-9 楕円形 0.30・0.21・0.16
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

53 E-9 楕円形 0.29・0.21・0.21
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

54 E-9 楕円形 0.23・0.18・0.14 黒褐色スコリア質土。

55 E-9 楕円形 0.33・0.23・0.32
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

56 E-9 楕円形 0.32・0.29・0.20
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

57 E-9 楕円形 0.24・0.23・0.17
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

58 E-9 円形 0.28・0.28・0.15
暗褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

59 E-9 円形 0.35・0.33・0.28
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

60 F-9 楕円形 0.45・0.29・0.15
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

61 F-9 楕円形 0.29・0.26・0.21
黒褐色スコリア質土。橙色
スコリア含む。

62 G-9 円形 0.23・0.23・0.15 ―
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グリッド 番号 図 時期 平面形 断面形 長軸・短軸・深さ (m) 土層 備考

A-2 Pit1 92 平安？ 楕円形 0.34・0.27・0.10 ― 17 号土坑近くにあり、平安時代か？

Pit2 92 平安？ 不整楕円形 0.48・0.41・0.10 ― 17 号土坑近くにあり、平安時代か？

B-2 Pit1 92 平安？ 楕円形 0.51・0.39・0.08 ― 17 号土坑近くにあり、平安時代か？

Pit2 92 平安？ 不整楕円形 0.37・0.35・0.07 ― 17 号土坑近くにあり、平安時代か？

D-5 Pit1 92 ― 楕円形 0.36・0.28・0.26 ―

D-6 Pit1 92 縄文早期 楕円形 0.31・0.25・0.26 黒褐色シルト質土層。

Pit2 92 縄文早期 不整形 0.61・0.50・0.18 黒褐色シルト質土層。 縄文早期遺物包含層下で検出。D-6Pit3 と重複。

Pit3 92 縄文早期 円形 0.38・0.33・0.14 黒褐色シルト質土層。 縄文早期遺物包含層下で検出。D-6Pit2 と重複。

D-7 Pit1 92 縄文早期 円形 0.39・0.37・0.19 黒褐色シルト質土層。

E-4 Pit1 92 ― 長円形 0.33・0.24・0.16 ―

E-5 Pit1 92 ― 長円形 鍋底形 0.71・0.41・0.16 暗褐色土層主体。

Pit2 83 ― 不整楕円形 ―・0.48・0.16 ― 12 号土坑と重複。

Pit3 92 ― 楕円形 0.37・0.34・0.13 ―

Pit4 92 ― 楕円形 0.27・0.23・0.15 ―

Pit5 92 ― ―・0.28・0.14 ― E-5Pit6 と重複。

Pit6 92 ― ― ―・0.22・0.11 ― E-5Pit5 と重複。

E-6 Pit1 92 縄文早期 楕円形 ― ―・0.41・0.16 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。E-6Pit2 を切る。

Pit2 92 縄文早期 楕円形 鍋底形 ―・0.68・0.24 暗褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。E-6Pit1 に切られる。

Pit3 92 縄文早期 不整形 ― 1.02・0.32・0.25 黒褐色・暗褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit4 93 縄文早期 円形 0.29・0.26・0.29 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit5 93 縄文早期 長円形 0.54・0.38・0.22 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit6 93 縄文早期 長円形 0.54・0.32・0.20 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit7 93 縄文早期 円形 0.35・0.33・0.18 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit8 93 縄文早期 円形 0.42・0.38・0.17 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit9 93 縄文早期 円形 0.35・0.28・0.12 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit10 93 縄文早期 円形 0.60・0.52・0.13 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit11 93 縄文早期 ― 鍋底形 0.48・―・0.14 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。E-6Pit12 に切られる。

Pit12 93 縄文早期 ― 鍋底形 ―・0.33・0.21 黒褐色シルト質土層を主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。E-6Pit11・E-7Pit1 を切る。

E-7 Pit1 93 縄文早期 ― 鍋底形 ―・0.35・0.07 黒褐色シルト質土層を主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。E-6Pit12 に切られる。

F-4 Pit1 93 平安？ 楕円形 鍋底形 0.71・0.63・0.10 黒褐色・暗褐色スコリア質土層主体。

Pit2 93 ― 楕円形 0.36・0.33・0･12 黒褐色土の単層。 ―

Pit3 93 ― 楕円形 0.41・0.39・0.18 ―

Pit4 93 ― 円形 0.68・0.62・0.09 ―

Pit5 93 縄文早期 不整楕円形 0.37・0.31・0.07 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit6 93 縄文早期 長円形 0.55・0.47・0.13 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit7 93 縄文早期 長円形 0.36・0.33・0･12 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit8 93 縄文早期 長円形 0.25・0.17・0.21 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit9 94 縄文早期 楕円形 0.22・0.19・0.12 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。F-4Pit10 と重複。

Pit10 94 縄文早期 円形 0.27・―・0.25 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。F-4Pit9 と重複。

Pit11 94 縄文早期 長円形 0.18・0.13・0.08 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit12 94 縄文早期 長円形 0.28・0.21・0.28 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit13 94 縄文早期 長円形？ 0.34・0.26・0.09 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。F-4Pit14 と重複。

Pit14 94 縄文早期 ― ―・0.23・0.16 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。F-4Pit13・15 と重複。

Pit15 94 縄文早期 円形？ ―・0.17･0.11 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。F-4Pit13・14 と重複。

Pit16 94 縄文早期 楕円形 0.26・0.22・0.20 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit17 94 縄文早期 長円形 0.36・0.27・0.06 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

F-5 Pit1 94 縄文早期 長円形 鍋底形 0.96・0.60・0.08 黒褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit2 94 縄文早期 楕円形 鍋底形 0.71・0.54・0.21 黒褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit3 94 縄文早期 楕円形 0.29・0.23・0.18 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit4 94 縄文早期 長円形 0.39・0.28・0.19 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit5 94 縄文早期 楕円形 0.25・0.21・0.11 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit6 94 縄文早期 楕円形 0.31・0.25・0.06 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit7 94 縄文早期 楕円形 0.36・0.29・0.10 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit8 94 縄文早期 楕円形 0.40・0.27・0.16 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit9 94 縄文早期 楕円形 0.34・0.28・0.16 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit10 94 縄文早期 楕円形 ―・0.39・0.20 黒褐色シルト質土の単層。
縄文早期遺物包含層下で検出。7土坑に切られる。覆土中より縄文早期土器片
出土。

F-6
Pit1 95 縄文早期

不整長楕円
形

鍋底形 0.78・0.35・0.19 黒褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit2 95 縄文早期 楕円形 鍋底形 0.65・0.41・0.23 黒褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

第 20表　谷抜遺跡単独柱穴一覧表（1）
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グリッド 番号 図 時期 平面形 断面形 長軸・短軸・深さ (m) 土層 備考

F-6 Pit3 95 縄文早期 楕円形 鍋底形 0.39・0.27・0.17 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit4 95 縄文早期 円形 0.26・0.25・0.21 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

G-4 Pit1 95 縄文早期 不整楕円形 0.35・0.23・0.31 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit2 95 縄文早期 ― ―・―・0.13 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。東側調査区外にのびる。

G-5 Pit1 95 縄文早期 長円形 鍋底形 0.81・0.39・0.27 黒色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit2 95 縄文早期 長円形 鍋底形 1.37・0.36・0.27 黒色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit3 95 縄文早期 長円形 鍋底形 0.96・0.30・0.23 黒色・暗褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit4 95 縄文早期 円形 　 0.20・0.20・0.29 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

Pit5 95 縄文早期 円形 0.22・0.20・0.26 黒褐色シルト質土の単層。 縄文早期遺物包含層下で検出。

G-6 Pit1 95 縄文早期 長楕円形 鍋底形 0.80・0.44･0.26 黒褐色シルト質土層主体。 縄文早期遺物包含層下で検出。

H-11
Pit1 縄文後期 楕円形 鍋底形 0.82・0.65・0.16

黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

Pit2 縄文後期 円形 鍋底形 0.37・0.37・0.23
黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

H-12
Pit1 縄文後期 楕円形 鍋底形 0.34・0.27・0.27

黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

Pit2 縄文後期 楕円形 鍋底形 0.44・0.34・0.33
黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

I-10
Pit1 縄文後期 楕円形？ 鍋底形 ―・0.58・0.07

黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。北側調査区外にのびる。

Pit2 縄文後期 楕円形 鍋底形 0.68・0.46・0.13
黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

I-11
Pit1 縄文後期 楕円形 鍋底形 1.02・0.81・0.18

黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

Pit2 縄文後期 円形 鍋底形 0.61・0.55・0.12
黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

Pit3 縄文後期 楕円形 鍋底形 0.27・0.23・0.20
黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

Pit4 縄文後期 楕円形 鍋底形 0.76・0.56・0.21
黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。縄文時代後期土器片錘出土。

Pit5 縄文後期 長楕円形 鍋底形 0.91・0.45・0.16
黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

I-12
Pit1 縄文後期 不整方形 鍋底形 0.84・0.27・0.23

黒褐色土の単層。黒色スコリア粒多
量。

縄文後期遺物包含層下で検出。

K-13 Pit1 ― 楕円形 鍋底形 0.25・0.18・0.07 暗褐色土の単層。 K-13Pit2 に切られる。

Pit2 ― 楕円形
鍋底
形？

―・0.38・0.10 黒褐色土の単層。 K-13Pit1・3 を切り、K-13Pit4 と重複。

Pit3 ― 楕円形？ ― 0.20・―・0.16 暗褐色土の単層。 K-13Pit2 に切られ、K-13Pit4 と重複。

Pit4 ― 楕円形？ ― ―・0.25・0.05 暗褐色土の単層。 K-13Pit2・3 と重複。

Pit5 ― 楕円形
鍋底
形？

0.35・0.28・0.16 黒褐色土の単層。

K-14 Pit1 ― 楕円形 鍋底形 0.45・0.39・0.16 黒褐色土の単層。

Pit2 ― 楕円形 鍋底形 0.32・0.24・0.18 黒褐色土の単層。

Pit3 ― 不整楕円形 鍋底形 0.48・0.25･0.07 暗褐色土の単層。

K-15 Pit1 ― 楕円形 擂鉢形 0.42・0.30・0.18 黒褐色土の単層。

Pit2 ― 不整形 鍋底形 0.54・0.34･0.09 黒褐色土の単層。

Pit3 ― 楕円形 鍋底形 0.29･0.24・0.14 黒褐色土の単層。

L-13 Pit1 ― ― 鍋底形 ―・0.50・0.16 黒色土の単層。 北東側調査区外にのびる。

Pit2 ― 不整方形 鍋底形 0.54・0.30・0.04 暗褐色土の単層。

Pit3 ― 不整形 鍋底形 0.55・0.37・0.22 黒褐色土の単層。

L-14 Pit1 ― 楕円形 鍋底形 0.40・0.32・0.27 黒褐色土の単層。

Pit2 ― 不整楕円形 鍋底形 0.51・0･39・0.09 褐色土の単層。

第 20表　谷抜遺跡単独柱穴一覧表（2）
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第 １０３ 図　谷抜遺跡　１号柵列・２号柵列・１号溝状遺構（1）出土遺物
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第 １０４ 図　谷抜遺跡　１号溝状遺構（2）・３号溝状遺構 ・土坑・単独柱穴出土遺物
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第 １０５ 図　遺構外出土遺物（1）
〔1・2：Ⅰ群A類、3～ 11：Ⅰ群 B類 1種、12 ～ 14：Ⅰ群 B類 2種、15・16：Ⅰ群 C類、17：Ⅰ群 E類、18 ～ 20：Ⅰ群 F類 2種、22 ～ 30：Ⅰ群 G類〕
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第 １０６ 図　遺構外出土遺物（2）〔31～ 39：Ⅱ群、40 ～ 44：Ⅲ群、45 ～ 53：Ⅳ群（1）〕
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第 １０７ 図　遺構外出土遺物（3）〔54～ 57：Ⅳ群（2）、58：Ⅴ群、59 ～ 71 Ⅵ群、72・73：Ⅶ群〕
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第 １０８ 図　谷抜遺跡　金属製品
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第 １０９ 図　谷抜遺跡　石器（1）



− 161 −

25

26

28
27

29
30

31

第 １１０ 図　谷抜遺跡　石器（2）



− 162 −

図
番 号

区
遺

構
注

記
番

号
種

別
器

種
分

類
口

径
･

底
径

･
器

高
（

㎝
）

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

1
0
3

1
Ⅰ

1
号

柵
列

溝
1

柵
溝

№
4

磁
器

蓋
Ⅷ

群
(9

.0
)･

(3
.8

)･
2
.8

(4
2
)%

胎
土

:灰
白

色
密

良
約

1
/4

染
付

(
内

:四
方

襷
,見

込
:二

重
圏

線
)･

透
明

釉
肥

前
,反

転
実

測
1

柵
溝

覆
土

近
世

1
0
3

2
Ⅰ

1
号

柵
列

P
it
4
3

1
柵

P
it
4
3

№
1

磁
器

皿
Ⅷ

群
(9

.4
)･

(5
.2

)･
2
.7

(5
5
)%

胎
土

:灰
白

色
密

良
約

1
/3

染
付

(
外

:四
方

襷
,内

:二
重

圏
線

,見
込

:圏
線

内
火

焔
宝

珠
文

)･
透

明
釉

肥
前

,反
転

実
測

1
柵

P
it
4
3

覆
土

近
世

1
0
3

1
Ⅱ

2
号

柵
列

P
it
6

2
柵

P
it
6

一
括

磁
器

青
磁

碗
？

Ⅶ
群

―
･―

･
残

1
.8

―
胎

土
:灰

白
色

密
良

破
片

2
柵

P
it
6

覆
土

中
世

1
0
3

2
Ⅱ

2
号

柵
列

カ
ク

ラ
ン

磁
器

碗
？

Ⅷ
群

―
･(

6
.6

)･
残

1
.1

―
胎

土
:白

色
密

良
約

1
/8

染
付

(
見

込
:環

状
草

花
文

？
),

透
明

釉
,蛇

の
目

高
台

瀬
戸

,反
転

実
測

2
柵

撹
乱

近
世

1
0
3

3
Ⅱ

2
号

柵
列

P
it
4
1

2
柵

P
it
4
1

№
1
1

陶
器

碗
Ⅷ

群
(1

2
.0

)･
―

･
残

3
.2

―
胎

土
:淡

黄
色

密
良

破
片

染
付

(
草

花
文

),
透

明
釉

信
楽

,反
転

実
測

2
柵

P
it
4
1

覆
土

近
世

1
0
3

4
Ⅱ

2
号

柵
列

P
it
4
0

2
柵

P
it
4
0

№
1

陶
器

大
鉢

Ⅷ
群

―
･―

･
残

2
.3

―
に

ぶ
い

褐
色

密
良

破
片

内
：

波
状

2
柵

P
it
4
0

覆
土

近
世

1
0
3

1
Ⅰ

1
号

溝
1

溝
№

2
4

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

A
類

―
･―

･
残

6
.5

―
明

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,繊
維

や
や

良
外

:ナ
デ

,内
:ナ

デ
･

指
頭

痕
破

片
L

撚
糸

1
溝

覆
土

縄
文

早
期

1
0
3

2
Ⅰ

1
号

溝
1

溝
上

一
括

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

C
類

―
･―

･
残

1
.8

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
や

や
良

外
:横

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

口
唇

:ヘ
ラ

状
工

具
に

よ
る

キ
ザ

ミ
,口

縁
:ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
刺

突
1

溝
覆

土
縄

文
早

期

1
0
3

3
試

掘
1

号
溝

試
掘

5
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

D
類

―
･―

･
残

3
.8

―
黒

褐
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や
良

外
:横

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

口
唇

:半
裁

竹
管

に
よ

る
キ

ザ
ミ

,口
縁

:丸
棒

状
工

具
に

よ
る

沈
線

区
画

･
押

引
文

1
溝

覆
土

縄
文

早
期

1
0
3

4
Ⅰ

1
号

溝
1

溝
№

3
0

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

F
類

1
種

―
･―

･
残

5
.6

―
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

,輝
石

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
L
R

単
節

斜
縄

文
1

溝
覆

土
縄

文
早

期
？

1
0
3

5
Ⅰ

1
号

溝
1

溝
№

1
4

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

3
.3

―
灰

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,雲
母

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

羽
状

縄
文

（
L
R

）
1

溝
覆

土
縄

文
中

期

1
0
3

6
Ⅰ

1
号

溝
1

溝
№

2
8

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

2
.9

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
無

文
1

溝
覆

土
縄

文
中

期

1
0
3

7
Ⅰ

1
号

溝
1

溝
下

一
括

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

3
.2

―
明

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
や

や
良

外
:横

ナ
デ

･
指

頭
痕

,内
:横

ナ
デ

破
片

無
文

1
溝

覆
土

縄
文

中
期

1
0
3

8
試

掘
1

号
溝

試
掘

5
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

6
.5

―
明

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

良
外

:ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

･
指

頭
痕

破
片

無
文

1
溝

覆
土

縄
文

中
期

1
0
3

9
Ⅰ

1
号

溝
1

溝
№

2
3

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

5
.7

―
に

ぶ
い

橙
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や
良

外
:縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
縄

文
(L

R
),

沈
線

1
溝

覆
土

縄
文

中
期

後
葉

曽
利

Ⅳ
式

1
0
3

1
0

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
2
9

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

(1
8
.2

)･
―

･
残

3
.8

―
灰

褐
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や
良

外
:横

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

ナ
デ

沈
線

反
転

実
測

1
溝

覆
土

縄
文

中
期

後
葉

1
0
3

1
1

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
1
7

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

4
.7

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や
良

外
:条

線
,内

:横
ナ

デ
破

片
蛇

行
沈

線
1

溝
覆

土
縄

文
中

期
後

葉

1
0
3

1
2

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
2

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

7
.7

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
縄

文
(L

R
),

沈
線

反
転

実
測

1
溝

覆
土

縄
文

中
期

後
葉

曽
利

Ⅳ
式

1
0
3

1
3

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
4

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅳ
群

―
･―

･
残

3
.2

―
明

褐
色

白
色

粒
,石

英
や

や
良

外
:横

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

外
:沈

線
,内

:沈
線

1
溝

覆
土

縄
文

後
期

1
0
3

1
4

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

上
一

括
土

師
器

坏
Ⅵ

群
(1

2
.6

)･
―

･
残

1
.9

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
反

転
実

測
1

溝
覆

土
8
c

？

1
0
3

1
5

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

上
一

括
土

師
器

坏
Ⅵ

群
(1

2
.0

)･
―

･
残

1
.6

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

反
転

実
測

1
溝

覆
土

9
c

末
-1

0
c

前
半

1
0
3

1
6

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
3
5

土
師

器
坏

Ⅵ
群

―
･(

6
.2

)･
残

1
.0

―
明

赤
褐

色
赤

･
黒

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:暗
文

,底
:

回
転

糸
切

り
+

ヘ
ラ

削
り

破
片

反
転

実
測

1
溝

覆
土

9
c

後
半

1
0
3

1
7

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

下
一

括
土

師
器

坏
Ⅵ

群
(1

4
.0

)･
―

･
残

2
.4

―
明

黄
褐

色
白

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

反
転

実
測

1
溝

覆
土

9
c

末
-1

0
c

前
半

1
0
3

1
8

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

一
括

土
師

器
皿

Ⅵ
群

(1
3
.0

)･
―

･
残

1
.4

―
赤

褐
色

赤
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
1

溝
覆

土
9
c

末
-1

0
c

前
半

1
0
3

1
9

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
2
5

土
師

器
蓋

Ⅵ
群

―
･―

･
残

1
.3

―
赤

褐
色

白
･

黒
色

粒
良

外
:ミ

ガ
キ

破
片

反
転

実
測

1
溝

覆
土

平
安

1
0
4

2
0

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
1
1

須
恵

器
甕

Ⅵ
群

―
･―

･
残

6
.0

―
灰

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
良

外
:縦

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

1
溝

覆
土

平
安

1
0
4

2
1

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
1
6

須
恵

器
甕

Ⅵ
群

―
･―

･
残

4
.9

―
褐

灰
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

外
:ナ

デ
,内

:ナ
デ

破
片

1
溝

覆
土

平
安

1
0
4

2
2

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
8

陶
器

甕
Ⅷ

群
―

･―
･

残
3
.7

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:縦
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
1

溝
覆

土
近

世

1
0
3

2
3

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
1
0

陶
器

甕
Ⅷ

群
―

･―
･

残
5
.6

―
暗

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ナ
デ

破
片

1
溝

覆
土

近
世

1
0
4

2
4

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

№
1

磁
器

碗
Ⅷ

群
―

･(
4
.4

)･
残

1
.7

―
胎

土
:灰

白
色

密
良

破
片

透
明

釉
,染

付
(
草

文
)

反
転

実
測

1
溝

覆
土

近
世

1
0
4

2
5

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

下
一

括
不

明
不

明
―

長
4
.7

･
幅

4
.2

･
厚

2
.4

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
―

ハ
ケ

,タ
ー

ル
？

付
着

1
溝

覆
土

―

1
0
4

2
6

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

上
一

括
土

製
品

土
錘

？
―

長
3
.0

･
幅

2
.7

･
厚

1
.1

･
重

7
g

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

や
や

良
破

片
1

溝
覆

土
縄

文
？

1
0
4

2
7

Ⅰ
1

号
溝

1
溝

上
一

括
土

製
品

土
製

円
盤

―
長

3
.0

･
短

2
.7

・
厚

1
.1

･
重

9
g

―
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,雲
母

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
土

器
片

再
利

用
1

溝
覆

土
縄

文

1
0
4

1
Ⅰ

3
号

溝
3

溝
№

2
土

師
器

皿
Ⅵ

群
―

･(
9
.0

)･
残

0
.3

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

破
片

反
転

実
測

3
溝

覆
土

9
c

末
-1

0
c

前
半

1
0
4

1
Ⅰ

5
号

土
坑

5
土

№
4

土
師

器
皿

Ⅵ
群

―
･(

5
.0

)･
残

0
.5

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

破
片

内
面

磨
耗

反
転

実
測

5
土

覆
土

9
c

第
2
1
表
　
谷
抜
遺
跡
土
器
観
察
表
(1
)
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図
番 号

区
遺

構
注

記
番

号
種

別
器

種
分

類
口

径
･

底
径

･
器

高
（

㎝
）

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

1
0
4

2
Ⅰ

5
号

土
坑

5
土

№
1

土
師

器
土

錘
Ⅵ

群
長

4
.4

･
幅

1
.4

･
孔

径
0
.4

･
重

8
g

―
橙

色
赤

･
黒

色
粒

良
ナ

デ
ほ

ぼ
完

形
5

土
覆

土
平

安

1
0
4

1
Ⅰ

7
号

土
坑

7
土

一
括

土
師

器
坏

Ⅵ
群

(9
.0

)･
―

･
残

1
.8

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
内

:暗
文

破
片

反
転

実
測

7
土

覆
土

上
層

9
c

後
半

1
0
4

2
Ⅰ

7
号

土
坑

7
土

№
1

灰
釉

陶
器

不
明

Ⅵ
群

―
･―

･
残

2
.1

―
灰

色
白

色
粒

良
外

:タ
タ

キ
,内

:青
海

波
文

破
片

外
面

灰
釉

付
着

7
土

版
築

層
下

平
安

1
0
4

1
Ⅰ

1
4

号
土

坑
1
4

土
№

1
縄

文
早

期
深

鉢
Ⅰ

群
G

類
―

･―
･

残
3
.4

―
暗

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,
繊

維
や

や
良

外
:縦

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

無
文

1
4

土
覆

土
縄

文
早

期

1
0
4

1
Ⅱ

1
9

号
土

坑
1
9

土
№

1
土

師
器

坏
Ⅵ

群
―

･5
.8

･
残

1
.2

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:斜
ヘ

ラ
削

り
,内

:暗
文

破
片

反
転

実
測

1
9

土
覆

土
9
c

前
半

1
0
4

2
Ⅱ

1
9

号
土

坑
1
9

土
№

2
土

師
器

坏
Ⅵ

群
―

･(
5
.6

)･
残

0
.3

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

良
見

込
:放

射
暗

文
,底

:回
転

糸
切

り
+

ヘ
ラ

削
り

破
片

反
転

実
測

1
9

土
覆

土
9
c

前
半

1
0
4

1
Ⅱ

3
8

号
土

坑
3
8

土
一

括
土

師
器

皿
Ⅵ

群
(1

3
.0

)･
―

･
残

1
.8

―
明

褐
色

赤
･

白
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
3
8

土
覆

土
9
c

末
-1

0
c

前
半

1
0
4

2
Ⅱ

3
8

号
土

坑
3
8

土
一

括
土

師
器

坏
Ⅵ

群
(1

0
.4

)･
―

･
残

1
.3

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
3
8

土
覆

土
9
c

末
-1

0
c

前
半

1
0
4

3
Ⅱ

3
8

号
土

坑
3
8

土
№

1
土

師
器

ロ
ク

ロ
甕

？
Ⅵ

群
―

･(
7
.0

)･
残

1
.4

―
に

ぶ
い

褐
色

赤
･

白
色

粒
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
3
8

土
覆

土
9
c

末
-1

0
c

前
半

1
0
4

1
Ⅱ

4
0

号
土

坑
4
0

土
№

2
土

師
器

坏
Ⅵ

群
―

･(
5
.2

)･
残

1
.1

―
橙

色
赤

･
黒

色
粒

良
外

:ヘ
ラ

削
り

,内
:暗

文
破

片
反

転
実

測
4
0

土
覆

土
9
c

1
0
4

1
Ⅱ

4
6

号
土

坑
4
6

土
一

括
磁

器
青

磁
碗

？
Ⅶ

群
―

･―
･

残
1
.8

―
胎

土
:灰

白
色

密
良

破
片

釉
,連

弁
文

4
6

土
覆

土
中

世

1
0
4

1
Ⅱ

I1
1
P
it
4

I1
1
P
it
4

№
1

縄
文

土
器

土
器

片
錘

Ⅳ
群

長
2
.7

･
幅

2
.7

･
厚

1
.2

･
重

9
g

―
赤

褐
色

白
･

黒
色

粒
,雲

母
や

や
良

内
外

ミ
ガ

キ
約

1
/2

沈
線

,土
器

片
再

利
用

I1
1
P
it
4

覆
土

縄
文

後
期

1
0
5

1
Ⅰ

F
6

F
6

№
7

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

A
類

―
･―

･
残

5
.7

―
橙

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

不
良

外
:撚

糸
,内

:横
ナ

デ
破

片
撚

糸
(R

）
,表

面
剥

離
遺

構
外

№
2

と
同

一
個

体
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

2
Ⅰ

E
6

E
6

№
3

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

A
類

―
･―

･
残

2
.3

―
橙

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

不
良

外
:撚

糸
,内

:横
ナ

デ
破

片
撚

糸
(R

）
,表

面
剥

離
遺

構
外

№
1

と
同

一
個

体
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

3
試

掘
2

ﾄﾚ
ﾝﾁ

2
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

(2
7
.0

)･
―

･
残

6
.0

―
赤

灰
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,繊

維
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

口
唇

:半
裁

竹
管

に
よ

る
キ

ザ
ミ

,口
縁

:半
裁

竹
管

に
よ

る
平

行
沈

線
格

子
目

文

遺
構

外
№

9
と

同
一

個
体

,反
転

実
測

―
縄

文
早

期

1
0
5

4
試

掘
 

Ⅰ
2
T

E
6

2
T

,E
6

№
1

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

3
.6

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,繊

維
や

や
良

外
:横

ナ
デ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
口

唇
:半

裁
竹

管
に

よ
る

キ
ザ

ミ
,口

縁
:半

裁
竹

管
に

よ
る

平
行

沈
線

格
子

目
文

H
層

縄
文

早
期

1
0
5

5
Ⅰ

E
-7

E
7

№
8

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

3
.5

―
明

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

,繊
維

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

半
裁

竹
管

に
よ

る
平

行
沈

線
格

子
目

文
遺

構
外

№
1
1

と
同

一
個

体
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

6
試

掘
9

ﾄﾚ
ﾝﾁ

9
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

3
.2

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,繊
維

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

口
唇

:半
裁

竹
管

に
よ

る
キ

ザ
ミ

,口
縁

:半
裁

竹
管

に
よ

る
平

行
沈

線
格

子
目

文
―

縄
文

早
期

1
0
5

7
Ⅱ

D
7

D
7

№
1

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

3
.6

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,繊
維

や
や

良
外

:縦
ナ

デ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

口
唇

:半
裁

竹
管

に
よ

る
キ

ザ
ミ

,口
縁

:半
裁

竹
管

に
よ

る
平

行
沈

線
格

子
目

文
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

8
試

掘
2

ﾄﾚ
ﾝﾁ

2
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

3
.3

―
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,繊
維

や
や

良
外

:縦
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
半

裁
竹

管
に

よ
る

平
行

沈
線

格
子

目
文

―
縄

文
早

期

1
0
5

9
試

掘
2

ﾄﾚ
ﾝﾁ

2
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

4
.3

―
に

ぶ
い

赤
灰

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,繊
維

や
や

良
外

:縦
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
半

裁
竹

管
に

よ
る

平
行

沈
線

格
子

目
文

遺
構

外
№

3
と

同
一

個
体

―
縄

文
早

期

1
0
5

1
0

試
掘

2
ﾄﾚ

ﾝﾁ
2
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

4
.2

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,繊

維
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

半
裁

竹
管

に
よ

る
平

行
沈

線
格

子
目

文
―

縄
文

早
期

1
0
5

1
1

表
採

表
採

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

1
種

―
･―

･
残

2
.6

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,繊

維
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

半
裁

竹
管

に
よ

る
平

行
沈

線
格

子
目

文
遺

構
外

№
5

と
同

一
個

体
―

縄
文

早
期

1
0
5

1
2

試
掘

1
ﾄﾚ

ﾝﾁ
1
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

2
種

―
･―

･
残

3
.8

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
や

や
良

外
:斜

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

沈
線

―
縄

文
早

期

1
0
5

1
3

Ⅰ
F
5

F
5

№
4

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

2
種

―
･―

･
残

4
.9

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,繊

維
や

や
良

外
:沈

線
破

片
沈

線
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

1
4

Ⅰ
G

6
G

6
№

1
3

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

B
類

2
種

―
･―

･
残

1
.9

―
黄

橙
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,繊

維
や

や
不

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
沈

線
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

1
5

Ⅰ
G

6
G

6
№

4
3

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

C
類

―
･―

･
残

2
.5

―
明

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
口

唇
･

口
縁

:貝
殻

状
工

具
に

よ
る

刺
突

H
層

縄
文

早
期

1
0
5

1
6

Ⅰ
F
6

F
6

№
1

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

C
類

―
･―

･
残

2
.7

―
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,繊
維

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

口
縁

;棒
状

工
具

に
よ

る
押

引
文

･
半

裁
竹

管
に

よ
る

平
行

沈
線

H
層

縄
文

早
期

1
0
5

1
7

Ⅰ
G

6
G

6
№

3
2
,一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅰ

群
E

類
―

･―
･

残
7
.3

―
黒

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,雲

母
,

繊
維

や
や

不
良

外
:条

痕
,内

:横
ナ

デ
破

片
条

痕
（

非
貝

殻
）

H
層

縄
文

早
期

1
0
5

1
8

Ⅰ
E

8
E

8
№

5
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅰ

群
F

類
1

種
―

･―
･

残
5
.2

―
暗

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

縄
文

(
単

節
L
R

)
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

1
9

Ⅰ
G

6
G

6
№

2
2
,2

6
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅰ

群
F

類
1

種
―

･―
･

残
4
.3

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

L
r
無

節
縄

文
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

2
0

Ⅰ
G

4
G

4
№

1
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅰ

群
F

類
1

種
―

･―
･

残
4
.5

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
や

や
良

外
:縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
L
r
無

節
縄

文
H

層
縄

文
早

期

第
2
1
表
　
谷
抜
遺
跡
土
器
観
察
表
(2
)
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図
番 号

区
遺

構
注

記
番

号
種

別
器

種
分

類
口

径
･

底
径

･
器

高
（

㎝
）

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

1
0
5

2
1

Ⅰ
E

5
E

5
№

2
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅰ

群
F

類
2

種
―

･―
･

残
3
.2

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,繊
維

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

縄
文

(
単

節
R

L
)

H
層

縄
文

早
期

1
0
5

2
2

Ⅰ
F
8

F
8

№
4

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

G
類

―
･―

･
残

4
.8

―
に

ぶ
い

黄
橙

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,繊
維

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
無

文
遺

構
外

№
2
3

と
同

一
個

体
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

2
3

Ⅰ
F
6

F
6

№
6

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

G
類

―
･―

･
残

3
.9

―
橙

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,繊
維

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
無

文
遺

構
外

№
2
2

と
同

一
個

体
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

2
4

試
掘

1
ﾄﾚ

ﾝﾁ
1
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

G
類

―
･―

･
残

3
.7

―
褐

灰
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や
良

外
:縦

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

無
文

内
面

す
す

付
着

―
縄

文
早

期

1
0
5

2
5

Ⅰ
G

6
G

6
№

3
1

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

G
類

―
･―

･
残

3
.1

―
黄

橙
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や
良

外
:縦

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

･
指

頭
痕

破
片

無
文

H
層

縄
文

早
期

1
0
5

2
6

試
掘

1
ﾄﾚ

ﾝﾁ
1
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

G
類

―
･―

･
残

2
.6

―
橙

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

良
外

:縦
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
無

文
―

縄
文

早
期

1
0
5

2
7

Ⅰ
G

5
G

5
№

1
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅰ

群
G

類
―

･―
･

残
4
.2

―
赤

褐
色

白
色

粒
,石

英
,雲

母
,繊

維
や

や
良

外
:横

ナ
デ

,内
:横

ナ
デ

破
片

無
文

器
面

荒
れ

H
層

縄
文

早
期

1
0
5

2
8

Ⅰ
E

7
E

7
№

5
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅰ

群
G

類
―

･―
･

残
4
.2

―
赤

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
,

繊
維

や
や

良
外

:縦
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
無

文
,底

部
尖

底
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

2
9

Ⅰ
G

5
G

6
№

4
0

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

G
類

―
･―

･
残

2
.9

―
暗

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,繊
維

や
や

良
外

:斜
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
無

文
H

層
縄

文
早

期

1
0
5

3
0

Ⅰ
G

5
G

5
№

2
4

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅰ
群

G
類

―
･―

･
残

4
.3

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

や
や

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
無

文
H

層
縄

文
早

期

1
0
6

3
1

Ⅰ
G

7
G

7
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅱ

群
―

･―
･

残
2
.8

―
赤

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
,輝

石
や

や
良

外
:縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
縄

文
(
単

節
L
R

)
―

縄
文

前
期

1
0
6

3
2

Ⅰ
G

6
G

6
№

3
3

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

4
.2

―
に

ぶ
い

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,
繊

維
や

や
良

外
:縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
単

節
R

L
･L

R
の

2
種

の
原

体
に

よ
る

羽
状

縄
文

H
1

層
縄

文
前

期

1
0
6

3
3

Ⅰ
G

6
G

6
№

3
6

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

2
.5

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

,雲
母

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

単
節

R
L
･L

R
の

2
種

の
原

体
に

よ
る

羽
状

縄
文

H
1

層
縄

文
前

期

1
0
6

3
4

Ⅰ
G

7
G

7
№

1
1

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

3
.1

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

,輝
石

,繊
維

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

縄
文

(
単

節
R

L
)

H
1

層
縄

文
前

期

1
0
6

3
5

Ⅰ
G

6
G

6
№

4
1

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

4
.0

―
暗

褐
色

赤
･

白
色

粒
,雲

母
,繊

維
や

や
良

外
:縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
単

節
R

L
･L

R
の

2
種

の
原

体
に

よ
る

羽
状

縄
文

H
1

層
縄

文
前

期

1
0
6

3
6

Ⅰ
G

6
G

6
№

2
7

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

5
.8

―
暗

褐
色

赤
･

白
色

粒
,雲

母
,繊

維
や

や
良

外
:縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
羽

状
縄

文
(
単

節
R

L
)

H
1

層
縄

文
前

期

1
0
6

3
7

Ⅰ
G

6
G

6
№

3
8

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

5
.6

―
に

ぶ
い

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,雲
母

,繊
維

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

単
節

R
L
･L

R
の

2
種

の
原

体
に

よ
る

羽
状

縄
文

H
1

層
縄

文
前

期

1
0
6

3
8

Ⅰ
G

6
･7

G
6

№
9
,3

7
,3

9
 

G
7

№
3
,7

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

8
.7

―
に

ぶ
い

橙
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,雲

母
,

繊
維

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ナ
デ

破
片

単
節

R
L
･L

R
の

2
種

の
原

体
に

よ
る

羽
状

縄
文

遺
構

外
№

1
と

同
一

個
体

G
･H

1
層

縄
文

前
期

1
0
6

3
9

Ⅰ
G

5
･6

G
5

№
3
4
, 

G
6

№
5
,6

,1
8

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅱ
群

―
･―

･
残

1
0
.8

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,
繊

維
や

や
良

外
:縄

文
,内

:横
ナ

デ
破

片
単

節
R

L
･L

R
の

2
種

の
原

体
に

よ
る

羽
状

縄
文

遺
構

外
№

2
と

同
一

個
体

G
･H

1
層

縄
文

前
期

1
0
6

4
0

Ⅱ
J1

1
J1

1
№

6
,1

0
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅲ

群
(2

0
.6

)･
―

･
残

8
.3

―
明

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や

良
外

:縦
ナ

デ
,横

:横
ミ

ガ
キ

破
片

ナ
デ

沈
線

,ハ
の

字
文

反
転

実
測

E
層

縄
文

中
期

末
曽

利
Ⅴ

式

1
0
6

4
1

Ⅰ
G

5
G

5
№

2
8

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

3
.4

―
黒

褐
色

赤
･

白
色

粒
や

や
良

外
:横

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

無
文

G
層

縄
文

中
期

後
葉

1
0
6

4
2

試
掘

9
ﾄﾚ

ﾝﾁ
9
T

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

―
･―

･
残

6
.5

―
明

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

,輝
石

や
や

良
外

:縄
文

,横
ナ

デ
破

片
縄

文
(
単

節
R

L
)

―
縄

文
中

期

1
0
6

4
3

Ⅰ
E

7
E

7
№

9
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅲ

群
―

･―
･

残
4
.5

―
に

ぶ
い

黄
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

,輝
石

や
や

良
外

:縄
文

,内
横

ナ
デ

破
片

縄
文

(
単

節
R

L
)

G
層

縄
文

中
期

1
0
6

4
4

Ⅰ
G

5
G

5
№

2
2

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅲ
群

(1
4
.0

)･
―

･
残

2
.4

―
明

黄
褐

色
白

色
粒

,石
英

,雲
母

や
や

良
外

:縄
文

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
縄

文
(
単

節
L
R

)
反

転
実

測
G

層
縄

文
中

期
後

葉

1
0
6

4
5

Ⅱ
J･

K
1
1
･1

2
J･

K
1
1
･1

2
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
2
.9

―
明

赤
褐

色
白

色
粒

,石
英

や
や

良
外

:横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
沈

線
E

層
縄

文
後

期
堀

之
内

式

1
0
6

4
6

Ⅱ
K

1
1

K
1
1

№
1
1

縄
文

土
器

深
鉢

Ⅳ
群

―
･―

･
残

3
.8

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
や

や
良

外
:横

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

沈
線

,8
の

字
文

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
式

1
0
6

4
7

Ⅱ
J･

K
1
1
･1

2
K

1
2

№
9
 

J･
K

1
1
･1

2
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
8
.6

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や

良
外

:斜
ミ

ガ
キ

,内
:横

ナ
デ

破
片

沈
線

下
北

原
類

型
E

層
縄

文
後

期
堀

之
内

式

1
0
6

4
8

Ⅱ
J･

K
1
1
･1

2
K

1
1

№
9
 

J･
K

1
1
･1

2
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
5
.6

―
明

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や

良
外

:縦
ミ

ガ
キ

,内
:横

ナ
デ

破
片

沈
線

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
式

1
0
6

4
9

Ⅱ
J1

1
J1

1
№

1
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
3
.7

―
赤

褐
色

白
･

黒
色

粒
,石

英
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
沈

線
E

層
縄

文
後

期
堀

之
内

式

1
0
6

5
0

Ⅱ
I1

2
I1

2
№

1
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
2
.3

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
,雲

母
や

や
良

外
:縄

文
,内

:斜
ミ

ガ
キ

破
片

縄
文

(
単

節
R

L
)

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
式

1
0
6

5
1

Ⅱ
J･

K
1
1
･1

2
K

1
1

№
1
,2

,1
2
 

J･
K

1
1
･1

2
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
1
2
.4

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,輝

石
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

沈
線

反
転

実
測

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
式

1
0
6

5
2

Ⅱ
J1

1
J1

1
№

4
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
残

4
.3

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

や
や

良
外

:縦
ナ

デ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

沈
線

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
式

1
0
6

5
3

Ⅱ
J･

K
1
1
･1

2
K

1
2

№
1
0
 

J･
K

1
1
･1

2
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
5
.7

―
明

黄
褐

色
赤

･
白

色
粒

,石
英

,輝
石

や
や

良
外

:縦
ミ

ガ
キ

,内
:横

ナ
デ

破
片

沈
線

下
北

原
類

型
E

層
縄

文
後

期
堀

之
内

2
式

第
2
1
表
　
谷
抜
遺
跡
土
器
観
察
表
(3
)
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図
番 号

区
遺

構
注

記
番

号
種

別
器

種
分

類
口

径
･

底
径

･
器

高
（

㎝
）

底
径

/
口

径
色

調
胎

土
焼

成
調

整
残

存
率

特
徴

備
考

出
土

位
置

時
期

1
0
7

5
4

Ⅱ
K

1
2

K
1
2

№
6
,1

2
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
4
.8

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

無
文

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
式

1
0
7

5
5

Ⅱ
J･

K
1
1
･1

2
J1

1
№

1
3
,K

1
1

№
4
 

J･
K

1
1
･1

2
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
4
.2

―
赤

褐
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,石

英
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

無
文

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
2

式

1
0
7

5
6

Ⅱ
J･

K
1
1
･1

2
J1

1
№

3
,K

1
2

№
4
,5

 
J･

K
1
1
･1

2
一

括
縄

文
土

器
深

鉢
Ⅳ

群
―

･―
･

残
1
4
.5

―
赤

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
,輝

石
や

や
良

外
:縦

ミ
ガ

キ
,内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

無
文

E
層

縄
文

後
期

堀
之

内
式

1
0
7

5
7

試
掘

表
採

表
採

土
製

品
土

製
円

盤
Ⅲ

群
？

長
4
.0

･
幅

3
.3

･
厚

1
.0

･
重

1
4
g

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:ナ
デ

,ミ
ガ

キ
破

片
無

文
土

器
片

再
利

用
―

縄
文

中
期

？

1
0
7

5
8

試
掘

3
ﾄﾚ

ﾝﾁ
3
T

弥
生

壷
o
r
甕

Ⅴ
群

―
･―

･
残

2
.1

―
に

ぶ
い

黄
橙

色
白

･
黒

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:横
ミ

ガ
キ

,内
:横

ミ
ガ

キ
破

片
口

唇
:縄

文
―

弥
生

1
0
7

5
9

試
掘

3
ﾄﾚ

ﾝﾁ
3
T

土
師

器
坏

Ⅵ
群

(1
2
.0

)･
―

･
残

1
.6

―
明

赤
褐

色
白

･
黒

色
粒

良
内

:横
ミ

ガ
キ

破
片

反
転

実
測

―
8
c

1
0
7

6
0

試
掘

2
ﾄﾚ

ﾝﾁ
2
T

土
師

器
甕

Ⅵ
群

―
･(

1
2
.0

)･
残

1
.7

―
に

ぶ
い

橙
色

赤
･

白
･

黒
色

粒
,雲

母
良

外
:横

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
,内

:横
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
―

？

1
0
7

6
1

Ⅰ
G

8
G

8
№

1
土

師
器

ロ
ク

ロ
甕

Ⅵ
群

―
･―

･
残

2
.7

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

,底
:回

転
糸

切
り

破
片

土
師

器
坏

･
皿

と
同

じ
胎

土
反

転
実

測
B
3

層
平

安

1
0
7

6
2

Ⅰ
一

括
一

括
土

師
器

内
黒

坏
Ⅵ

群
―

･―
･

残
3
.1

―
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

良
外

:回
転

ヘ
ラ

削
り

,内
:暗

文
破

片
反

転
実

測
―

9
c

1
0
7

6
3

試
掘

8
ﾄﾚ

ﾝﾁ
8
T

土
師

器
坏

Ⅵ
群

―
･(

7
.5

)･
残

1
.1

―
橙

色
赤

･
白

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

,底
:回

転
糸

切
り

破
片

反
転

実
測

―
1
1
-1

2
c

1
0
7

6
4

試
掘

表
採

表
採

土
師

器
坏

Ⅵ
群

―
･(

4
.8

)･
残

1
.4

―
明

褐
色

赤
･

白
色

粒
,石

英
良

外
:斜

ヘ
ラ

削
り

,内
:暗

文
,底

:
ヘ

ラ
削

り
破

片
反

転
実

測
,器

面
磨

耗
―

9
c

1
0
7

6
5

―
表

採
表

採
土

師
器

柱
状

高
台

坏
Ⅵ

群
―

･―
･

残
3
.4

―
明

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
外

:ヘ
ラ

削
り

破
片

反
転

実
測

―
1
1
-1

2
c

1
0
7

6
6

試
掘

1
ﾄﾚ

ﾝﾁ
1
T

土
師

器
甕

Ⅵ
群

―
･(

9
.0

)･
残

1
.1

―
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

良
外

:横
ナ

デ
,内

:横
ナ

デ
破

片
反

転
実

測
―

平
安

1
0
7

6
7

試
掘

表
採

表
採

土
師

器
甕

Ⅵ
群

―
･―

･
残

2
.5

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

･
黒

色
粒

,石
英

,雲
母

良
外

:縦
ハ

ケ
,内

:横
ハ

ケ
･

指
頭

痕
破

片
―

平
安

1
0
7

6
8

試
掘

3
ﾄﾚ

ﾝﾁ
3
T

土
師

器
ロ

ク
ロ

甕
Ⅵ

群
―

･(
1
2
.0

)･
残

2
.8

―
に

ぶ
い

赤
褐

色
赤

･
白

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

,底
:回

転
糸

切
り

破
片

土
師

器
坏

･
皿

と
同

じ
胎

土
反

転
実

測
―

平
安

1
0
7

6
9

試
掘

表
採

表
採

灰
釉

陶
器

甕
Ⅵ

群
―

･―
･

残
8
.5

―
褐

灰
色

白
色

粒
良

内
:横

ナ
デ

破
片

外
面

釉
付

着
―

平
安

1
0
7

7
0

試
掘

8
ﾄﾚ

ﾝﾁ
8
T

須
恵

器
壷

o
r
甕

Ⅵ
群

―
･(

6
.0

)･
残

1
.8

―
黄

灰
色

白
色

粒
良

底
:回

転
糸

切
り

破
片

反
転

実
測

―
平

安

1
0
7

7
1

試
掘

3
ﾄﾚ

ﾝﾁ
3
T

須
恵

器
甕

Ⅵ
群

―
･―

･
残

3
.6

―
灰

色
白

色
粒

良
外

:タ
タ

キ
,内

:横
ナ

デ
破

片
―

平
安

1
0
7

7
2

―
表

採
表

採
磁

器
皿

Ⅷ
群

―
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第 22表　谷抜遺跡　金属製品観察表
図

番
号

遺構 注記番号 種別 器種
長さ・幅・厚さ

（㎜）
重さ

（ｇ）
特徴 Ｘ線写真番号 保存処理番号 備考 出土位置 時期

108 1 1 号柵列 Pit11 1 柵 Pit11 № 1 鉄製品 鎌 57.7・17.6・2.9 3.7 X250560A 30222M 1 号柵列 Pit11 覆土中出土。 近世

108 2 1 号柵列 Pit12 1 柵 Pit12 № 1 銅製品 キセル 4.3・1.0・1.0 1 号柵列 Pit12 覆土中出土。 近世

108 3 1 号柵列溝 1 柵溝№ 1 鉄製品 蹄鉄 116.3・55.1・18.3 89.4 X250560A 30223M 1 号柵列溝覆土中出土。 近世

108 4 1 号柵列溝 1 柵溝№ 3 鉄製品 釘 80.2・17.4・12.3 16.8 X250560A 30224M 1 号柵列溝覆土中出土。 近世

108 5 1 号溝 1 溝 15 鉄製品 釘 74.1・8.3・7.2 6.0 X250560A 30225M 1 溝覆土中出土。 近世？

108 6 1 号溝 1 溝 27 鉄製品 釘 68.7・12.9・11.4 14.1 X250560A 30226M 1 溝覆土中出土。 近世？

108 7 3 号溝 3 溝 鉄製品 刀子 36.6・6.2・7.0 1.2 X250560A 30227M 3 溝覆土中出土。 平安時代

108 8 35 土坑 35 土 1 鉄製品 釘 28.3・10.1・7.9 7.2 X250560A 30228M 35 号土坑覆土中出土。 平安時代

108 9 試掘 8T 試 8T 鉄製品 釘 71.9・10.5・13.0 12.7 X250560A 30229M 2 号柵列か 試掘 8 トレンチ Pit 中出土。 近世？

第 23表　谷抜遺跡石器観察表
図 № 遺構名 注記番号 器種

長さ・幅・厚さ
(㎜ )

重量
（ｇ）

石材 欠損状況 備考 出土状況 時代

109 1 E-8 1 剥片 39.7・14.0・13.9 4.7 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 2 G-5 36 使用痕剥片 21.7・18.3・4.8 1.3 黒曜石 両辺に微小剥離痕。 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 3 F-7 2 二次加工剥片 60.8・100.7・33.3 164.4 流紋岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 4 G-5 6 二次加工剥片 18.7・23.7・6.4 2.6 流紋岩 鋸歯状に加工されている。 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 5 G-5 16 剥片 36.6・46.2・8.6 8.0 流紋岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 6 G-6 30 剥片 36.0・60.0・13.1 27.5 流紋岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 7 G-5 11 剥片 19.9・36.6・4.6 4.0 チャート H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 8 G-5 13 剥片 16.1・12.0・6.7 1.3 凝灰岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 9 G-5 23 使用痕剥片 18.0・23.2・6.9 1.9 黒曜石 右辺に微小剥離痕。 G 層 縄文早期後半～中期中葉

109 10 G-6 一括① 剥片 11.0・13.6・5.9 0.6 黒曜石 G 層 orH 層 縄文早期後半～中期中葉

109 11 G-6 一括② 剥片 20.2・29.0・8.0 3.0 凝灰岩 G 層 orH 層 縄文早期後半～中期中葉

109 12 F-6 2 凹基鏃 16.8・17.2・3.2 0.7 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 13 F-8 3 凹基鏃 19.8・12.9・4.2 0.6 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 14 G-5 2 凹基鏃 22.6・15.3・5.4 1.1 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 15 G-6 17 凹基鏃 13.6・14.1・5.3 0.6 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 16 G-7 6 凹基鏃 18.0・12.6・3.8 0.4 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 17 E-7 2 凹基鏃 24.5・17.1・5.7 1.2 凝灰岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 18 G-5 21 凹基鏃 14.6・11.5・6.0 0.8 黒曜石 G 層 縄文早期後半～中期中葉

109 19 G-5 19 石鏃 31.5・24.5・7.5 5.6 凝灰岩 G 層 縄文早期後半～中期中葉

109 20 Ⅰ区 一括 凹基鏃 20.0・14.7・3.8 0.7 黒曜石 G 層 orH 層 縄文早期後半～中期中葉

109 21 G-5 7 石錐 40.6・19.4・11.8 8.6 頁岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 22 E-8 2 石核 32.3・21.6・11.9 5.6 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 23 E-8 3 石核 25.3・34.6・13.6 8.4 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

109 24 G-5 8 石核 12.3・13.9・8.5 1.2 黒曜石 H 層 縄文早期後半～中期中葉

110 25 F-6 4 石核 32.1・60.0・17.6 29.7 凝灰岩 下縁に小剥離痕。 H 層 縄文早期後半～中期中葉

110 26 Ⅰ区 表採 原石 33.5・25.0・13.1 6.5 黒曜石 不明

110 27 G-6 16 石核 114.9・87.3・48.6 553.2 凝灰岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

110 28 F-6 9 叩石 133.2・79.0・58.6 1005.7 花崗岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉

110 29 G-7 1 稜擦石 120.2・65.8・60.1 683.6 凝灰岩 全面に叩き痕がみられる。 H 層 縄文早期後半～中期中葉

110 30 E-9 1 自然礫 164.8・99.1・80.8 1660.3 凝灰岩 E 層 縄文中期末～後期中葉

110 31 E-8 6 自然礫 57.1・26.1・17.8 29.3 凝灰岩 H 層 縄文早期後半～中期中葉
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第 6章　滝沢遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　滝沢遺跡は、河口湖北東部の御坂山・三ツ峠山南麓の緩斜面上に立地している。本遺跡の発掘調査では、平安

時代の住居跡や土坑、古墳時代の溝状遺構等の遺構や、平安時代の土器片や土錘、刀子や紡錘車等の金属遺物が

確認されている。

　本報告では、平安時代の住居跡や土坑から出土した炭化材や動物遺存体等の同定を行い、当時の動・植物利用

に関わる情報を得る。

1.　試料

　試料は、炭化材や炭化種実、動物遺存体、土壌からなる。以下に、遺構毎に試料の概要を記す。

・Ⅰ区 2号住居跡

　試料は、炭化材（試料 1）、動物遺存体、土壌各 1 試料からなる。調査所見によれば、9 世紀後半頃の住居跡

とされており、動物遺存体は、住居廃絶後の窪みを利用して掘られた土坑との関連性が想定されている。また、

炭化材は、この動物遺存体の周囲から出土している。土壌は、同住居カマド右脇から出土した土師器甕（体～胴

部）内より採取されている。

・Ⅱ区 3号住居跡

　試料は、炭化種実 1 試料（試料 2）である。調査所見によれば、9 世紀前半頃の住居跡とされており、2 ～ 3

軒の重複、複数のカマドが検出されている。本試料は、新旧関係より古いとされるカマド前面の覆土中から出土

している。

・Ⅲ区 1号土坑

　試料は、炭化材 1 試料（試料 3）である。調査所見によれば、土坑は、古墳時代前期以降と推測されており、

炭化材は、土坑底部から側面の段状を呈する部分より出土し、炭化材の周囲は被熱した状況が確認されている。

　以上の試料について、炭化材同定、種実遺体同定、微細物分析、動物遺存体分析を行う。

2. 分析方法

(1) 樹種同定

　試料 1･3 は、いずれも複数の炭化材からなることから、同一試料が分割した、或は、異なる樹種が含まれる

可能性を考慮して、各試料 2 ないし 3 点の炭化材について観察を行っている。

　木口 ( 横断面 )・柾目 ( 放射断面 )・板目 ( 接線断面 ) の 3 断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。なお、同定の根拠となる顕微鏡下での木材

組織の特徴等については、島地・伊東 (1982) および Wheeler 他 (1998) を参考にする。また、各樹種の木材組織

配列の特徴については、林 (1991)、伊東 (1995,1996,1997,1998,1999) や独立行政法人森林総合研究所の日本産

木材識別データベースを参考にする。

(2) 種実遺体同定

　種実遺体は、双眼実体顕微鏡下で観察し、現生標本および原色日本植物種子写真図鑑 ( 石川 ,1994)、日本植物

種子図鑑 ( 中山ほか ,2000) との対照から種類と部位を同定する。分析後の種実は、容器に入れて保管する。

(3) 微細物分析

　土壌試料 355.4 ｇ（200cc）を水に浸し、0.5mm 目の篩を通して水洗する。篩内の残渣を粒径別にシャーレに

集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な種実や 2mm 角以上の炭化材などを抽出する。検出された炭化材

や炭化物は、70℃ 48 時間乾燥後の重量を求め、容器に入れて保管する。

(4) 動物遺存体分析
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　試料は、土壌が付着した状況で取上げられており、一部は硬化剤により保存処理が施された状態にある。前処

理は、一般工作用接着剤をアセトンで希釈した溶剤を用いて、硬化剤を溶解させながら観察に必要な部分の土壌

を除去及び保存処理を行う。試料を肉眼で観察し、その形態的特徴から、種と部位の同定を行う。計測は、デジ

タルノギスを用いて測定する。なお、同定および解析には、金子浩昌氏の協力を得ている。

3. 結果

(1) 炭化材同定・種実遺体同定

　結果を第 24 表に示す。炭化材は、いずれも

広葉樹であり 2 種類（ヤナギ属・カエデ属）に

同定された。一方、種実遺体は、モモに同定された。以下に、炭化材の解剖学的特徴、種実の形態的特徴を記す。

＜炭化材＞

・ヤナギ属（Salix）　ヤナギ科

　散孔材で、道管は単独または 2-3 個が複合して散在し、年輪界付近で径を減少させる。道管は、単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1-15 細胞高。

・カエデ属（Acer）　カエデ科

　散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および 2-3 個が複合して散在し、晩材部へ向かって管

径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は同性、1-4 細胞幅、1-30 細胞高。木繊維が木口面において不規則な紋様をなす。

＜種実遺体＞

・モモ (Prunus persica Batsch)　バラ科サクラ属 )

　いずれも核 ( 内果皮 ) に同定された。炭化しており黒色、完形ならば広楕円体でやや偏平。2 点とも 1 本の明

瞭な縦の縫合線に沿って割れた半分個体で、接合して 1 個体となる。長さ 2.2cm、幅 1.5cm 程度。頂部はやや尖り、

基部は切形で中央部に湾入した臍がある。内果皮は厚く硬く ( 幅 3-4mm 程度 )、表面は縦に流れる不規則な線

状の深い窪みがあり、全体として粗いしわ状に見える。内面は平滑で、長さ 1.6cm、幅 0.7cm のやや偏平な卵

状楕円体の仁 ( 種子 ) が入る窪みがみられる。

(2) 微細物分析

　土壌試料 355.4 ｇ（200cc）からは、7mm 角以下の炭化材が 14 点 (0.05g)、木材組織が認められない種類・

部位共に不明の炭化物が 6 点 (0.01g 未満 ) 検出されたが、同定可能な種実や動物遺存体等は検出されなかった。

(3) 動物遺存体分析

　 試 料 は、 脊 椎 動 物 門 (Vertebrata) 哺 乳 綱

(Mammalia) ウ マ 目 (Perissodactyla) ウ マ 科

(Equidae) ウマ (Equus caballus) の脳頭蓋であ

る。取上げられた状況は、上顎歯牙咬面を下に

置いた正位の状態にあり口蓋部が残存する。た

だし、頭頂骨、後頭骨、後頭顆等の大部分は残

存せず、口蓋骨水平板～上顎骨口蓋突起も部分

的に欠損する。また、切歯骨は破損し、切歯列

が外れている。さらに、切歯と臼歯を残植する

が完存しない。

　切歯は、左右の第 1 ～ 2 切歯、破損した左側

第 3 切歯がみられる。臼歯は、左第 2 ～ 4 前臼歯・第 1 ～ 3 後臼歯、右第 2 ～ 4 前臼歯・第 1 ～ 2 後臼歯を残す。

右第 3 後臼歯は、歯槽部が残存する。左側全歯列長 165.91mm、歯槽長 169.37mm を計り、咬面は、顕著な凹

凸はみられず、ほぼ平坦である。臼歯の咬面が平坦であることから高齢個体と推定される。臼歯の全歯高は、歯

第 24表　炭化材および種実遺体の同定結果

試料名 地区 遺構 性状 種類 備考

試料 1 Ⅰ区 2 号住居跡 炭化材 ヤナギ属

試料 2 Ⅱ区 3 号住居跡 炭化種実 モモ（核） 2 個体あり

試料 3 Ⅲ区 1 号土坑 炭化材 カエデ属

弟 111 図　ウマ頭蓋各部位の名称
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根部の観察ができないため推測値になるが、第 2 前臼歯で 17 ～ 18mm 前後と推定され、西中川ほか (1991) を

参考にすると 15 歳程度とみられる。切歯の咬耗状況では、突出して水平に近い咬耗を示し、咬面中央の凹陥が

ほとんど見られないが、エナメル質の円形の輪郭がみられることから 14 歳程度と推定される。

　以上の観察所見から、中型の在来馬程度のサイズが推定され、14 ～ 15 歳程度の老齢馬であったと観が得られ

る。また、上顎骨がほぼ完存する状態であることから、頭骨全体が埋存していた可能性がある。

4. 考察

(1) 炭化材

　Ⅰ区 2 号住居跡から出土した炭化材はヤナギ属であった。ヤナギ属は、一般に軽軟で強度・保存性が低い種

類が多く、住居構築材等としては適材とは言い難い。また、山梨県内における住居構築材を対象とした分析調査

においても、平安時代頃の調査事例にはヤナギ属の利用は認められない。このことから、これらの炭化材は、調

査所見から想定されたウマ頭蓋骨に伴うものである可能性がある。一方、Ⅲ区 1 号土坑から出土した炭化材は、

炭化材の周囲に被熱が認められることから、火の使用に伴う燃料材等の一部が炭化・残存した可能性がある。同

定されたカエデ属は、比較的重硬で強度が高く、二次林等の落葉広葉樹林や河道沿い等に生育する種類であり、

現在の遺跡周辺でも比較的普通にみられる種類であることから、遺跡周辺で入手した木材を使用した可能性があ

る。

　山梨県内におけるカエデ属の検出事例では、武家遺跡の弥生時代の溝跡内から出土した用途不明の炭化材や、

坂井南遺跡の古墳時代前期の住居構築材、音羽遺跡の古墳時代後期～奈良時代の住居構築材、南大浜遺跡の平安

時代以降の土坑から出土した炭化材等に認められている（パリノ ･ サーヴェイ株式会社 ,1986,1997,2000,2004）。

(2) 種実遺体

　Ⅱ区 3 号住居跡から出土した種実遺体はモモ（核）であった。住居跡内から炭化した状態で出土した状況を

考慮すると、当該期の本遺跡周辺域におけるモモの利用が推定される。モモは中国より渡来した栽培植物とされ、

観賞用の他、果実や核の中にある仁 ( 種子 ) などが食用、薬用等に広く利用される。

　また、モモは、中国において古来から邪気を祓う信仰的霊力があるとされ、日本でも古事記等の記述に同様の

信仰があったことを伺わせる記述がある。長野県屋代遺跡群では、モモの出土状況や火による加熱等から、食糧

の他に祭祀的な利用が行われていた可能性が指摘されている（辻 ,2000）。今回、モモの核が検出されたことから、

その利用・用途として祭祀との関連も想定されるが、この点については調査所見及び考古学的な検証と合せて評

価することが望まれる。
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第７章　まとめ

第 1 節　滝沢遺跡の奈良・平安時代の遺構と遺物
第 1項　土器の分類と編年

　滝沢遺跡出土した土器は 8 世紀から 11 世紀のかけてのものであり、多くが 9 世紀から 10 世紀のものである。

出土土器は山梨県内に特徴的に分布する「甲斐型土器」が大半を占める。

　甲斐型土器の研究については、すでに多くの研究分析が進められている（坂本・末木・堀内 1983、甲斐型土

器研究グループ 1992 ほか）。ここではこうした研究成果をもとに滝沢遺跡から出土した奈良・平安時代の土器

資料の変遷や年代観について記述する。

（1）土器の分類

　滝沢遺跡出土の奈良・平安時代遺物は土師器・須恵器・灰釉薬陶器の 3 種類に分けられる。そのうち、主体

となるものは土師器であり、須恵器・灰釉陶器は客体的な存在で、破片資料が中心である。

　土師器には坏・内黒坏・高台付坏・内黒高台付坏・皿・内黒高台付皿・蓋・甕・小甕・ロクロ小甕・置きカマ

ド・羽釜・鉢などが、須恵器には壷・長頚壷・凸帯壷、灰釉陶器には壷がみられる。

（2）土師器坏の変遷と段階設定

　ここでは滝沢遺跡の住居跡・土坑より出土した土師器坏の形態・技法・法量を時期設定の基準として段階設定

を行う。

〔奈良・平安時代第 1 段階〕

　口径 11.8 ～ 12.4㎝、底径 7 ～ 8㎝、高さ 3.3 ～ 3.8 センチ。口縁端部が若干広がる箱形の器形で、体部内外

面に横方向の暗文状のヘラミガキ、見込部に放射状の暗文状ヘラミガキを施す。底部はミガキがみられる。

〔奈良・平安時代第 2 段階〕

　口唇部は尖形で、体部外面下半分には斜めヘラ削りが行われる。体部内面には花弁状、見込み部には放射状の

暗文が施される。底部は全面ヘラ削りが行われる。口径約 11.0㎝、底径約 6㎝、高さは 4㎝前後、底径 / 口径比

は 50 ～ 54％となる。

〔奈良・平安時代第 3 段階〕

　口径は 10.4 ～ 11.9㎝で前段階と変化はみられないが、底径は縮小し 5.0 ～ 6.0㎝となり、底径 / 口径比は 48

～ 51％となる。高さは 4.0 ～ 4.4㎝となる。見込み部の暗文は消滅し、体部内面の暗文は存続するが、暗文が見

られないものも存在する。体部外面には前段階につづいて斜めヘラ削りが行われ、口唇部は丸縁となる。底部は

全面ヘラ削りのものと、回転糸切り後、周囲をヘラ削りするものがみられる。

〔奈良・平安時代第 4 段階〕

　口径 10.6 ～ 13.2㎝、底径 4.0 ～ 5.9㎝、高さ 3.9 ～ 5.1㎝、底径 / 口径比 35.9 ～ 49.5％となり、底径が口径の

半分以下に縮小する。調整方法は前段階とほとんど変化がないが、口唇部は丸縁のものと玉縁のものがある。ま

た、体部内面の暗文がみられないものも少数ある。

〔奈良・平安時代第 5 段階〕

　体部内面の暗文が消滅し、口唇部は玉縁のものが主体となる。法量は口径 11.8 ～ 13.0㎝、底径 4.1 ～ 5.2㎝、

高さ 3.7 ～ 4.5㎝、底径 / 口径比 33 ～ 42％のものと口径 13.9 ～ 15.0㎝、底径 4.5 ～ 5.4㎝、高さ 4.5 ～ 5.4㎝、

底径 / 口径比 31 ～ 38％の 2 種類がみられる。体部外面は斜めヘラ削り、底部は全面ヘラ削りのものと、回転糸

切り後、周囲をヘラ削りするものがある。

〔奈良・平安時代第 6 段階〕

　調整方法は前段階とほとんどかわらないが、口唇部が隆玉縁化する。法量は前段階に続き口径 11.6 ～ 12.9㎝、

底径 3.7 ～ 5.0㎝、高さ 3.3 ～ 4.5㎝、底径 / 口径比 31 ～ 39％のものと口径 13.1 ～ 14.5㎝、底径 4.4 ～ 5.6㎝、
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高さ 3.9 ～ 5.4㎝、底径 / 口径比 31 ～ 41％の 2 種類がある。体部外面は斜めヘラ削り、底部は全面ヘラ削りと

回転糸切り後、周囲をヘラ削りが行われる。

〔奈良・平安時代第 7 段階〕

　体部・底部のヘラ削り技法がなくなり、未調整となる。口唇部は玉縁と丸縁がある。法量は口径 13.4 ～ 13.6㎝、

底径 5.4 ～ 5.8㎝、高さ 3.4 ～ 3.7㎝、底径 / 口径比 39 ～ 43％となる。

　以上のように 7 つの段階設定を行った。これらの状況を甲斐型土器編年（1992）に対比させると以下のよう

な年代が与えられる。

奈良・平安時代第 1 段階・・・8 世紀後半～ 9 世紀初頭頃（甲斐型土器編年Ⅲ～Ⅳ期）

奈良・平安時代第 2 段階・・・9 世紀第 1 四半期頃（甲斐型土器編年Ⅶ期）

奈良・平安時代第 3 段階・・・9 世紀第 2 四半期頃（甲斐型土器編年Ⅷ期）

奈良・平安時代第 4 段階・・・9 世紀後半代（甲斐型土器編年Ⅸ・Ⅹ期）

奈良・平安時代第 5 段階・・・9 世紀末～ 10 世紀初頭頃（甲斐型土器編年ⅩⅠ期）

奈良・平安時代第 6 段階・・・10 世紀第 2 四半期頃（甲斐型土器編年ⅩⅡ期）

奈良・平安時代第 7 段階・・・10 世紀第 3 四半期頃（甲斐型土器編年ⅩⅢ期）

（3）各段階における土器の様相

〔奈良・平安時代第 1 段階〕

　Ⅱ区３号住居跡覆土中より、土師器坏 2 点が出土したのみである。

〔奈良・平安時代第 2 段階〕

　土師器坏・土師器甕・小甕、須恵器壷がある。

　土師器甕は長胴形のもので、薄長の口縁部が外側に開く。体部外面は縦ハケメ調整、内面は横ハケメ調整とわ

ずかに指頭痕がみられる。小甕は球胴形で体部外面は上部に縦ハケメ調整、下半分にヘラ削り、内面は横ハケメ

調整、底部には木葉痕がみられる。

〔奈良・平安時代第 3 段階〕

　土師器坏・内黒坏・皿・蓋・甕・小甕などがある。

　破片資料ではあるが、本段階から土師器皿が出現する。口唇部形態は丸縁で、体部にくびれをもち、口縁部が

段を作って立ち上がる。器面が荒れているため、暗文の有無・調整方法は不明である。蓋も破片資料でみられ、

縁端部に短い立ち上がりを持つ。内黒坏は土師器坏と同様の調整がみられ、法量も口径 11.2㎝、底径 5.3㎝、高

さ 4.4㎝、底径 / 口径比 47.3％とかわらない。甕は前段階同様、薄長の口縁となる。小甕も前段階とほとんどか

わらないが、体部外面のヘラ削りはわずかにみられる程度となる。

〔奈良・平安時代第 4 段階〕

　土師器坏・内黒坏・高台付坏・内黒高台付坏・皿・蓋・甕・小甕・ロクロ小甕、須恵器長頚壷・凸帯壷がある。

　内黒坏は口径が 15.8㎝と土師器坏より大型で体部下半分は回転ヘラ削りが施される。体部内面の暗文はみら

れない。高台付坏は法量が口径 16.6㎝、底径 7.0㎝、高さ 6.0㎝で体部下半は回転ヘラ削り調整がされており、

高台は削り出し高台となっている。体部内面には放射状暗文がみられる。内黒高台付坏は調整方法・法量とも高

台付坏と同様であるが、体部内面には暗文がみられない。底部は回転ヘラ削り調整である。

　皿の口唇部は丸縁と玉縁のものがあり、体部のくびれは弱まる。内面には渦状暗文が施されるが、見込み部に

連弧状暗文を施すものもある。底部は全面ヘラ削り調整が行われる。蓋は破片資料でみられ、縁端部に短い立ち

上がりを持つ。甕は前段階とほぼ変化がみられない。小甕は長胴形のものがみられ、前段階までのヘラ削りは見

られなくなる。また、土師器坏・皿と同じ胎土のロクロ小甕が破片資料ではあるが出土している。

〔奈良・平安時代第 5 段階〕

　土師器坏・内黒坏・皿・甕・小甕・武蔵型小甕・置きカマド・灰釉陶器壷などがある。

　滝沢遺跡では本段階から置きカマド・灰釉陶器がみられるが、いずれも破片資料である。置きカマドの胎土は
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土師器甕と同様で、外面に縦ハケメ調整、内面は横ハケメ調整が行われる。内黒坏は調整技法・法量とも土師器

坏と変わらない。皿は口唇部が玉縁のものが主体となり、体部のくびれは前段階よりさらに弱まる。体部外面は

斜めヘラ削り、底部は全面ヘラ削りのものと、回転糸切り後、周縁部をヘラ削りするものがある。内面の暗文は

消滅する。甕は口縁部が肥厚化し、口径も大きくなる。また、体部外面をミガキ調整、内面を斜めヘラ削り調整

した武蔵型小甕が伴出している。

〔奈良・平安時代第 6 段階〕

　土師器坏・内黒坏・皿・甕・小甕・相模型脚高台小甕・置カマド・刃釜・鉢、須恵器長頚壷・蓋がある。

　本段階から羽釜がみられ、胎土・調整方法は土師器甕とほぼ同じである。内黒坏は土師器坏同様に口唇部が隆

玉縁化する。皿：土師器皿と同じく口唇部は隆玉縁となり、体部のくびれはなくなる。

　土師器甕は口縁部がさらに肥大化し、末広口縁型となる。小甕は球胴形と長胴形のものがあり、口縁部は厚く

なるものもみられる。鉢は土師器甕と同じ胎土・調整方法の甕系鉢と、土師器坏と同じ胎土・調整方法の坏系鉢

の 2 種類がある。甕系鉢の口縁部は土師器甕と同様に末広口縁型であり、体部下半分から口縁部にかけて逆八

の字状に立ち上がる。口径は 38㎝となる。坏径鉢の口径は 22㎝で、土師器坏に比べ器壁が厚く、口唇部は丸縁

となる。

〔奈良・平安時代第 7 段階〕

　Ⅰ区 2 号住居跡内の土坑中、Ⅱ区 4 号住居内より土師器坏が出土したのみである。

第 2項　竪穴住居について

　今回の調査では、緩やかな傾斜を持つ微高地上にあるⅠ区・Ⅱ区において 15 軒の竪穴住居跡が検出されており、

微高地下の低地となるⅢ区からは検出されなかった。

これら 15 軒の竪穴住居跡を、先に設定した段階ごとの内訳をみると以下のようになる。

奈良・平安時代第 1 段階・・・なし

奈良・平安時代第 2 段階・・・1 軒（Ⅱ区 3b 号住）

奈良・平安時代第 3 段階・・・1 軒（Ⅱ区 2 号住）

奈良・平安時代第 4 段階・・・4 軒（Ⅰ区 2 号住、Ⅰ区 5 号住、Ⅱ区 1 号住、Ⅱ区 3a 号住）

奈良・平安時代第 5 段階・・・3 軒（Ⅰ区 3 号住、Ⅰ区 4 号住、Ⅱ区 6b 号住）

奈良・平安時代第 6 段階・・・4 軒（Ⅰ区 1 号住、Ⅱ区 4 号住、Ⅱ区 5 号住、Ⅱ区 6a 号住）

奈良・平安時代第 7 段階・・・なし

不明・・・・・・・・・・・・2 軒（Ⅱ区 3c 号住、7 号住）

（1）平面形・規模について

　重複などから不明なものが多く、段階ごとの住居数も少ないため、全体の詳細な傾向を示すことができないが、

平面形は方形・長方形で 1 辺 4 ｍ前後のものが全体を通してみられ、第 4 段階に 1 辺 4.5 ｍを超えるもの（Ⅰ

区 5 号住）が存在する。なお、各住居の詳細は第 1・7 表を参照していただきたい。

（2）柱穴について

　滝沢遺跡からは柱穴を伴う住居跡が 5 軒確認され、このうち、屋内に柱穴をもつものが 2 軒、屋外に柱穴を

もつものが 3 軒ある。屋内に柱穴が確認されたものはⅡ区 3 住・4 住であるが、Ⅱ区 3 住は 3 軒の住居が重複し

ており、いずれの住居に属するか不明であり、4 住は住居壁下部に接しているものが 3 基みられるが、住居が調

査区外に伸びているため不明な点が多い。

　屋外柱穴を持つものはⅠ区 2 号住、Ⅱ区 2 号住・5 号住の 3 軒がある。Ⅱ区 2 号住は南壁と東壁のほぼ中央部分、

竪穴の上端部に接して 2 基確認された。Ⅱ区 5 号住は調査区外に広がり、全体形は不明であるが住居外の南西

部で 3 基確認された。Ⅰ区 2 号住南西部はⅠ区 1 号住・1 号土坑と重複により、柱穴は確認されなかったが、住
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第 １１２ 図　滝沢遺跡　奈良・平安時代土器の変遷（1）
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第 １１3 図　滝沢遺跡　奈良・平安時代土器の変遷（2）
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居を取り囲むように 7 基の柱穴が確認され、他の 2 軒に比べるとまとまって検出される。西壁・北壁・東壁の

外側に多くみられ、竪穴上端部から約 30 ～ 70㎝外側で 6 基の柱穴が 1 ～ 2m の間隔をもって配置される。南壁

から約 120㎝外側に 1 基配置される。

（3）カマドについて

〔カマドの位置〕

　滝沢遺跡で発見されたカマドは 14 基あり、住居内カマドが設置される位置については北壁・東壁・北東コー

ナーに設置されるものがみられる。段階毎にみると、第 2 段階は住居北壁に設置されるものが 1 例のみがあり（Ⅱ

区 3b 号住）、第 2 段階以降は、第 4 段階の北壁に設置される 1 例（Ⅰ区 2 号住）、第 6 段階の北東コーナーに設

置される 1 例（Ⅰ区 1 号住）を除き、東壁に設置されるものが多い。なお、各カマドの位置については第 1・7

表を参照していただきたい。

〔カマドの構造と破壊行為について〕

　カマドの構造は溶岩および河原石を袖部・天井部に用いた石組みカマドで、この石組みを芯材として粘質土で

覆い、カマドを構築しているものがみられる。

　滝沢遺跡で発見されたカマドは全 14 基のうち、後世の撹乱により一部を残し破壊されたⅡ区 2 号住居カマド

を除いた 13 基は、すべて人為的に破壊されている状況が認められる。カマドの破壊状況は大きく天井石のみを

破壊するもの（Ⅰ区 1 住・2 住・4 住・5 住、Ⅱ区 4 住・5 住・6a 住）、天井石・袖石の一部を破壊するもの（Ⅰ

区 3 住、Ⅱ区 1 住）、ほぼすべてを破壊するもの（Ⅱ区 3a 住・3b 住・6b 住・7 住）の三種類がみとめられる。

また支脚石はカマド内に残るもの（Ⅰ区 1 住・2 住・5 住、Ⅱ区 1 住・4 住）と残らないもの（Ⅰ区 3 住・4 住、

Ⅱ区 3a 住・3b 住・5 住・6a 住・6b 住・7 住）がある。

　破壊後の構成礫についてはカマド周辺に放置される例（Ⅰ区 1 住）や、カマド前面に置きカマドを封鎖して

いる例（Ⅰ区 5 住）、住居内に散乱する例（Ⅰ区 4 住）、竪穴住居内に痕跡が見られない例がある。また、カマ

ド破壊に際して、カマド内の焼土をカマド脇に放置したと考えられる例が存在する（Ⅱ区 1 号住）

〔遺物出土状況〕

　遺物の出土状態を観察すると、多くの場合はカマド内から土器が破壊された状態で出土する。その多くは土師

器甕であるが、復元してみると使用に耐えられるような個体にはならず、使用時の状態で遺棄されたとは考えに

くい。カマド内部からは鉄製品・桃の種子が出土している例もみられ（Ⅰ区 1 住）、破壊行為に関係する可能性

がある。

　また、カマド脇に「夲人」と墨書された土師器皿が設置された例（Ⅰ区 2 住）、カマド前面の床上に甕の底部が坏・

礫を埋納した状態で出土する例（Ⅰ区 4 住）などがみられ、カマドの破壊行為に連動したものと考えられる。

第 3項　滝沢遺跡出土の文字資料について

（1）文字資料の出土点数と出土傾向

　今回の調査では、墨書土器・線刻土器の文字資料関連土器が計 156 点出土している。一つの土器に複数文字

を有する場合もあることから、文字数にすると 176 文字となる。そのうち 144 点が墨書、残る 32 点が線刻であ

り、墨書土器が全体の 8 割近くを占めている。また、これらの文字資料のうち、器種や時期が判別可能な資料は、

計 156 点の内 40 点、文字数は 60 文字である。

　先に設定した段階ごとにみると、文字資料は第 1 段階から第 6 段階までみられ、遺構数が多い第 4 段階から

第 6 段階の間に多くみられる（第 25 表）。

（2）土器の種類と器形・記載状況

　土器の種類・器形は土師器坏・内黒坏・皿が選択され、坏が 50％、内黒坏が 10％、皿が 40％と坏・皿が多

くを占める。段階ごとでは文字資料数が最も多い第 4 段階に土師器皿が圧倒的に多くみられるが、ほかの段階
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第 25表　段階別の文字資料器種・器形の内訳

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

土師器 皿

土師器 内黒杯

土師器 杯

第 7段階第 6段階第 5段階第 4段階第 3段階第 2段階第 1段階

第 26表　段階別の文字資料の内訳

0

5

10

15

20

25

30

35

40

線刻

墨書

第 7段階第 6段階第 5段階第 4段階第 3段階第 2段階第 1段階

土師器
計

坏 内黒坏 皿

第 1 段階 1 - - 1

第 2 段階 1 - - 1

第 3 段階 - 1 - 1

第 4 段階 5 2 12 20

第 5 段階 6 - 1 7

第 6 段階 7 1 3 11

第 7 段階 0 0 0 0

計 20 4 16 40

墨書 線刻

第 1 段階 1 -

第 2 段階 1 -

第 3 段階 - 1

第 4 段階 33 1

第 5 段階 9 -

第 6 段階 10 4

第 7 段階 - -

計 54 6

第 27表　各段階における記銘部位の状況

土師器坏 土師器内黒坏 土師器皿
計

体部外面 体部内面 底部 体部外面 体部内面 底部 体部外面 体部内面 底部

第 1 段階 - - 1 - - - - - - 1

第 2 段階 1 - - - - - - - - 1

第 3 段階 - - - 1 - - - - - 1

第 4 段階 9 - - 2 - - 12 1 10 34

第 5 段階 4 3 1 - - - - - 1 9

第 6 段階 5 3 1 1 - - 2 - 2 14

第 7 段階 - - - - - - - - - 0

計 19 6 3 4 0 0 14 1 13 60

第 28表　各段階・器種・器形における記銘状況

第 28 表 -1　土師器杯

体部外面 体部内面
計

正位 倒位 横位 不明 正位 倒位 横位 不明

第 1 段階 - - - - - - - - 0

第 2 段階 - 1 - - - - - - 1

第 3 段階 - - - - - - - - 0

第 4 段階 - 8 - 1 - - - - 9

第 5 段階 2 - - 2 1 - - 2 7

第 6 段階 - 3 - 2 - - - 3 8

第 7 段階 - - - - - - - - 0

計 2 12 0 5 1 0 0 5 25

第 28 表 -2　土師器内黒杯

体部外面 体部内面
計

正位 倒位 横位 不明 正位 倒位 横位 不明

第 1 段階 - - - - - - - - 0

第 2 段階 - - - - - - - - 0

第 3 段階 - - - 1 - - - - 1

第 4 段階 - 1 - 1 - - - - 2

第 5 段階 - - - - - - - - 0

第 6 段階 1 - - - - - - - 1

第 7 段階 - - - - - - - - 0

計 1 1 0 2 0 0 0 0 4

第 28 表 -3　土師器皿

体部外面 体部内面
計

正位 倒位 横位 不明 正位 倒位 横位 不明

第 1 段階 - - - - - - - - 0

第 2 段階 - - - - - - - - 0

第 3 段階 - - - - - - - - 0

第 4 段階 - 7 3 2 - - - 1 13

第 5 段階 - - - - - - - - 0

第 6 段階 - - - 2 - - - - 2

第 7 段階 - - - - - - - - 0

計 0 7 3 4 0 0 0 1 15
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においては坏の割合が高い（第 27 表）。

　文字の記載部位については土師器坏、内黒坏は各段階を通して体部外面が多く、続いて体部内面、底部の順で

ある。体部内面に記載されるものは第 5 段階、第 6 段階に多く見られる。土師器皿は体部内面と底部に記載さ

れるものがほぼ同数で多く、内面は 1 点しかみとめられない。

　各段階において、体部外面および内面における記載方向の数量を示したものが第 28 表である。記載方向は土

器を通常使用する状態で体部外面・内面に記載された文字を観察した場合の方向であり、正位・倒位・横位の３

つの方向がある。なお、文字が判読不能なもの、記号は不明とした。

　坏の体部外面は第 5 段階に正位がみられるものの、ほとんどが倒位方向となる。体部内面は第 5 段階に正位

方向が 1 点のみ確認される。内黒坏は第 4 段階に体部外面の倒位、第 6 段階に体部外面の正位が認められる。

皿は体部外面で倒位 7 点、横位 3 点と正位方向はみとめられなかった。

　全段階を通じ、正位方向への記載は少なく、倒位・横位方向への多く、食器としての使用状態を意識していな

い状況が伺われる。

（3）段階ごとの文字内容と出土状況（第 114・115 図）

　文字資料の内容については、第 1 段階は不明、第 2 段階に「十」（倒位）あるいは「×」、第 3 段階は「¦¦¦¦」と「≡」

を組み合わせた格子状の線刻がそれぞれ 1 例ずつある。第 4 段階は文字種が増加し、「夲」「人」「□（彦に又か？）」

と皿の内外全面に記される則天文字と思われるものがある。このうち「夲」と「人」を組み合わせて「夲人」と

記されたものが 11 例と最も多い。第 5 段階には「丈」「矢」「夲」「五」「イ」が１例ずつと「＃」が 3 例見られ

る。第 6 段階は「合」・「山」と「夲」を組み合わせた「山夲」、「夲」と「人」を組み合わせた「夲人」、「前」「人」

が１例ずつ、「＃」が 3 例みられる。

　第 4 段階に多くみられる「夲人」の「夲」は「奉る」の異体字と考えられる。いずれも体部外面・底部に記され、

体部外面のものは倒位 10 例、横位 1 例と通常の使用状態を意識していない。1 区 2 住、Ⅱ区 1 住に多くみられ、

Ⅰ区 2 住ではカマド脇に「夲人」と墨書された土師器皿 2 枚が並んで出土しており（第 115 図）、カマドの祭祀

に伴うものと考えられる。また、Ⅱ区 1 住ではカマド破壊に際して脇に放置されたとみられる焼土上から「夲人」

と墨書された坏土師器の破片が出土したほか、住居中央から南壁中央部、西壁の中央部壁際から出土しており（第

115 図）、カマド破壊だけでなく、住居廃絶時の祭祀に関わりがあるものと考えられる。

　第 5・6 段階に多くみられる「＃」は道教の呪号の 1 つである九字の略号と考えられる。九字は基本的には縦

4 本、横 5 本の格子状で表され、九字の記号自体が悪霊を払い、願意が確実に果たされるとの効力を有するとさ

れている。第 3 段階にみられる「¦¦¦¦」と「≡」を組み合わせた格子状の線刻も「＃」同様に九字の略号と思われる。

Ⅱ区 5 住では体部外面に「＃」と墨書された底部穿孔の土師器皿（第 49 図Ⅱ区 5 住 11）が住居内に立てかけ

られたように出土している。

　底部に穿孔がみられる土師器皿については、穴に先端を尖らせた細い棒を差し込み、ロウソクを立てた「簡易

ロウソク立て」とする考え方があるが（原 2005）、Ⅱ区 5 住 11 の土師器皿の穿孔部を観察すると器壁がわずか

2㎜であり、実際に「簡易ロウソク立て」として使用した場合、ロウソクや土器の重みに耐えられるとは考えに

くい。また、穿孔部に棒を差し込んだ際に残ると思われる磨耗も認められないことから、滝沢遺跡Ⅱ区 5 住№

11 の土師器皿についてはロウソク立てとしての機能を持っていたとは考えにくく、孔は器面に墨書された呪号

の「＃」に関連し、祭祀に関わるものとして穿たれたと考えられる。

第 4項　平安時代集落の変遷について

　今回の調査によって明らかになった奈良・平安時代に属する遺構は住居跡のほか、竪穴状遺構、土坑などがあ

る。奈良・平安時代については出土土器の検討から第 1 段階から第 7 段階まで時期的変遷がたどれることが判

明している。この成果をもとに、滝沢遺跡の奈良・平安時代集落の変遷をたどっていくわけだが、今回の調査範

囲は幅約 15 ～ 20 ｍ×長さ約 190 ｍの範囲であり、滝沢遺跡全体の奈良・平安時代集落の変遷を示しているわ
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第 １１４ 図　滝沢遺跡出土文字資料一覧図
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けではない。また、すべての遺構から時期判別可能な遺物が出土しているわけではなく、確実な時期を把握しが

たいものもある。それらを除き段階ごとの遺構分布の変遷を第 116 図に示した。

　奈良・平安時代の遺構の分布は各段階を通して微高地上のⅠ・Ⅱ区に分布し、微高地下のⅡ‘・Ⅲにおいて

は分布しない状況がみられる。段階ごとに分布状況をみると、第 1 段階はⅡ区 3 号住居内から 2 点の遺物が出

土したのみであり、該当する遺構は存在しない。遺構初現期となる第 2 段階と続く第 3 段階ではⅡ区北東側に

1 軒ずつみられる。第 4 段階になると遺構数が増加しⅠ区にも分布するようになる。Ⅱ区では前段階に引き続き

北東部に住居跡が 2 軒分布する。Ⅰ区では北東部から中央部に 2 軒の住居と南西部に土坑が 1 基分布する。第

5 段階は前段階と同様にⅠ・Ⅱ区に遺構が分布するが、Ⅰ区南西部に住居 2 軒、北東部に土坑 1 基、Ⅱ区南西部

に住居 1 軒と分布域がわずかに変化する。第 6 段階ではⅠ区北東側とⅡ区南西側にまとまって遺構が分布する

ようになる。第 7 段階には住居は見られなくなり、Ⅰ区北東部において土坑が 1 基のみ分布する。

　なお、段階ごとの遺構の内訳は以下の通りである。

第 1 段階：Ⅱ区 3 号住居内から 2 点の遺物が出土したのみであり、該当する遺構は存在しない。 

第 2 段階：Ⅱ区 3b 号住

第 3 段階：Ⅱ区 2 号住

第 4 段階：Ⅰ区 2 号住、Ⅰ区 5 号住、Ⅱ区 1 号住、Ⅱ区 3a 号住、Ⅰ区 2 土

第 5 段階：Ⅰ区 3 号住、Ⅰ区 4 号住、Ⅱ区 6b 号住、Ⅰ区 1 土

第 6 段階：Ⅰ区 1 号住、Ⅱ区 4 号住、Ⅱ区 5 号住、Ⅱ区 6a 号住、Ⅱ区 1 竪

第 7 段階：Ⅰ区 2 住内土坑

第２節　谷抜遺跡
第 1項　谷抜遺跡の遺構分布ついて

　第5章第2節第2項において谷抜遺跡で検出された遺構を覆土の状態から5つのパターンに分類し（遺構パター

ン）、遺構パターン①から④については検出層位・出土遺物から、遺構パターン①：（中世・近世）、遺構パターン②：

平安時代、遺構パターン③：縄文時代後期前半、遺構パターン④：縄文時代早期後半とした。

　以下に、遺構パターン毎の遺構分布を概説する。

遺構パターン①（中世・近世）

　大きくわけて近世と中世の 2 時期の遺構がみられる。

　近世のものは掘立柱建物跡（柵列）2 軒と土坑 1 基があり、掘立柱建物跡（柵列）は調査区南側の J・K-13・

14 グリッドの西向き斜面上と北側 D・E3・4、F-3 グリッドの西向きの緩やかな斜面上に分布する。土坑は調査

区南側の掘立柱建物跡の北側に 1 基みられる。

　中世は調査区南側の近世の掘立柱建物跡と同じ部分に 1 軒の掘立柱建物跡が、調査区中央部の緩やかな西向

き斜面上に土坑 1 基、溝状遺構 1 条が分布する。

遺構パターン②（平安時代）

　土坑 22 基、柱穴 66 基、溝状遺構 2 条がある。遺構は調査区全体に分布するが、柱穴・溝状遺構は調査区中

央部のほぼ平坦地に多く分布するのに対し、土坑は柱穴分布域の南北側斜面上に分布しており、遺構により分布

域が異なる。

遺構パターン③（縄文時代後期）

　土坑 1 基、柱穴 12 基がある。調査区南側の H-11・12、I-10 ～ 12、調査区中央部を東西方向にのびる谷に面

した勾配約 14°の西向き斜面上に集中する。また、縄文時代後期に属する 1 号焼土遺構および縄文時代後期の遺

物（Ⅳ群土器）分布域は、斜面上方の I・J・K-11・12 グリッドであり、土坑・柱穴分布域とは異なった様相を

みせる。

遺構パターン④（縄文時代早期）

　土坑 6 基（内、炉穴 4 基）と柱穴 50 基の遺構がある。勾配約 10°の勾配をもつ南向き斜面地（D-5 ～ 7、E-4 ～ 7、F・
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第 １１６ 図　滝沢遺跡遺構変遷図
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G-4 ～ 6 グリッド）が集中範囲となり、パターン③の集中範囲とは調査区中央部の谷を挟んで正対するように分

布する。

第 2項　遺物・遺構全体からみた土地利用

　ここでは谷抜遺跡における総合的な変遷過程についてまとめておきたい。

谷抜遺跡において検出された全ての遺構・遺物から考えられる土地利用の変遷は大きく以下の 6 段階である。

　以下に各段階の様相を概説する。なお遺構の変遷についてはすでに述べたとおりであり、遺物の分布状況の詳

細については第 5 章第 2 節第 3 項を参照されたい。

第 1 段階（縄文時代早期）：調査区中央部にある東西方向にのびる谷に面した北側斜面部に遺構・遺物が集中し

て見られる。

第 2 段階（縄文時代前期）：遺物分布のみ。早期とほぼ同様の範囲に遺物が分布する。

第 3 段階（縄文時代中期）：遺物分布のみ。中期中葉の遺物は谷に面した北側斜面部、中期末の遺物は南側斜面

部に分布する。

第 4 段階（縄文時代後期）：谷に面した南側斜面に遺構・遺物の分布がみられる。

第 5 段階（平安時代）：前段階まで調査区中央部でみられた谷部分に土砂が堆積したことにより、調査区全体が

緩やかな傾斜地となり、調査区のほぼ全域で遺構が見られるようになる。包含層中からの遺物出土はほとんど見

られない。

第 6 段階（中世・近世）：調査区北端・南端の斜面の頂部に近い部分に掘立柱建物跡。
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1号柵列Pit43皿（1柵№2）出土状況

1号柵列溝釘（鉄№4）出土状況

2号柵列（掘立柱建物跡）北西から

2号柵列（掘立柱建物跡）南東から

1号柵列溝蓋（1柵№1）出土状況

1号柵列溝蹄鉄（鉄№3）出土状況

2号柵列（掘立柱建物跡）俯瞰写真
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2号溝状遺構

2・4号溝状遺構・46号土坑

3号土坑

7号土坑

1号溝状遺構

3号溝状遺構

2・3・4・5号土坑

5号土坑
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7号土坑版築土層堆積状況

9・10号土坑

14号土坑土層堆積状況

17号土坑集石検出状況

7号土坑版築検出状況

8号土坑

13・14号土坑（炉穴）

16号土坑（炉穴）
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25号土坑

38・39号土坑

4号溝状遺構・46号土坑

18号土坑（炉穴）

33号土坑

44号土坑

46号土坑土層堆積状況
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1号柱穴群（1区）

縄文時代後期柱穴群

1号焼土遺構

叩石（遺構外№28）出土状況

2号柵列Pit43・47号土坑土層堆積状況

1号柱穴群（2区）

I-10Pit1（縄文時代後期）

1号灰集中
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1・3号溝状遺構出土遺物

遺構外出土遺物Ⅰ群

遺構外出土遺物Ⅴ・Ⅵ・Ⅷ群

金属製品（２）

1・2号柵列出土遺物

土坑・柱穴出土遺物

遺構外出土遺物Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ群

金属製品（１）



図
版
��

　谷
抜
遺
跡
出
土
石
器

1 2
3

4
5

987

6

10
11 12 13

201918171615
14

21
22

24

23 26

25

3130

292827



報 告 書 抄 録
ふりがな たきざわいせき・もばしいせき・かまぬけいせき

書名 滝沢遺跡・疱橋遺跡・谷抜遺跡

副書名 一般国道 137 号河口 2期バイパス建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ名 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書

シリーズ番号 第 247 集

編著者名 正木季洋

編集機関 山梨県埋蔵文化財センター

所在地 〒 400-1508　山梨県甲府市下曽根町 923　TEL055-266-3016

発行年月日 2007 年 8月 31 日

ふりがな ふりがな コード 北緯	

（新）

東経	

（新）
調査期間

調査面積	

㎡
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号

たきざわいせき
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して出土。
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付図　谷抜遺跡遺構全体図（S=1/200）




